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製 品 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ ー

瀬 川 式 ス チ ー J レ バ ー チ シ ヨ ン

濃 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並ブロンズ ｾＷＭ ｎＮメールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支底

大阪市東区高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノレ内 )

電 話 本 局 ( 23) 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

本枇 東京市麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ヒ勺レディン グ内)

電 話 丸 ノ 内 ( 23) 679 ・876

工 場 東 京 市 城 東 直 北 砂 町 三 丁 目 一 二

電 話 本 所 ( 73) 5979 
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買
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日英米特許三一個 ・官用 新案登録六三1同併用

ス野武陰火捲よみ・戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ 、ソ タ

大野式ルーブ ｊｾ シヤヴター

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 車 由 承

大 野 式 穂 子 入 軸 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 特 袖 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 委 員

日英米Nll 溺特許三七佃・賞用新築登録八四個併用

特 許 木 ニ サ ッ シ

東京市大森区新井宿七丁目

株式曾枇不ニサッシ製作所提携

2重 大 野 製 作 所

東京市芝直三 田四国町二番地・電話三田( 納長主童文

Ｎｕｦ 問屋員ｉ￰ｾ・大鼠市民花嵐上掴島中二・電量量踊島ＨＴ，ＶＩ五人 ａ
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度 告 主 各 位

今回富協曾に於ける康告事務の組織に攻革を加へ新に専任

康告係を設置致しました。

就ては本曾刊行物の虞 告 に閲する 一 切の事 務 及取扱は直接

この係をして行は しめ 昭和十年三月鋭より寅施の とごに定

めま した。従而康告取扱業者又は其他の者を通じて御1 ¥1込

の分 は三月鋭より直接本曾扱の事 に御承知下 され度右曾告

致します 。

倫この上ミも ー暦の御援助を願ひます 。

量士 閣

法 人

昭 和 十 年 二 月

日 本 建 築 協 舎
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最 a 薪 室 戸内 装 飾 三 越' 家 具 部 隊 計 製 作
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内外木材工事E株式曾祉政計製作



察 室 岡 家 具

ホ ー J J . ，家具

最 ー新 家 具 装 飾 内外木材エ益株式曾枇君主計製作
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最 新 室 内 婁 飾 居 間 一 隅 の 取 扱 C. .A.  Ruedenauer 作



安祭椅子 二 種 む.A. Ruedenauer 作

， 

番号容の家具

最 新 室 内 装 飾 安 集 椅 子 三 種 書 粛 の 家 具 13
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私の考案せる一つの精子ーこ れ は腰 かけ たま

、足をや11ぼ す と坐 j市が前に滑 って脊の傾科が

絞
1 " かにな る安 祭 自 在 梼 子の考 案です
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E 人ウ 4 リアム・号ーリス一一近代家具を論せ' んとする場合に吾等は一度は モーリスの

偉業に振り返らねばならぬ。 モーリ スは家具工要に於ては多〈の事業 金捜しては居ない。

然し乍ら彼の精神が家具工撃の上に現はれ fこるものは汚濁せ る水の中に投ぜられ1: る一橋j

の消却、剤j であっ Tこ。此の一滴の清涼担割lは時の経過と共 lて衣第に其の作用金均し19 ! l t 紀の終

りから 20世紀の初頭 にかりで の欧洲工事 界に物凄き波紋を描き出しにのであっ t: 。此の波

紋は険制H大; 戟の洗砲を受りて一つの結末に届い? こ o 之れが現今の家具工塾発生の骨子であ

ると 云八ば長も航的に 19世紀の中葉から今日への推{ 多を表明し1: 事になる。一つの事柄の

終結はやがて又一つの事柄の始まりである o 始 りなく終りなき世界の姿は費轄を積り乍ら

限りな〈展がって行〈のであらう 。

モーリスが投じに一石主は何であつにか。 夫れは 19世紀の前宇に於て欧洲の世界を風館

しに機械の力 lA科書具の力の矯めに破壊 され盤綿されたる人聞の生命に劃して一道の光明石?

15 11 
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、ω 〓芝Y エー耐雪，

1.  19位紀中頃の 奇 怪なるドイ、ソの椅子 ーー此の

ｴ ｲＨが工重喜美 の 一つ の 標 ｩｾ Ａ であった。今か ら 見

ると会 〈不思議に思へる 。 けれ ども 今 で も 之

れと同様の仲間に這入るものが ないとはい へ

ない。

あつにのであっ たo 11主の考 lこ依れば

興へ f: ものでめっ t: () T 主主に射 する 彼れの精 神 の

骨子は

「 重芸術 の 使命は人 Ｑ Ｑｾ￮ の 努 ｬ 似を 三 何百ならしめ共の

欧 ｪ ｩ ｾ ＭＡ，千 Ｇ ＱＭＰＩ ならしむるに あ る 」

と云ふ のである 。彼，; 1 . 晩年を自ら のえn設しにさ

〉やかなる 7 一トン ・アベ ーの工場の中で終日日

に焼けて働 らいて 居 t=事 は昔時の記録に 縫っ て居

る。此の工場 は機峨の設備 のはい純然1= る手工惑

の範聞に日l{ られ fこるも の でdうって 、彼 れは機|岐に

(火る大量生産 台全〈退t71; の であっ 1: 。彼れ の見

解に従人ぱ機械に依る大量生産 ｌ ｾ 趣 味 低 喜多量 の

工欝品1 : ' 急: 速に作り出すに過ぎないと云ふ のであ

る。事 賓J tu) 営時の英闘の7 t k 況は正に此の通りで

あっ f二のでめ るつ

機械工事と手工塞との問題- ' . ! l . 1: の問題はモ -

V ス以後今日迄最大の問題 として埼 されにも ので

2  モーリス・チエヤーの二つの位置 一一今では

ヰモ〈 珍ら しくない もの だけれ ども此 のね・時に

あ っては ー般の人達を終か したに 注 ひなv 。

「如何 に小さき 工事品 にでも 共の製作に針する 黙 しみ と興味 E がないな らば工製品は意

味をなさぬ。然る に機械工業に依る大量生産は生産者に於ても 消費者1 こ於ても此の黙

1116 



から離れて居る 」

と云ふのである。此

の考にはー阪は首背せ

られる黙があり 、彼れ

の時代の背最を考ふる

時に彼れが斯る考に到

達しに事を想、ふ事が出

来る。げれども彼れの

考には棋本の錯誤があ

っt: 事が今にしては分

るのである 。彼れは機

械のカに廊縮され破壊

きれに 人間の 生命を 徐

りにも強〈感受し f: 紡

3・ マヴキン ト、ソシユの室内構成一一金< HJI る者 無装飾なる其の慌時く l刈止紀や

ば 頃 〉 に あ っ て は 英 凶 人 のみ な らず地ヒの人々が35にも想像しな か っ た で あ

らう焦内 の模様。

，! . f ! ; 人間に機械を 支配する能力の ある べき事を見逃じに綴に思へる o 斯〈て彼れは IE凶iT> ら

機械 の力 に 立ち向つ ｦＺ のであっ ｦｾ 。 彼も亦除史 の トーに既 ｫ 見附す ｐｮ の悲劇 ｪ の 主 人公 の一人

t: るを菟れない 。

鬼才マツキントツジュ ーー モーリス の起しに波紋は 次 第 に 削i本土に於て嫡大し . ドイ

ツとオーストリャとに於げる花々しき ゼセッ シヨン運動の超つに頃イギリス の北部グラス

ゴーの一隅に誠に繁栄 しないき〉 やかな事務所を持って居t: 建 築家チ ヤールス ・マツ キシ

トツ シユと云ふ人が居? こ o 此の人はモ ーリ ス と闘係があるか否やを私は知らない。只彼れ

の残 しに仕事がi徐 りにも侍統を超脱 し来るべき ものを暗示しfこかに思へる貼に於て恰も諌

言者の如き立場にある事を見て彼れの仕事に多大の興味を惹かれる のであ る。

( 1)  全然明る号室内、それに繊細にして自覚める装飾

( 2)  建築外部に於ける装飾的分子の金的撤! 設

此の二つは営時の英固 に於ては最も極度に大腸なる傍統への反逆であっ? こ のでめる 。斯

る彼れの企は人間本然の生1.m的立脚賠の上に築き上げられにも のfごと云はれて居る。 彼れ

は日本建築の好愛者で簡潔にして直棋的なるも のから暗示 を得にとも停へられて居る o り

れども彼れは日本を訪 れた事はない。私は親し 〈彼れに合って 居な し、から 虞貨の 11主れの考

に就て今述パる事が出来ない。

20年齢の後に於て近時彼れの企ては形を襲へて臥洲の世界に出現し? こかの! 聞がある。

アンリー・ヴアンドヴエルドーーモーリスの直系とも思はれるものは ベルギ ーに於ける

17 "  



4・ 7 ンリー・ヴアンドヴエJl-ドの室内

ヴアンドヴエルドは仕

事である。彼れは緩れ

1= る迎l智の持主であっ

1= らしいf育熱に 燃 えて

生れにるモ ーリ スの仕

事の精神を理智の支配

の下に新 らしき 世界に

導き! 十1しに のが彼の仕

事であると云へる 。彼

れは人間生命 の物理的

考察 に基本を置いて形

態考案の基礎と した様

に思へる 。彼 れはー脚の椅子の考案にも人間の姿態にふさわ しき 事を基調 とし、材料の自

然性伝構造の上に生かして各部の大きと曲線の性質とを工夫しfこものと思へる o 今迄の家

具 に見る装飾は全〈取り |徐かれ曲線は皐純 にして合理的な る者に特化して居 るo 今 日云ふ

機能と構造の民賓性を此時己に形態の上に具象化した第一入者と 云っ て労ー支 ない様に恩へ

る ( 1 ｾｏｏ 年以前 に 於 て 己 に斯る 形態を完成し て 居る Ｉ 。

アー J いヌーボー 一一1900年の頃突然にパリ ーに殻生し、叉突然 に消え て行ったア ール・

ヌーボー と呼ばれて 居 る形態があ る。此の形がドウ云ふ彪から 出て来 fこかを恐ら 〈誰 も知

らない であら う。けれども 此の流れ る様な綿の集ま りか ら成る形態は一時金〈パ リーの天

地を蔽ふてしまっ fこ観がある。丁度共の頃に出来上つ? ニパザー地下電織の停車場入口 に不

可思議なる形態を共の頃の名践として街頭に燥して居る。

5. フランス ・アールヌーボー工葱品

11 1 8  



セセジョン - 20 

-111:紀の初頭はォースト

リャとドイツと を中心

として臥 i州の天地¥t ' fU:文

ふ! こ1観がある一つの流

行にゼセションと云ふ

名がl J i ! へられ τ 居る 。

足 ぅ ｾゼセシ ョ ンと云ふ

のはオ ーストリヤ の j"1

都ヴイエンナで ＱＹＰＰｾｆ

の頃現 燃に飽き足らぬ

各方面の華術家がー| 鍋

となって塾術新運動全

起して夫れにゼセショ

ン( 分離と云ふ意) と云

ふ r，¥t' 附付てまE術の用

想、に向って勇敢に突き

進んにのであっ 1: 。此

の一回! の中に建築家で

工務家であるョーゼフ

. ホフ 7 ン がJI ドド気鋭

の創作家 として労11はっ

てか? に。此のヨーセフ ・

ホフマンと共の荻達で

あるョ ーゼ 7 ・ォ l L フ

リツヒとは近代家具工

芸5の 上に重要な役制り

をui江じ 1: 人として場げ

ねばなるまし、。

ヴイエンナ工房一一

ヴイ ヱ ンナ工房はヨー

ゼフ ・ ホフ Ｗ ンがＭＱＮｾ［

セホいてあ る資産家の

6.  ピーター，ベーレンスのピヤ/ 及諸直蓋 (  Ｑ ＹＱ Ｐ ＢＱ［ｾｔ ＨＩ＠

7.  ピーター・ペーレンスの工事晶 (1910:!f.頃)

19 .. 



8. ヨーゼフ・ホフマン (  1ヲlOtj: 頃刀工お品)

財政的援助を得て彼れの理想に

従っておJ工務の製作をやつ にも

のであるが彼れが最初の試作品

を携へてパリーに乗り l.jI. し1: 頃

は全〈勇政なるー11日の闘士を恕

はせる。彼れの考の根底には在

来の約束に紳ら れす現代の人聞

を基礎とし一切の科伊｜ｾ型術の

上 に生かさうとする 企がほの見

える拙に於てモ ーリス の打ち下

しに一石 に更 に一歩を進み、出fこ

もの と云へ る。此の駄に於ては

モーリ スとヴア ンドヴ エル ドと

マッキントツシユとの仕事[ に含

まれに要素を皆共に具有して居

る底の大きを認る事が出来る の

Wi くて伎の仕事は建築の仕事と

盗んで猷洲の:天地に大 きな波紋

を描 き出 したの である 。然し乍

ら彼の鮮かしき工房の仕事も財

政上の行きづまりに基いて近年

途 に閉鎖さる〉の己むなきに 至

つに のである 。従を後援して居

1: 一未亡人 は此の矯めに莫穴の費売を消費して晩年は工房のー使用人として働 らいで居? こ

と体へられて居 る。

工房の仕事が最 も興味ある一つ の境地を出現しにのは肱洲大戦の聞から終了の直後に於

て -，;d? つに。此の頃の不引を? 打開すベ〈工房は 一人の天才工護家ダゴ ベル ト・ ベツへを拾

ひ刊して純然 fこる 手工罫によ る工基品の製作を依托しTこのであっ 1: 。 こ〉仁機械工事と手

工事とは全〈混合する事 の許されき' る二つの世界として 工房の 中に 二つ乍 ら鮮かな色彩 を

描き出しに のであった。 諸 にモ ー リス以来一つの大きな問題として工喜界 に投げ られ? こる

機械工 惑 と 手工事 主 の 問題は全〈共 の終 局に主主し ｔ こかの Ｑｾ が あっ ＱＺ 。

天才ヨ E ゼフ・オ) L . ブリツ乙 一一 彼 れは 1900年の頃21漢にして ダル ムスタツト 悲術家部

11 2 0  



9  ヨーゼフ・オルブリフヒの貯水塔

務の建設に際し百十誌の中心を依H: する篤

11 ヨーゼフ・オ) 1. - 7 リ‘ ソヒの笠懸け一- C9)( 10) ( I1 ) はオル

めに岡市に呼び寄せられにのであつに。 プリツヒ ノコ多方面なる天才 ili i!il. 1簡を 示 す 例

此の ｉｆｾ ｊ 、 ｊ 、来 ＳＵ 蔵 にて 短かき彼れの生訓 ｹｾ 絡る迄の問に彼れが越し ＱＺ 数多〈の仕事は金〈幣

異に値する摘む1) 的のものでホフマンと同じ方向に向ひ乍ら更に特色める世界を生み/+'， して

此の時以後

F  .f-

d  

のドイツ建

築工事界を

リ { ドしに

感があ る。

彼 れのii!t り

/+' ，せる家具

工芝Eは過去

の 一切ｾ抱

きしめて夫

れを自己の

頭脳の 中か

ら絞り 出し

10 ヨーゼフ・オル7 ' ，) 、ソヒの室内 Ｑｾ か の 観が

21 11 
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13. ｾ Ｗ ドルフ・シユネ‘ソクの家具一一 之れは家庭用家具と
して新らし 〈針劉 し た る 簡 易 紛 子 ( 1931 ｾ ｬ ＢＩ 機能と僑

遣 と 表 現 と の 完令な る協和を示す優れたる例

.， 

・

'・

， 

.  

、

ぺ

-.  

い :，. 1  ". '.O'"U‘・・

....Ift..." 伶 山ｾＮＮＮｾＮ ＮＮＮＮＮ ｾｬＮＮＮ ，圃胴

14 鎌 製 梼 子( 上〉 とま援額梼子〈下〕 ー ζ の鍬板をプレス し 15.  

て 各官官 主治 り夫 れをリ ベッ トにて 接合 し たる簡易なる

喫茶庖用イスは 7 '7 y スにて考案されたもので滞除整

理等の 場合を考 慮し 巧み に計劃さ れたるものｾＨ近代 ｊ
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める。其の黙に於てはホフマ

ンの持つ大事なる抱擁ブJ の上

に更に遊説il] とした生気と他の

追従を許さぬ潤創的分子をカ11

へた観がある。 30徐政 にして

此の世を去った天才ヲル ブ リ

ツヒの偉業はうkるべき中駄の

新工事を橡言 しにかの観があ

る。 彼れの控後世界大戦の勃

殻に至る聞の 10fi 余年聞は即ち

ゼゼシ ヨン時代と云って差支

Ｑ で［イｾ 合

、、ーパよどJ 約

〆白・， 

・、 ， ¥(.... ，C  

，. _ .:..王‘
;  J  

d戸

.' ， ‘'・市目日 ＮＮＮＮＮＮＮ ｾ Ｎ ， ＧＭ 、 Ｎ｟ Ｎ ・ ・ ・・ ｍ ・ Ｔ ・ Ｍ｟Ｎ申
、山岨・

へない。濁J奥の建築工袈は金 16・ ) 1 - ・マルビジエの全体息椅子

〈一つの潮流に包ま れて其の勢は全世界に波及するかに見えた。

..  
. ‘ ー

やｾ Ｚ ｾ・ Ｑ
間

世界大戦の後一一世界大戦は一切の事術の世界を何鹿かに摩 しゃっ fこかに見えた。人類

の出来事は唯砲煙の間にのみ起るかに j君、へ?こ 。然 し乍 ら戦三許終了の直後臥がHから体へられ

た消息は砲聾の止ん ＱｾＧ 瞬間から人 ｫ の心は己に早〈婆術に型討する願求に立ち上った事を示

して居る。ソウして色々の新らしい現象が各所に起って地球の上金挙げて一新紀元が聞か

れる かに見えたのであつに 。

謹術に於げ る間際協力一一戦争の前に於て絶封に見出す事の出来 なかった斯る現象が戦

争柊了 の後宮r ら くして起って来 fこのであった 。 ドイツとフランスとは園境を接して居るに

闘 らす・委芸術に 於 ても仇敵の棋な間柄であっTこ。私カ; 2 ヶ年r，:l ドイツで工菩に闘する 勉強を

しにこと をフランスで ある 工事家 に話 を しに らば貴殿は 2 ヶ年間民失 をやつに と云って居

? このを見ても如何に フラン ス人がドイツを非華術の図と見て居るか Y 分る 。 ドイツ は又フ

ランスの事術に殆んど少しも閥心を持 ? こなかっ Tこらしいのであも 。事賓私の滞濁中( 戟 前)

一度もフランスに皐ペと云ふ盤石? 聞かなかっfこのである。 l唯イギリスには工委に於て散歩

を譲って居fこ事を時 k 耳にしにのである。こんな 工合で欧洲の各閣の聞には唯敵視と競争

とのみが支配して居 fこかの概がめる。然るに戦争総了後雨間のliHには金〈共通な 一つの越

築 を中心とする工基の動き が起ったので ある。フ ラン スに 於 げるト ニー・ ガル ニ工、アク

グスト ・ベ レー等からマレー・ス テバン、 ル ・コルビジ エ等に到る新興の一線 とドイツに

於げるワルタ ー・ グロヒウス等 を中心とするパウハウス運動の如きもの〉中には一脈 の相

過するものがあり 、相次いでオラング‘ ベルギー . オーストリヤ に それから少し遅れて英

閣に殆んど同じ様な傾向を殻生して、之等の 人k の聞に建築を中心 とする工整運動に闘す

る智能の協力と云ふ前代未聞の事柄が起つにのでめっ t: 。斯ふしにAA勢の聞に於て新 fこに

2 3 “  



起った色 k の現象を次に述べて見る。

工事思想の根本的塑革一一工翠 は人間 の生活自開の上に直接に生れ出でねばならぬと云

」、考が強〈支配 し始めた のは此の頃から以後である a 此の考の根元は遠〈モーリスあ fこり

に鼓して居る t 云へる 。りれども現代文化の一切を総括して共の中に人閣の生活を見出さ

うとしに j定に モーリス の考 との大きなる相違が あ る 即ち機械文化をも含 む--I7J の科事を

工事の中lこ生かし人間生活に即しにるも の を生み出さうと の企ては近代に 一貫しに工悲思

想、と云へる o ドイツ のパウハウス 蓮ilJ の如きはそれを最 も強調 したものと云へる 機械文

化が人間頭脳の支配下に置かれに鮎に於て全〈新らしき 工会の 世界が出現しにのである。

即ち

機能に劃す る科接的研究

材料の自由なる駆使及其の合理的結合

形態表現への根本的考察

等が重要なる目標 k して数へられる。斯〈して犠々なる新らしき形態が生れ同でたので

ある。次に共の一部分 の例を掲げて見様と思ふ。

鋼管家具一一今 日では極めて一般化し日本に於ても盛に製作 されつ、ある鋼管家具も 0

年以前に遡りパウハウスの試作品として護表され? こる最初には全〈世人を鴬かしたもので

あっ 1: 。之れはドイツに於て鋼管製作の褒達 に伴ひ共の陽性を利用して最も簡易なる家具

の作 製を試みにものであって繁雑の世界そ整理しつ〉あった近代人には極めて過賞なるも

ので あって、機能 k 合理的構成の上に組上げられに其の簡易なる 姿態にまうI して様々な批判

がなされにものであっ? こ。りれども 其の営時の短か〈頭援 をかり上げ膝迄のスカ ー トをは

いに勢の い〉ドイツ 婦人 が青い芝生の上に白い壁そ背景として此の鋼管イ スl三休憩し? こ 形

は全〈生々し7こ情景であっ仁左思はれる o ( 1 れどち 真似す・ 5 の 日本人が直ぐに之れを? 真 似

してあ や しげな 鋼管家具 を作 り出してギ ラツ と光つにクローム の色金陰管な調子の中に置

いて重苦しい服挫 で) j 要を下しにのでは誠に不調和を免 れなし、越 なも のであっ fこ事は今向私

の記憶に新なも のである 。

枇合情勢 も鋼管家具製作の情況も 其の後色々の鑓樽を続けて今日では鋼管のみ な らす一

般金民家具は家具界に一つの雌国fこる地位 を1片める 事 になって来 fこのであ る。

ガラスの家具一一之れは フラ ンスに於て特殊の発達 を遂げにも のでガラ ス工業の務主主 と

フランス人の特殊な好奇的趣味性とから生れ H¥1こも の と思はれる 。全部ガ ラスーにて組まれ

7こ机、ガ ラスのケ ースにつ〉まれにピヤーノ等の出現となっ fこのであっ fこコプレイエル柴

総合11止の試作品として程表されにもの に<<: 11Iい クロ ーム織の枠で初んに透明ガラス板ωピヤ
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ーノがある。内部の精巧なるメカ= ズムを透視する事が州来て近代感' 寛の感十る美の世界

に這入ると云ふ様な事 JJ; 書 いて あっ f: 事を記憶する ，ガ ラス も亦確かに近代家具材料左し

て一方の隅に地位を 1'; める 。

幽木の家具 一一 之れも亦近代の材料として見逃す事の出来ない 一つである。 ! 油木は相営

古〈からf I J ひられであ るが近代殊 に程遠し? このは曲板の用法である。近時 ilb板の滑か なる

rl lJ 由i { t >極め℃合理1! 的に用ひて製作 され? こるイス類を往々見附す 製作の簡易性 と夫れより

得る所の l自iの特殊性や純量なる事等の黙に 於 て他に類例を? 見さ' る材料の特質{ t >有する。此

の拡に於て之れも亦近代材料の一つに数へる事が出来る 。

以上の記述は 近代家具 に3討する極めて部分的の展撃に過ぎない。然しながら家具工事に

於げる斯る世界は真資に来る べ き家具界に 一つの指針を興ふるに充分なる力を持つ。今最

も組織的の研究が進められつ〉あ るのは ドイ ツであ るらしい 。機能的 lこ材料上に現代の生

活に即し現代の材料を生かして家具 を完成する 事 に各方聞の野手力が費や されて居 る模十素で

ある。 アント = ・スタール氏がノj 、椅子に就ての寸法の記述をやって居る鹿で家具中で最も

困難なるものはイスに就ての研究であると 書い て居 るのに は同感 である。英閣は古き停統

と優れたる経験とのとに新らしき道を拓きつ〉ある。フ ランス は極めて豊なる塾術的素質

から特色ある家具合: 生れつ〉 ある。

吾等は亦吾等の家具 を持 1= ねばな らぬ ぞれは卒安朝の復古fj であってはならぬ。桃山期

の復前 であってはならぬ 肱米の模倣であっ てはならぬ。異質の自己の魂の共催の殻露で

あらねばならね。過去も皐ばねばならぬ。陥米にも墜ばねばならぬ。然し乍ら夫れ lこ捕へ

られ1=時生Kl 出 るも のは生命なき形骸に過ぎぬ。飽くまでも生々としに自己 の魂 を形態の

中に注ぎ珪んTごものでなりれば生命ある 家具工嬰 と云ふ事は出来ない。

吾閣に生命ある家具工事が生れ出るのも之れからであらう。

本項は之れで終りとし近代家具工撃の種 h 相を闘示 して 参考に資し度いと 想、ふ コ

25 11 
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2.  初 期 パウ ハ ウ ス の 携ｾ ( 19之ot頁〉

1.  初 期 パ ウノ、 ウ スの 筋子 (1920頃〉

3  初期 パ ウ ハ ウ ス の 精 子 ( 1930頃J
4. 初 期 パ ウハウス の机 ( 1920頃〉

機能と有事括主 とから

&. れ る新 しき 姿 態

5.  7 ラ y スの ガラ スの 事L ( 1930頃〉

11 2 6  敵 洲 最 近 家 具 室 内 の ー 部
モ ト ノ ・ セ イ ゴ



6.  ノL ・コ ル ピ ジ ェ の

家 具 ( 1930)

7.  ノL ・コ ル ピ ジ エ の

* 内 (193: ))

8.  '7 Ｏｾ＠ ?- ー ・グ ロ ヒ

ユスの家 デ ツ サ

ウ (1930)

ーすで= .. . . . . . .  
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“ 28 敵 洲 最 近 家 具 室 内 の ー 部

9.  ワ ル ダー ・ グ ロ ピ

ユ スの家 デ ツ サ

ウ ( 1930)

10 飛 行機答集の 内部

7 ラ y ス ( 193 1)

11 [FoJ  _I -

モ ト ノ ・ セ イ ゴ



13  ガ ラス 令 鴎の新設f な

る 化 粧相L "/ラ ンス

( 1932)  

- ._ーーー 、

u..:__:;_ _ ー←」ー_ .. ｟ＢＧＺＧＮＭ｟｟ＺＺＭ ｾ 噌 噂 司 4 ・一 一、. Ｎ ｟ ｾ 守」

14. 関 上

12.  7 : 7ンス の新 ら しいホ テノl

治キ: (  1931)  

15.  ピアノ 形態 。体 統 的 形 式 か

ら の 闘 紋 7 ランス

( 1931)  

16.  ヨ ゼ 7 ・ ホ 7 . .，ン の 近 作 、 ウ ィ ー ン 厳 覧

曾 暑 く1934)
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20. ア ド ル 7 ・シユネックの洗練さ れ た る 家 具

く1934)

" 3 0  . 測 量 低 家 具 室 内 の ー 郡

17. 最 も 新 奇 な る フ ラ ンスの家内

あ る 事務 所 の 所 長主主 ( 1934)  

九

4

1

・

-

e

，

 

日本襖 の 原 震 を 懲 用 せ るドイ ツの家共 い9..14)

19. 同 上

宅トノ・4 t . f : !



工 蓄 の 概
A  

a巳晶、

{il} 井 寛 三 郎

現代の工嬰が時予とし? こ一つの揃念によって把梶されてゐない事は貰に嘆かはしい。帝

展に第四部 として工事があ句商工展の工事がある 。此の雨者が如何に共通す るものを持ち

如何に区glj きるぺきものを持っかを明瞭に考へる事すら出来ない現欣である。それは工塑

の進歩の潟にも、亦工事の受用のま誌にも決して利主主ある事ではない。

或者は美術工事と いひ叉は工事美術と L、ふ。 或者は叉産業工撃と いひ. 又は草に工事 と

稽する。而して互に其間一商箔壁を設りて相斥げ乍ら . 一面相競っ てゐる有様は貧 iこi怜稽

に近い現象といはぬ 』まな らない。等しく工事 といふ名に値 する以上 、そこに共通すべき: 4 > :

質がな〈てはならぬ。にと八製作の工程に、或は其方法に差があり . 共用途の上に. 或は

債格の上に上下があるとしても 工事で ある黙に闘しでは等し i 主張すべ きも のがな t では

なら守、叉等 し〈概念さるべきものぞ持 f: d' るべ きである。 否、この卒等なる本質と 差別

ある立携を理解する事によってあらゆる工撃と名づげられるものは正し〈成長し正し〈生

きるのである J 而して肢覗もな〈羨望 もな〈 相共に文化の向上に参興す べきものであ るO.

貨に等闘に附せられつ〉ある工事の概念の確立こそ焦眉の急: を告ぐべき問題である。

ヱ要の概念は特に共の計劃に際して 重要である。所謂工事作家の態度がこれによ って決

定されるであらう。叉工事の工場の製産がこれによって慣値づけられるであらう 。工事は

現在の如き陵昧なる概念の下 lこも製作はされるが、それが新しき進出を妨げ、或は製品の

償値を害ふ。工塾の合理的なる判断は歪められたる停統主、産業的なる無理. 解 lこょっ1 : 常

iこ|度 昧 に な れ 常 に虐げられるものである o i E し〈進u ぺき工襲の道は明る〈朗らかであ

るべき筈であるにも拘らす¥其の邪悪なる中間物によって歯止めを刻lへられ. 殊更に迂廻

し乍ら 晦迷ｾ求めてゐるかのやうであ る。自 己の立場がこの震に危 ｴ なれば他を陥れんと

し、或は所信をまげて勢力に向って膝を屈せんとする。あらゆる工整界の不祥事は、賓に

祉曾の一一それを後援すペ〈 叉、ぞれを需用すべき一一工事常識の正 し さ を 失 へ る し 工

事関係者に工事の疋 しき概念を無視されつ冶ある黙に起るものと いはねばならぬ。

工事は理論として工業品 t 区別される。然し、ぞれは工業といふ製産の方法に依 るので

はなし製産の基礎をなす計割. 或は製康の動機に闘係して区別されねばならぬ。即ち工

事は工業品と概念上直別立てられる矯に其の製産の第一歩に於て異ならねばならない 。叉
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工事は美術 tご射しでも同様のことが考へられねばならなし、。換言すれば製作さる、動機を

吟味する時工嬰は工業品と美術品の中閉じ置かれて、この三者は確然とした業別の下に! 日!

立すべきものである。

然し乍ら、葱に注意すべきは美術が今日の枇舎に於げる位置に闘して Y ある。ぞれと同

時に工業の今日に於ける情勢 に闘して Y ある。前者は美術が凡ゆる人生の創作的なるもの

〉上に君臨して共特殊なる性質により文化人の特殊なる愛好と隼敬を受りる献態に置かれ

其表現の理論的追求と工事の表現的可能性との聞に一つの闘係が生じ、工嬰の或種の もの

が美術の待遇を受付ることに熱心となり fこる黙である。帝展の工惑は賓に此の地位を獲得

しにものとし、ふぺきである。叉、後者は工業的製品が美感を其中に表現し得るまでに奮建

し? こる事である。昔は多量生産による工業的所産は美を生み出すものでないと思はれてゐ

1: 。これには種 々の事情もあるが . 共主要なる原因は昔の工業製品は根本的に美 を稜輝せ

んと望みもせする、叉、美はそうしに世界のものでないと断じてゐ? こからである。然るに近

来、美の表現手段の向上は、吾人の感受を刺戟する形AA色彩調子の計書IJ 的なる構成によっ

て、 計算的に美を眼成するに至つ? こ。これは他の工業的技術が自然を模倣 して殆んどこれ

に肉滞するものと類する人生の愉快な る出来事で ある。 議に於て型- i ' 用ひ て作られ7こ品物

にも、印刷されたる品物にも、これ迄の人がぶめ もせす知りもせなかっ? こ特別な る " 美11

が鷲見され? このである。

即も 工事の或者は美術の領域を窺ひ、更 に或者は工業の力を自らの世界に獲得しに。走:

は工事にとっては偉大なる事賓である。質に於て向上の詮を求め量に於て描大し1: 。然し

乍ら. 此の震に主墓は共概念を失はん k してゐる。 美術に向ふものは工業に向ふも の を?裏

目見して殊更に工 裂 を Ｑｽ ｩ めん ｴ し、 ｲｬｾ 道にある工 警 は共撮るとこ ろ に疑惑して苦悶する。工

業に向ふものは徒に多産を夢みて本質をおろそかにし工撃の本質より離れ て牙1I路に陥らん

とする危険を帯ぶ。これ現下商工展に散見する恐るべき工事の過誤ではあるまいか。

然らぱ工事の本質は 向か。工事の E しい概念とは何を指すか。それは献に困難なる問題

であって識者の答へを求u るも のであるが. 誌に吾等は微力を顧み十一試案を呈して、 iH:

の叱正を希ふものである。無論完全とは言へな か らうが 、然し、是によって幾分にでも設

明がつき、更 ｬ こ進ん ＱｾＧ 解樺を見ることを得ば吾等の 喜 び是に過ぎるも の はないので あ る。

「工務 f. t 賓用品でな〈てはならぬ。ぞれが製作の動機は、ぞれ故に、賓用をヲセすことに

ある。而し乍ら此の賓際的なる" 用 11 を完す宇雨ーに於て吾等の 1/美11 の表現を忘れない時

計魯lは賞用を環っ て光彩 を放っ。こ の 1/美μ はどこまでも1 / 月1/ 1 を妨げてはならぬ ο 否 .

それによって1 / 用/ 1 を強調するものでな〈てはならぬ。美は即ち用. 用は即ち美. こ の境

地に出発 し完結するもの. それが工撃の真意である J 吾等は以上を以て工警の定義 k し1:



L  、。然し乍ら今少し〈この定論? : ' 敷布Iすることにより此の内併を i故Iえさせにし、。

者等は工事をーの制式

A = au  

として説明する。 A は工塾、G は美的{ 出直、u は賓用的{ 削直. を表す。工準は其製作動

機並に共製作の全過棋を此の式の示す如〈 σ 即ち美と 1t 即 ち用の化合的なる 融合即ち 仰

にて示す如き ものとなることを? 理想、とする。それは σ と u の草なる集り ( σートu) でめっ

てはならない。

吾等は物を? 作る時 、及:共製作の全過程に於て、常に一つ の考によって進行す るのを倒と

する。この心の要求 が動機と なり 工夫 となる。従って動機や工夫の根底となる考方は常に

其製作を支配し其結果を生む。吾等が工事の概念を述ぷ るに営っ て、共動機に 重賠を置く

月fi 以である 。

すべての物に は要求があれ其要求の満足する とこ ろに慎値を生す・る 。然 るに此の債値

を大別する時、上記の式にてu として取後ひたる賞用償値 ν 用ν と. a  e し?こる 美的慣値

11美11 とで ある。

用とは風雨寒暑ーを凌 ぎ飢[ 肢から吾等を救ふものであ る。机は書 ? : ' 誠む? こめ字? : ' 書〈震に

材子は此れ に掛げる篤に 、花瓶は花を? 挿す震に、すぺて a ?:'有する のである 。此に封し

美はか〈の如き質際的貢献で な し 貰 に吾等の精紳に 向つての倒値であり. 霊的満足に値

するもの である。か〈て吾等は美の存在によって ー箇の工喪主T眺める時. 自然に接する如

き ｾｍ い慰め と、自然 の 心に似た大きさに通する 一つの 心持ちを 興へられるのであ る 。 即ち

説明すべからぎる 11美 11 の世界 に引入れ られ るのである。吾等が音柴を聞く時. 給高彫刻

に見入る時、この心持にひたる。それは貨に羽化登仙の心持である。工裂にも亦此れに似

た愛着 と心持を吾等に輿へられねばならない。それが α の償値であ る。

予手紫 、緒苗. Ｑ 彫刻、 工重ｾＮそのそ れぞれに自ら異る趣きは あ るが、美 のよって起 るとこ

ろはす べて一つの手掛りであ る。 音繁は昔に絡古は色や調子に . 而して工惑も 亦此れに似

Tこる性質によるのであるがに Y 他のものに比し異る黙はそれが用即ち u  と一致 して吾等

に迫るところでゐ る。

今世ω中に存 在 し て 訴さ与の 11艮に入るあらゆる 11物 11 を休意すれば共製作の劫機/ ) ' Ｈ ｾ貨

に次0) 如 t 分類す る E が出来る 。

(  1  )  α のみによるもの

( 2 )  a より U ?:，生す・るも の

(:n u のみに よるも の

( 4 )  a + u なるもの

(  5  )  ω にて表し仰るもの

3 3  "  
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(  1  ) は美術品で ある。そ れは製作に際 して美の表現をのみ闘機 とした結 果でめる 。即 ち

α のみ に立脚 して仕事さ れ るのが美術本来の 仕事であ る。 納苗彫刻の作家はそれ金控飾の

賓際的 な効果を遂げ しめゃうとさへ考へないのが本蛍である。殊にせまし、意味に於げる用

の世界は美術 の製作には佼入す べからさ' るものである。然るに、美術が時に共偶然持? こさ

れ＿こ る 事情 よ り ｆＲＱ 用されて Ｑｴ の 仕事をす る 事 があ る。彫刻が被飾的なる役回ｾ，ＡＮｪｾし ｦ こり Ｎ

ポスター として約識が腕背彼自をする や うな場合である。これは ( 2 ) の場合で叫が必と

なっ て にまにま ｬｴｾ 生じにものである 。

( 3 ) の場合は製作の動機に更 に美の闘地:なきものであって、主として原料的なるもの lJ'

或は消耗さるべき性質をもっヱ産品. 或は最も低級なる賞用品がこの中に数へられる。

然るに世の中には次の ( 4 ) に属する不思議な品物も少〈なし、。それは α とlt が各，ZI J k

な立場で共存する複合である。界風や樹立に給茜が拙かれてゐる種額であって、此れを工

裂 と考へられ易い危険なるものである。殊に綿茜の優れ? こる場合など. それは所謂美術工

撃の領域に崇められんとする E が度々ある。然し乍ら‘ 注意すべきは ‘ ぞれが納と樹立や

界風との聞に何等必然的な交渉を持? こぬからである。それは工事と紛議叉は工業品と絢諮

との偶然の寄合ひに過ぎない。

叉、甚Tごしきは工準の名 の下に次の如き謬り が行はれる。 一例ではある が齢| 坐| 煽に油絡

を拙し、て. ぞれが特別な償値を持ったと考へられる行方である 3 これは泌l副局とし 、ふ台所

の賞用品と美術とが偶然に出合つにもので、. t o - ｅｦＮ Ｑ こ共使命ｾ 害ひあってゐる 例である ｯ 美

術が附けられた〉めに l銅扇が共憤値を失ひ. 1週扇につけられたため給過は共 α を演しに一

一丁度それは工襲の要求 の正反封を行 くもので、而かも悦には此の極の怪奇が工惑の名の

下に韻ー行する E さへNJI k あるのである。

最後に ( 5) は吾等の僻 して工塑 となすものである E は既に 設明したとこ ろであって、

α と1t はE に一周となって表現し奏功する o It ｾとり去る時には α を 特ひ 、 ｡ ｾ抜きと

る時/ 〆が航れる種類のもので あ る。この ( 5 ) に於げる α と 11 の閥1系は然し乍ら共度合

の上に多〈の階仰を有ーするｴＮｾ注意したい。

改エ塾は σ が It に劃 して遥かに優勢で あって 、共用 j主の闘I系上、美術に近〈 世かれる

ものである 。叉或二J: 必に於ては不慣れ な る人には更 に‘ z を見出 し得な いまでに 11 の緩勢

なるものがある o これ等の附係に妹に手官接 して考へられる E は手工的J 整 色機織的工坐と

の聞に係る問題である。

美術 ω 特ｼ注力［手 ｮ こ合 ・ する｛Ｈ 主司 ｪ Ｚ は れなし、ｾ ￭ 足 つＧじチ ｬＧｬ ｦｲＧ Ｑ の特色 と して陥少性 ｾｎｊ つ ｆ

も理解される o 然し乍ら手工品であり係少性を持 つ時、それが直ち に特別なる貴重品 であ

ると し、へぬ如I ｾ＠ . あ らゆる他の事情を無視 して . 手工品なる黙に重黙を置いて工裂を美術

J ) 付世に鋸ゑるのは説りである。 こE悲 が美術として待遇される E は、宜は特日11の場合と考



へられねばならね。どこまでも本道ではない。古来工事品が特別に 美術 t して取倣はれて

タ ｾＱＺ 色のは其の表現する美の量によっ てで あって 、 そ れは後世 の 判断に 依 る のみ でめる 。

恐ら く古のエ整作家は給や彫刻 とは金 〈別の立場 にあっ て仕事をし1: ものであるといは ね

ばならぬ。

機織的工事が手工裂 と 異 る黙 はた ＱｾＧ 人の手の仕事の湖 、を 持 ＱＺ ぬに止る。 美が作家の 人 ｬｾ ｩｊ

的要素におＧｪￌ尼しに時代に於 て は 手工から雌 れて成立しないと ｽｾｊ まれてゐ ｦ こ即ちか ｪＩＮ る時

代に多量生産の美が認められやうわりがなし、。即ち機械が工 一 必 ｾｾ ｈＧ ，し 得 るとは 考 へ ら れ

なかったであらう。然し乍ら手工の跡に閥係する E なしに、形; 伏大小調子色彩の榊唆組 織

が美を 産 出する 手掛とな り、事 賓機械の製品 に 美を稜見しに今 日、 ＱＺＱｾ ｆＮ 十制 の正し さによ

って機械は工塾を産出するに到つに E は世の認め るところである。即ち工塾の美 t 美術の

美 とは現今にあっては全〈異なる理解の下に成立 しなげればなら ぬ。美術に於て美は制限

される E なく自由であるがエ塾の美は用に制限されて のみ力強 〈表れるのである わ 自FII な

る 表現は手工 によ って共能力を稜揮し得る意味より 、 美 術 は徹底的 に手工 的なる ｴｾ 要 求

せられる 。此に反して工塾 は自由なる 表現の不可能を以て立 前 とする c 而 しで かかる闘係

より推して、 工巡の美が美術の領域に置かれ得る E はあ り、而してこれは江讃 され珍重 さ

れてもよいが併 しノ1-' ら、工欝立与長の立場に於て美術に師属 する t ｾｮｴｬｩＭ Ｎ Ｎ の祭器 とする ｅ は

大なる考遼ひでゐ るといふ べ きである。

1' I T版の第同部に集めらるべき工塾は主として手工裂にして 、人の手の働きが出接に其物

の上 に作用しにる複雑な表現に、多量に人間的要素の認めらる べ き工塑でなりればならぬ

又向工展のそれは機械的な る立場にあって産出せ られにる構成と組織の、ヒに美を稜傑する

工喜品であって、どこまでも多量生産の立場にあるもの e A雪へられ るのが至営であ る t 思

ふ。

この繭工華の立場は裂するに工撃に於げる 美の取扱方 に刷して分 fこれるも のでな〈ては

ならな L、。併しノドら 、共 に工事であるべき局にほと M との闘係に共計; ! BJの第一歩を謬ら れて

ゐないものである E を何よりも大切に考へられねばならない。

肱米に於りるエ必が Kuns t gc wじrbじと帰せられ、或は :¥rl and ｃｲ｡Ｈｬ と ｉｉ Ｇ ｊｾ ばれてゐ

て共に美術に属するが如〈解され易きも賓は英語の :¥.rt といひ、調逸話の K u nst e  ｾ、

ふも 、 j 与にこれが円本で現に考へられてゐる" )ミ[ ，払，なる独意のものでない E を注意しに

し、 u ぞれが約識l月以I j と列を同じう して以倣はれつつあるが如きも. 貨は" ｲｬ 又は ｬ 心ｕ｜ ｾ ｬ

中の各一部門であって日本に於りるが如き. 美 術下の一部門 1/ 工謹μ とは 自ら意味を異に

してゐるものなる E に気付かねばな らない。就中、工事を以てa目・蓋品 と思・惟する が!mきは

あらゆる矛盾と撞着を起す基 となる E を特に i i:立し なりればならな し、。( 完)

3 S  11 
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ル イ 十 六 世

ア ムピー ル( ナ ポ レ オ ン ー l止)

V  英園むつ様 式

a)  イングリツ シ・ルネ ーサ ンλ

チユ ー ドル

:.!) エリザ ベザ ン

緒 論

具 略

尾 篤

ヨた

ジヤコビ ア ン

4)  ウヰリ ア ム・ アンド ・マリー

5)  クウキー ンア ン( 過 渡 時代 )

b )  ヂヨルヂアン i時 代

1)  チツ ベ ン デ ール

2)  ヘツプルホワイト

3)  アダム

4)  シヱラトーン

c)  ビク トリ ア 時代

VI 他 の 国 々 の ル ネ ー サ ン ス

a)  ドイツ

b )  フ レミツシ

じ) ホーランド

d)  スペイン

VII アメリカに於ける家具

a)  コロニアル・フアーニチユワ

史

彦

b)  ア メリカ 式 の 家 具 ( コ ロニア ルスタ

イル )

c)  ミッシヨン ・ス タイル

vmr 世 紀 末 よ り ニ 十 世 紀 初 期 迄 の 棚

心 英闘

b ) 悌蘭西

c)  換太利及調逸

d)  ア メ リ カ 合 衆 閤

家 具 の歴 史 は夫 k の 岡 氏 の 園 民 性 . 習 慣 、 遺 境 等 に よ っ て 夫 々 の 株式 が 生れ 1=。 こ れ 等 は



夫 k の閑民の文明と 敦

化 の程度 、日 常生活の

程度 . エ入の熟練の如

何 . 或は進歩せる工具

エヂプ トの革張のスワール大英博物館営使用せるか否かによ

りて 異る。

初期に於ては建築の模式に般特に従って居っ て箪符や戸

棚など履 k 建築物の E 面を縮少しに形を成し . 腰掛は窮屈

で取扱ひ難し杓子の党れ の柱は数 合の尖 ｊ［ｦ ｾに似 ｦ ご形をし

彫刻と gdl荻と紛 で筒i られた エヂプト時

イにのi ' HI! 品納

て居1: 。然し之等の形は取級ひ難い錆漸次駿せられ、 家具の設計は 専門的に分離 して建造

物の設計に徐り拘束 され令 、安楽 と賞用 とに劃 する構造によって金 〈自由な る科ほの家兵

力q'Hr.見しfこと は関i も建築のデ ィテー; 1. - と接飾の二つ に調和を保にせ 1: 。

之等開 k の様式 と様式の聞に判然fこる 医別のー棋を剥くことは出来 ない . 容ろ漸次に鑓

化しにも のであるか若 しく は一つの様式から他の様式に迄張主主 して行つ にものであると思

はれる ｄ 此 の 中間 の 僅かな時期に於ける家具の分類は極めて ｾｬ 熊であって老練な専門 家 で

も既 k 鑑定{ e 誤るこ とがあ る口

而して今日 家具の様式 と桝へらるる大部分はルネーサンスの初期から十九世紀迄の聞 に

英 Ｎ併 雨聞に最大の表逮ｻ･ｾしにものである。Ｈ年代表参ｽｦＨ ｄ

H  ルネーサンス迄の概要

a)  エヂプト ( Egypti an)

此の時代の建築材料は石材を主として之に木材及金属を僅かに添加l しにもので家具 iこも

亦之等の三つの材料を使用しに o 使用木材の主 なるものは Sycamore，C edar ， Pal m の種

類 で紛讃が主なる装飾法であったが彫刻や象織を併用さ れに。飾りの モチーフ として は

Li l y， Lot us， D ate- Pal m， Reed 等であった o 残存して居る現物は非常 に時であって、此

の時代 の知識の多 〈は首時の殿堂の壁商に苗かれに給語、 彫刻等の例設によって集められ

ＱＺ も の であ るが 、 幸 に して 策候 Ｚｊｾの 他 の ［伏 態 によって純梓のエヂプトの 家具の棋本 の幾分

かは大英博物倒共の他に停って居る o これによづて次の時代の他図民の作品 よりも比較的

多〈エヂプト人の仕事の記鉢を知るこ とが出来 る。彼等エヂプト 人の抱いて居つに人生に

針する思想、ー脚生愉廻設や奔 日敬などの矯に装飾の主なる封j照物は木乃伊でめり村楠であ

り楽で あり殿・主内部の記録的壁面iであ っ7こ。

b)  バビロエアーアツシ リア (Ba byl oni an- Assyri 司n)

此の時代の家具は閤民性を表はすべき 標本を殆んど遣さな かっ fこので 、吾 k が研究する
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.  

挺史上の連絡に必要な彼等の

犠: rt {e知 る E が悶雑で ある。

僅かに 遣されにループ JL-博物

似や大英博物館の標本によっ

てエ ヂブ トの家具に附! 以して

居つ にことが想はれ る。

c )  ギリシヤ Ｈ Ｈｾｲ ･｣ ｩ ｡ｮ )  

ギ リシヤ美術は西橋紀元前

三 l世紀から 四世紀 にかげ で最

も光押ーある赦態に主主しに。彼

等は 古川善芸術に 於ける美 と形

態との精巧なる精神を示し1:

ア ツ シ リ ア時 代の τ ｲ＼ｾの 一 部とスツール

此の精神は次に縫値する様式

の上に非常なる影響を奥へた。術此等の作品はヱヂフ・ト:其の他東方諸問の もの と非常に異

つに特性を持って居る。

建築上 lこ於 ては Dori c，I oni c.， Cori nt hi an の三ツの Or der の住を創作して其のォ ーナ

メントとプロポ ー シヨンに夫 k 異る趣味 t 精練とを示し1: 。殿堂其の他の建築に彼等の長

も著名な仕事を残 しに のみ ならす¥家具に於てはブロンズ 、木材、石材等の材料を用ひ、

デイテ - J L- としては F r cts ，i¥nt e- fi x. Ant hemi on， J号館 and c1art ，共の他特徴ある各杯の

モール デイングを用ひ 1: 。

d) ローマ ( R oman)

ロ戸マ の岡民美術は ギ リシヤ人 の示 した精神に従ひ教へられ護法 し多 〈の類似黙を持って

ヰゴ リシ ヤ 時 代 の 精 子

居るがクラシックア ートとしては

ギ リシヤ式 より以上に勝れに オ{

ナメ ン トを持っ て居る 。建築上ア

ーチの創作やギ リシヤ の三ツのオ

ーダーの外に C omposi te と陪せ

らる 、オ{ ダーを創作し建築は異

常の務主主を翁し . 之に伴って家具

類も猿飾 も驚〈 ベ き精巧 なも のを

造り出し 1: 。壁面は多〈の色彩の

壁1古叉 はモサ' イツク、床も亦モ ザ
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イツクを以て飾 られに。 これ等の古 典美 術工 型品

の多〈の標本はヴエスピオスの噴火によってギu淡

されに Pompeii . H crcul aneu m の雨都市 の穣掘

( 1748年より現在 も向線級) によりて 琵見せられ ナ

ポ リの博物 館やルーブル博物踏に陳列されて J;G- る

これ等 の 標本 の殻 児 の ｾｩｬｊ 般によりて後年英闘のア

ダム、 i許可括西の J レイ十六 t1t等の様式の設建を. fs致

しt: 。

e)  ピザンチーン ( Byzanl i nc )

初期に於て様式 を 鐙化させる 主 なる誘因は宗教

の力 であっでキリスト数がピザンチ ン硝闘 に勢力

を来 しt: 時在来 の 古 典主芸術 は閑却さ れ古い異教の

寺及共の装飾は之等初期のキ リスト 教徒に満 足き

れなかった。そこでピザンチン ア{ ト として知ら

れて居る庭の様式が張主主 した。共の主 なる特徴は

模様飾り ( Ornament 乱ti on) と癖のある葉先きの

ローマ時代 の

長 椅 チ

(ポムペイ)
護繍物

ロー マ 時 代 の

大E哩石の月王子

0 ・.  
.  

.: 

ロー マ 時

代 の大王'i

石の椅子
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ロ ー マ 時代ゾ: J 7¥. 王塑イコーの 椅 子 と ス ツ ，; r'

ー ノレ

ピザ ン チー シの 椅 子 ( ロ - -v ・サ ン・

ピエ トロ 絞 〉

Ｑ ＳＺＱＱ Ｚ 紅のフレ ンチ ゴ シッ ク乃 ｩｾ

尖つ f二 八四 nthus の技様が鰐 に斤j ひら れに J 壁面 、床等のモ

ザイツク共 の 他 豊富なるＱＧｾ ， 似の接 飾 は卓絶 しに形 ｊｕ｜［［･ 示しに。

ベ ェスのサ ン ・マ ルコ の内部装飾は其の代表的の ものであ る。

元来が宗教的建築物が主であつ に矯に家具知の遺品は比較的僅

少であるが、其の内でローマの サン・ピ ヱ トロ ( St. Peter) に

象牙 と余 とで象似を砲 した 「面白い純子が縫って居 る。

。イスラム叉はムーリツシ ( l slam or  :Moorish)  

問教の勢力が海を i度って鎖がった時イス ラム叉は ムーリツ シ

として知 られて居る 特殊の様式が生れに。 彼等の宗教は人 叉は

他 の動物の形態を輸措若し くは接飾に斤] ふ ることを祭 じ?こ ¥3( に

彼等の美術の材料は幾何接的模様及植物模様 に限定されに 。彼

等の用ひ 1: 版本 ( Arabesque) と幾何態的模核の美術的組合せ

は非常に熟練し、且つ生 き生きとして豊宙・なる色彩を巧みに矧

ひ1: 。アー チの使用は叉異様な

械式の精米を作り 、主 として回

数、 寺院共の他の建迭物に月! ひ

られ家具類は徐 り見 るべきも の

はな かっfこ。

g)  ゴシック ( Got hic)  

かかる 聞 に古典型術は顧みら

れす漸次衰微 し新 らし〈 ゴシ ッ

クと H乎ばれる様式が起った。ゴ

1
51仕事己のフ レ ン チ ゴ Y ツ ク

シックの最初生れ? このは紀元1 : 2

00年頃であった が忽に して全欧洲 に蹟り数世紀の間無上の主主術と して 用ひら れた 。此の特

徴は幾何率的の形 と Hi gh point ed  arch とで特殊の寺院的( 宗数的〕様式であっ て家具 よ

りも建築に誼して居?こ。
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15-1止紀 の フレン チ ゴシ ック 数 舎 の ベ ンチ

特徴のある ディテール とし

ては、 三葉飾り ( T r efoil ) ，四

つ業飾り ( Q uartr e foi l ) を彫

刻 のモず ー フ として3金に用ひ

1: 。

カッ プボ ー ド、 ずチ- エス ト、

テ - フ

11此l比tのH時寺代の主なる2家ま，iI，で あつ

て柿 子類 lはま折盤式の もの4を? 除

いては多 〈は背嵩i高で安紫 なも

のでは なかつ? に: 。

16i!!:紀の イ y グ リツシ ゴ シッ ク カ ップ ボ ー ト

16世 紀 初期 の イ y グ リツシゴ ジツク オー ク 材の概

か 〈幾多 の愛化 .ft' 篤しつつある聞い古典重芸術は全〈表へてしまっ? こが諸工業の各部分に

は新らしい動き( 気運 ) 即ち吾 k がルネ{ サンス ( Renaissance) と糾する大きな運動の起り

を感ぜられて来 fこ。
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イタ リアジ ・ノι 才、 ーサ y スの X 精 子

イ F リア Y ・ノι ネ ー サ ン ス の 長 椅 子

111 ルネーザンス ( Renai ssance)  

此の助きは十五世紀の 中頃 イタ リーに 於て起り全肱に鏑り

約百年の間継 続 した。此の時代の大なる進歩は建 築 と家具の

設計に充分表現 されて 主UI! の呉つに支配の下にがru< のjlj が漸

次時代様式として承認 せられた 。

主植者の名に よって代表せ られ る枝式はイギ リスに 於て は

エリザベザン 、 クウヰーン アン等、フランス に於 てはへ ン リ

一二世 . ルイ 十四 位等で設計者の名に よって代表せ られ る も

のではチ ツペ ンデール、アダ ム、 シヱ ラ トン等がある 、以下

順次説明を 刻lへる 。

a )  ' { タリアン・) ( ，. . ネーサン

ス( R enai ssance in It al y)  

(  ＱＴ ＴＳｾ ｦ ＭＱ Ａｪ ＶＴ 年Ｉ

J t.. ネーサンスはイタリーに

於て 1443年頃に始まって 156-1

年頃迄越粧し7こもので 、これ

迄に何庭にもぶめられない科

度の勝れ? こも のに事委主主 しに。

それはゴ シック の軌範的配

列の窮屈さから脱するま誌の革

命であって古典的の本質への

復活であっ 1: 。

イタリー人で此の時代に偉

大な仕事をし? 二部術家はチチ

ア ン (Ti ti an) 、 ラフアヱル

(  Raphael ) 、 パ ラ デ イ オ

(  l'礼 l l adi o) . ミケロ アン ゼロ

(  M  i chael  Angel o) 等であっ

イ タリア y ・ルネ ーサ y スの椅 子 ( 16i !1:紀〉

て大仮出家であり . 建 築家で

あ り、 彫刻家であ り、 接的J 家

であっ 1: 之等の人 k は此の

ルネーサン スのi J J ｾに 大 なる

附係を持って居る。此の動き
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は遂 に イ タ リ ー に 止 ら す'英 、 併に及 び 工 人 は イ タ リー か ら フラ ン ス 、 イ ギ リ ス 共 の他 の 園

k 八 渡 り共 の 奥つに! 弱 々 の 園 情 に よ っ て異 つ に iU( 態 の 下 に 鑓 化 を示 しつ〉 全 敗 洲を 席 捲 し

->-

， 0  

イタリ ア ン ・ル ネー サ ン ス は 非常 に 些!富 な 精 練 され1: 様 式 で あっ て 主 として 宮 殿 な ど に

誼 し に も の で あった。 現 在 残 っ て居 る堂 時 の 中等 品 の 家具 で も 彫 刻 を以 て 全面ぞ 覆 は れ 之

に型 置 きの 革 や上 等 の ピロ ー ド等 をあ しらっ て 法 外 な 費 用 を要 す る もの で あ る 。 用 ひ ら れ

た 主 な モ チ ー フは ア カ ン サ ス、 唐 草 棟 続 . リボン に 花 、霊 れ 下つ に果 物 の 群 、グ ロ テ ス ク

な 人 叉 は 動物 の 形等 で あ つ に 。 中 で もア カ ン サ ス の ス ク ロ ー ル や ア ラ ベ スク の如 き は 賓 に

筈 時代 に比 類の な い 優 美 な 此 棋 を 示 して 居 t: 。

家 一/回、、.  
史 年 代 表

ル ネ ー サ ン ス 初期 よ り 十 九世 紀 迄

英 図 其の 他の 図 々 世b 関 西

主 権 者 様 式 様 式 主 権 者

へ y リ 八ttJ:

チユ一ドル

フゥンシスー
アラ y シス- :1止

チュウド 15C9  - 15P  
fU! 01) 図々 のノι ネー

世

化王朝 エ リザベス 女圭
イ

サ ンス
1515- 1547 

エリザベザン
1558ー16つ3

d、， 
イタリ ー

九 ンリー二世

ジエ ムス l!t ゲ 1443- 1561  
フ 1547- 1559  

スチユア 16e)3ー 1625 レ

ル トiii( チヤール スーi 1t

ドイツ1525ー 1634 ;... 
アラy シス二世

1559ー 1560

1625- ー1649
y  

ス ペ ，0( :--

チ
へンリ一二世

F ロンウエ ール ポル トガル

.  
チヤー ル スブLi止

ジヤコピアン J l- Jl-

ス 1649- - 1660

不

15')0- 1620  

不

1560- 1574  

チヤー ルス 一世

其の他 の欧洲諸国
へ y リー 三1止

スチユア 1649- 1635 

ル ト家 グエーム ス一世

サ 1500ー 1630
サ 1574- 1589 

;... /  ‘  

1685- 1688  
ス ス へンリー四世

へ y リ一四 1止

オレ y ヂ

ウヰ リア ム ・ア

ウ井リアム ・7 ン

1589ー 161')

y ド・7 リー

公署長

凶 89- 1702
ド・マリー

ル イ 十 三 世

ルイ十 三三1止

16 10ー 1643

ア ン女 王
過

J ぐロッ ク ・スIjl イ

1702- 1714  クウヰーン・ 7 シ i藍
Ｏｾ＠ ル イ 十 四 世

ルイ 十 四世

ヂ ヨーヂ ー1止 日寺
1643二 1715

1714- 1727 イそ

ロコ 、の始 ま り

ヂ アメ リカ

コロ

Jl - イ+ 五世

ルイ ー卜3J: i!!:

ハノー ハ 戸 ヨーヂ二世 チ、ソペンデール コ
1715ー1747

一ん家 1727- 1760  ヘヴブ ルホワイト

ヨ
コ口z アル 7 ア =

Jl- チユ ワ16つ0ー 1［ Ｘ ｾ＠
勺 ルイ ー" 六i1l:

ヂヨージ 三ilt 17 'i ム兄弟
ヂ コロ= アル ・スF

づ

ル イ 十 六 位

1747- 1793  

1760ー 1730 シェラトーン

ヤ イノl ミッシ ヨン
y  

d‘  "，.  19世紀の 終り より
カ

アム ピール ナポ レオ ン一世

i笥換ノJ セセ ツシ ヨ Jl-
( エムパイヤ〉 1793ー 1814

有?ヱ重量立E ビク トリア 女王 ウヰリアムモりス y  

動 1837- 1901  新工軍基i重動 アメリ ( サリ パ ン
アー J l - ヌーボ ナポ レオ y 三i!!:

カの ライ ト
18C8-- 1873  

IV フ ラ ン ス の 様 式

a)  フレンチ・ J L . ネーサンス ( 1 15年一1715年)

フ レ ン チ ・ル ネ ーサ ン ス は イ タ リー より もも っ と 深 〈根 を 下 して 居 つ に ゴ シ ッ ク の影 響
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を? 受け て官余程雨者b;混合し重厚な

ものであっ fご。 ぐ以下年 代表参照)

1  フランジス一世より J I，....f十

三世迄 ( Franci s I- Loui s 

xnl ) 

フ レンチ ・凡 ネ ー サ Y ス ヘ y y 一二 世 時fi;

此の間は イタリ アン ・Jl-ネ ー サ

ンス の流れを汲んTごも のであるが

夫 に比 して細部の検枝は粗( E I . つ

軍 〈るしくなっ r: コ

フレ ン チ・ル ネ ー サ ン ス ヘ ン リ ー ニi ! ! : 時代

之等の仕事の大部分はフ 子ンス

の問主に婦かれ 1: イタリ ーの設計

家 によって成されにもので あるけ

れど . フランス風の精神が少し先

浸み込んで来て 、遂に フラン ス と

しての強い特徴が現はれて来 t: 。

此の頃迄に J}... ネーサンスの運動は

装飾{ f デサ・イ ンの一分科、として事

ぶ迄 に程遠を促 しに。

' U  ｾＮ＠

彫刻の肉は非常に探〈なって 、用 ひら れた形は的 'i " 楯 の樹菜、? 隙 . 牛丸彫の動物の

形 . 渦巻の持主室、貝殻後様のベデイメン 人 捻れ? こt免物の桂等であった。フォン テンプロ

ーの宮殿に多〈 の遺品が鈍って居る。

2 .  ) ! - イ十回世 (Loui s XIV 1643年一17 n年)

へ ン リー 二 位ほi

ル イ十四世の時代はフ レン

チ ・ルネ ー サンス の末期を な

して居って 、家具の様式とし

ては 別の系統の時代一ーー即ち

J}... イ時代の様式 ( ルイ十川 i! t

よりルイ十六世迄) の初まり

として分類する人もある。

まピルイ十凶世が全盛時代

にヴエルサイユの宮殿. f f i盆管

しTこりして 、ル ネーサンスの

椋 式に1:.' んTごん費化を奥へた

ことが フランスの家具銭飾の



時代様式を辰も篤く べき張主主に叫いにも のであら

うと思はれる 。此 の時代家具は間高 で窮屈 ( 見方

によっては組儀正しい ) で華麗な 、宏大な 、覧 会

時代であっ 1= 0 此等の家具( J . 今日も向犬さい立派

な7守殿や大続問に遡するも のでゐる ο

特筆す べき こ とは 一F. 宣附の 家 具製作者 A n dt七

Char l es  Boul c の仕事であっ 1= 。

彼は偉れ1=唐木赤n‘工師 ( E' beni訪te) のー へで あ

っ て. 唐木に 癌円 l や貫録共の他の金属の象i保全施

すことが巧 みで 、立 i辰な モサ" イク類似のもの に到

る迄作つ＿こ のみならす、黄銅や青銅ｾ銑め たり、

彫刻lや鍍金しにォーナメ ン ト迄 に

及八 t:' 。

大理石 、花尚岩はテーブルトッ

プやコンソ ー J l - トップ に用ひられ

美しいタ ベ ストリ ーは純子慣に rlj

ひられにり線、てのものは其の昔時

の華麗 な輝い? 二時代に融合 し完全

に調 和 して一つの スタ イJ しを創り

上げfこ。

ノL イ 十 ご H寺1-1;; の キ ャ ビ ネット

特徴のある形肢としては均賓の

とれfこパロ ック樹葉、キュ ー ピツ

パ イ十四世l 時 代 の コ ム モ ー ド

ト、 貝 殻、面 、調刺 的の形、三件の

頭、アカンサスの業等であっ1= 。

b)  フランスのロココ

J l - イ十五世 (Loui s X V  

17 J  5年一 1 47年〉

ルイ十五世t の時代は判然1 : るロ

ココ式 ( R ococo) を形成 しTこ。直

線は 7n何なる時でも極端に制限し

に。 そしてルイ十阿世時代のノ〈ロ

ックタイプは重 k し〈 均 斉の取れ

ｔ こ形であったが、止 ｴ のロココはＺｴ ｾキ ノι 4 十 凶 l正 時 代 J ノ単寸
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i 1 ! i 的特質に無頓着に線、ての方 向に 自

由自在に曲線全走らせ? こ。

卓子の甲板以外は線、て曲線曲面 に

よって迭ら れ? こといふも過言でなし、

程であっ f: 。貝殻模様. 花輪、花な

どの連続せぬ断片的彫刻の系統であ

って不露両目な放蕩的な、過度の賢

滞な時代に封するデザインでめ っ1こ

ノレイ十五世の卓子

これ等の模様は夢幻的に組合せられ

て居る ので貴婦人室とか客聞に通し? こ様式の一つである。

長も重要な ることは V erni s M arti n の設明し亡、 ラッ カ

ー ( L acquer) のイJ e : 用されたことで ある。

箔を置いた彫刻. 張木細工( Mar ql 削 ri e) 、総書ふ 黄銅の彫

りなどで包んでしまって美しいといふ出来ばえの上から見れ

ば未 ｦｾ 嘗て現はれなかった 優 れにも の ではあるが、堅賞なる

デザインとしては後り感心の出来ぬ様式である。

用ひられにモチ ーフは111i足 、縮れた菊チ シャの葉 、貝殻、

捻 れ1: I苦草等であっ 1: 。

c)  フランスに珍ける古典的デザ 4 ン

1. ) j . . イ十六世 CLoui s XVI  1747年一1793年)

J レイ十五也・の精子

濃厚な食物の後 lこ淡納な貧物を? 欲する様に;1-イ 十五世の様

式一一ロココの複雑 iこ飽きて再び クラシ ックの軌範に復師し

? こ。構溢に於て単純と直線的とに特徴があって、前時代ルイ十五世の曲繰的のもの と容易

lこ直別することがH1* る。此の堕化の主なる原因の一つはヴエスピオスの噴火によって製

淡した都市 Her cul aneu m と Por npeii の発掘によ って張見 されに、古いローマ時代の古

以喜術の紗: 本がフランスに移入され其の古典樹奈の科生によって大な る影 響 を輿へ. 一方

に於て Q ueen Mar i e  Ant oi net t e の精洗されに趣味が此の横式の成立に多大の貢献を鈴

しにことは否 めな い事賓である。ヴエ ルサ イユ宮殿のマ リー 皇后の居間l を見れば此の事貨

は判然とする 。

とまがら

挽物、瀦彫 ( Fl ut i ng) 先きの細〈なる脚 ( '1'乱pered) 捻 れに彫の脚など金詔として の感

じが直線的のものとなってあかぬり の しに形となっ f: 0 箔置、彫刻 . 張木( Marquetri e) 予定

銅の彫りなど要所 k k に用ひられた。然しそれ等は前時代の様に取り 1t - . めなく用ひられ?こ

!のではな〈して真に精洗されに美術的の使用法であった。フリエーチングのある桂、俸と
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月佳樹の葉、花輪. ギリシヤ風の紐飾、共の他古

典的の紋章 などがモチーフとして用ひられた 。

2 .  アムピー) 1 - CEmpI re)  

( Napol eon 1  1793年 - 814年)

此の様式は Napoleon 1 の時代に漸芸大設建 し7こ

ものでナポレオ ンの頭字 N の詑脱が模様の 中に

屡々用ひられて居 る。ナポレオン一世の勢力は駄

洲を席持して遠〈 ア フリカに及ん Ｑｾ 。ェヂ プ ト 遠

征による戦利品などの刺戟によりギリ シヤ、ロー

マ. エヂプト等のデザインの再生を組合せにもの

であつに。張木. 彫刻は表へ卒らな表面は真錯 、

賞銅で古い紋主主で飾 られに。使用材料の主なるも

のはマホガニ ーで. 共の他 ベ ェア リングも可なり

用ひられ 1: 。花倫 . 松明. スフインクス 、ギリシ

ヤ風の帯模ヰiト ホ ニーサックル、ローマ風 の鷲 .

月校冠. 71向巻型の脚等が霊祭に用ひられた。 フォ

ンテニポロー宮殿に幾多の賓例を見ることが出

来るロ

ノレイ十六 i止の精 子

以上を以て併蘭西 の Ｑ Ｙ 世紀迄 の 概要ｾ述 ぺにか ら以下 年 代表の順序により英閣の欣態

を簡単に説明をかlへて見る。

V イ ギ リ ス の 様 式

ル イ 十 六 世の卓子
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アム ピ ー ル縦ｾ

a) 室4 シグリツジ・) " ネーサンス

1  チユウド) " ( Tudor )  

、 ( Henr y VII I  1509年一1547年〉

チ ユ ー ドノι の勝子

英閣に於りる初期ルネー サ ンスはク ラシ ッ クとゴシック とのディテ ー; t . の混つにま〉チ

ユードル王家 ( H ol1se of Tudor ) の初 め同代に渡って組l l . ¥f>1こ費化し、 へン リー八世に到

って最も蛮達してチユウドル式 として知らる〉様式を生じに。

へ ンリー八世はイタリーの 美 術家と技 工 とｾイ ギ リ ス ｬ こ 招 いてイタリアン・ ［ｴＮ ネー サ ン

スの模倣製作を奨附 ｪ しに。之等の人 ｫ は夫 ｫ 何等か の 仕事 ｾ￭ をしてイギ リス のデサ ・ ィナｻ

に影響を興へ? こが. ま t: ゴシックの時代の様に家具はまにま t: 建築の形 に捉は れて重厚で

扱ひ難< ELつ安楽な ものではなかっ 1: 。室内で の主力をフア イヤ プ レ{ ス lこ注ぎ綿ての家

具の内で最も丹誠に仕上げられに。
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重々 しい挽物、 チユウド

ルローズのバネル、闘形の

彫刻をつけたパネルが援に

用ひられた。

2 .  エリザベザン

(El i zabethan 1558年一

1603年)

エリサF ベス女王はチユウ

ドル王家の最後の主権者でー

此の時代は建築に於ても家

具に於てもエリサ'ベ ザン式

として知られて居る 。

ルネーサンス の動 きは漸

次イギ リス の家具の様式を

挫化させた。最初イグリー

から招ねかれた. 工人の手

によって作られたものが次

にはイギリス の工人 によっ

て共の手法を模倣して作り

エ リ ザ ベ ザ ン カ ッ プ ボ ー ド

出された。けれどイタリーに於りる如〈オーナメントに柔かみや熟練さを示すことが出来

なかっ fこ。然し無骨なガツシリとし? こ本質的丈夫な様式は共の使用主材のオ ーク材に非常

フ " ユ チ L グ

によ〈遁して居1: 。之等の家 具 は 重 k し い 頑 丈 な 組 立 で 溝 彫 と 彫 刻 の柱の上に粗野な

Ionic のキャピクルを屡々用ひ、彫刻は無骨で深l床がなく頑固な金物を併用し. 象様は稀

にしか用ひなかった。

此の時代の家具は主に植( Chest) 、飾棚‘ 食器棚. 重々しい天蓋付の寝蓋 (Canopy Bed) 、

窮屈で倣ひ難い木製叉は藤張の柑子などで裂張の椅子は官余りな〈置きクッシヨンが多〈用

ひられに。室は大 抵羽目板の入つに板壁 と梁の露出した仕上で繰型天井の接飾も用ひられ

7こ。

特徴、重厚な球形の脚、彫刻のついに挽物叉は角脚 、無骨な短f 1s金物、重い繰形及ぴ組

い}l，.ネ { サンス風の彫刻付の羽目板等。

3. ジヤコピアン ( J acobean 1603年一1688年〕

ジヱ ームス一世、チヤールス一世、コロンウエルス、 チヤ ールス二t止を経て ジェームス

二世迄の聞をジヤコビアン( J acobean) と稿へる。

ー後期のエリ ザベサ・ンと初期のジ ヤコピアンと の聞には判然としに境界がなし同じ形式
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ジヤコビア y のコム モード

ジヤコ ビアン のilI ij

の模様が盛に用ひ られ? こが重苦

しい模犠の多過ぎる エ リザベザ

ンから漸芸大盤化して引締つに模

様の少ないもの になって来1: 。

ジヤコピアンの手法の或るも

のは全〈平面的になっ て長方形

正方形. 菱形 、L 字形のパネル

が屡 k 用ひられ、彫刻の多〈は

今迄の浮彫叉は織込みの種類の

代りに一つの木材に彫り込む(

地スキ) 手法が用ひられ、象候

は極めて少量の限度にしか用ひ

られなかった。椅子は簾張のも

のが最も普通に用ひられにがエ

リザベザンのものより遁かに軒

快なデザインとなった 。裂張の

手法は比較的卒調な椅子や長椅

子には用ひられに。此のジヤコ

ピアンは丁度其頃フ ランダー人

( Fl ander ) の聞に起ったフレミ

ツシ式( Fl emi sh) の影響をかな

り受げて居る。

エリザペザン、ジヤコピアン、

フレミツシの様式は互に共通黙

があるので一つの室の装飾に取

合せて用ひられてもお互によい

調和を保つ こと が出来 る。

少ヰリアム・ア y ド・-v y ーのキャビネッ ト〈マ ーケット リー を施せるもの〉 前時代と同様オーク材の全俊
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時代であった。前述の通り此

の様式は数代の園王にわたっ

て居るので或る型のものはジ

ヱームス一世式とかチヤール

ス二世式とか構へられること

がある。

特徴。羽目細工、繰形細工、

挽物及螺旋の脚. 卒彫或は地

スキ等で構造上直棋形の様式

である。

4.  ウヰリアム・アンド・マ

リ - Wi l l i am and Mar y 

(1689年一1702年)

マリー女王 ( Mar y) と和蘭

陀のウヰリアム・オレンヂ公

(  W i  Jl i am of  Gr ange) とが結

婚して英国の王座に践砕した

ことによってオ ラン グ風が流

行しはじめ仁。

宮庭F付の多〈の人々はウヰ ク ウ ヰ ー ン・ア y 11<. 依と強木細工 を施したる衣裳ダシス

リアム公が蓮れて来? こオランダ人で夫等の人主主がオランダの家具を持って来fこ。共の馬イ

ギリスの工人はそれを模造し且つ共の趣味の暗示によって漸弐ウ ヰリアム・アンド・マリー

として知られる様式に護主主 しに。模様の単純化石? 喜び 、ベ エア仕事 とオランダ風の象綴が

普及し? こ。

此の様式は判然とした特徴は絵 りなかっにがクウキーン ・アンの模式の初りに棋黙を輿

へたものであつに。オーク材とウオルナット材を主 として用ひ. 彫刻の少 ない挽物脚. 封

角棋式の貫に曲線と彫刻j をカJI へ. 飾棚の上部や枠組の上部に好んでア{ チを用ひた。

5 .  クウヰーン・アン Queen Anne ( 1702年一1760年)

ウキリアム・アンド・マリー時代に於げる家具はジヤコビアンとクウヰーン・アンと の中

聞を結びつける連絡的の形であったがオ ランダの感化の中に古い jl ミしい形は曲線と優美な

均合をより多〈輿へられ、アン女王( Queen A nne) の時代に到って完全に E arl y Engl i sh 

Renai ssance から解脆した様式を見る様になった。

椅子は以前の堅い第痛なものが此の時代になって人障の解剖事的から研究された形態に

過したものになっ て来て裂張は極〈一般的1こ用ひられ、安楽椅子や長椅子は優美でー掛心地
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のよいも のになった。置 きク ッシ ヨン はスリ ップ シート ( Sl ip seat ) ーどなって現は れて凍

t: 。椅子の党れは彫刻が附いて上部の張り畿がっ て居て脚部は此の時代にイギリースで始め

て見られる猫脚 ( Cabr i ol e l eg) を用ひられ其の膝の部分に営芯薩に，J t 設の形乞彬切符げ

? こものが多いこ t は此の時代の著しい特徴である。此の脚の先端は櫛形、f五oof ) ; ，匙形

( Spoon) . 玉 をつかんt.: 爪 ( Hal l and Cl aw- f oot ) 等が用ひられた。此の狐脚とー構すβ も

のは営時東洋貿易自? 盛にしにオランダ人によって支那から輸入されにもので . 恐ら〈イ可か

の獣類の脚から考へついにもので. 叉玉を掴んTご爪は珠玉を捌んに龍の爪の如き支郊の古

い時代の檎設から費化しにものと思はれる。之等の形の脚は種 k なるものに態用され・‘ 低

〈シ Y カリしにものは重い戸棚顔に、高〈細長いものはテーブルや椅子の脚に用ひられに。

共の他の手法としては ベエ アの用途が蛾張しオランダ風の Mar quet r i e が普及し、ウオル

ナッ ト材を主として用ひ. 後には稀れにマホガェ ー材 を使用 した。

此の様式はヂョージ一位 ( G巴oge 1) を経てヂ ヨー ジ二世 ( Geoge 11) の末期迄勢力が

あっ?こ白

b  ヂヨー) 1 ，. ヂアン時代 Georgi an Peri od ( 1760年一1780年)

ヂ ヨー ジ二世の頃 か ら ク ウヰ ーン・ ア ン の様式の 中に 種 ｫ の蟹 化ｾ来しつ〉あったが 果

然此のヂ ヨ戸 ジ三位の時代 に到ってフラ ンスに於げ るルイ歴代やナポレオ ン一世の時代の

綴 にイギ リスの家具の黄金時代を出現しに 。チ ツペンデール( 仁hi ppendale) ヘツプルホ

ワイ ト ( Heppel whi t e) . アダム兄弟 ( R. and ]. A dam) 及シ エラ トーン ( Sheraton) の

人々は此の時代の デザ インを 支配して夫 k 彼等の名によって様式の名 をつけられた。

然し彼 等がそれ等総て の家具の設計 をしにのでは無くして多 〈の他のデザイナーが彼 等

の様式 ｴ こ 追従 して仕 事ｾｾ した のであ る 。 十 八世 紀中にデ ザインの著書 をした他の人々は

次の人蓬であ る。

Thomas J ohnson.. …....・ H ・- …... ・H ・..…. ..・ H ・-… 1758- 1761

l nce and Mayhew .. ....... ..・・・・・・・・町・・ ・・・......... .. ・・1762

]. C runden  . . …………・・…. ......・ H ・. .. …・・・・… …1765- 1196

Robert Manwaring ... .・H ・- ………. . . . .・H ・..……・・・・1765- 1766

T homas Shearer ..…- …… H …・… ・・……...・ H ・..…・1793

T homas ｈｯｾ＠ ・H ・H ・... .・H ・.. ….... ....・ H ・...…… ・・・・1801

1  .  チツベンデー) 1 ，. ( Chi ppendal e)  

トーマ ス ・チツペンデー ル ( Thomas C hi ppendale ) は様式の上に彼 自身の名と人格 を

印しTこ最初の デザイナーで あっ て、 共の特別な様式が自 身の名 によって生れ? こことは米t.:

舎で見ぎることであつに。

彼 は最初貿易品の震に彫刻 して居ったが後にはロ ン ドンの セント・マルチーンス・ v. 戸、ン

11:  52.-・
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チツペ γ デー1 1 - の椅子

( St. Mart i ns Lane， London)  Iこ於

て働事始めた。 ，彼 の 著 書 “ Gent l e.

men' s and Cabi net  Maker ' s di cti o・

nar y" は1754年に蛮行せられ次の著

書は 1762年 に稜行されに。

チツベンデー} L - 式の椅子は彼の他

の家具 よりも遁かによく知られて居

って注目に慣する美しいプ R ポーシ

ヨンと傍雅な彫刻とが之に附け加へ

られた。彼の頭脳は非常に大きな抱

擁を以てゴシックであらうがロココ

であらうが支那風であらうが彼の燭

れる色のを融合して 一つのものに作

り上げるにけの換練さを持って居っ

た。彼のよ〈用ひた支那風の組子細

工 ( Chi nese frets ) は非常に精練さ

れたものであるし淵i脚と玉を摘んに

爪の格好は真直なJ V : Dにも角脚にも粧

々の形で用ひらか支那風の宮紋や地

ス冷のゐるもの ー や、Ｎｭｾりのないもの

や洛撞の費化を示;レTこ。一方に於て

チツ ペン ヂー凡の椅子

チ ツ ベ γ デール の 泉護

53- "  



は営時フランスで全盛を極めたロココ風( ) J . . . イ十五世式) をも巧みに

取り入れ1: 。

彼の椅子の 多くは Sl i p Seat ｾ用ひて用材はマホガニーを主材と

し彫刻を主なるオーナメントと篤し挽き物は殆んど用ひ子、象候に

到つては全然用ひなかっ 1: 。

2.  へツプルホワイト CHeppel whi t e)

ヘ ツ プ ル ホ ワ イ ト の 精 子

ヘツプノL ホワイト ( Geor ge Heppel whi t e) の長初の著書は“ Cabi -

net  Ma ker  and Uphol st er' s Gui de" であって彼の死後 2 ヶ年の開

発行き れな かった。 1786年 に彼が死んで彼の創立した家具装飾の底

は彼の死後寡婦のアリス ( AJ i ce) によって櫨観されに "A. Heppel  whi t e &  C o・" が之

である。

彼のデザインは古典的原則の上に立脚した確乎Tこる直線を用ふる様式で楯の形を成した

椅子の究れは最もよく知られた :タイプである。先きの細くなった角形の脚. スペ{ ド形の

脚の尖端などが最も多〈用ひられた ｯ 時 ｫ 挽き物脚が用ひられたがチツベンデーｽｾの様

な猫脚は決して用ひなかった o *IJ 然とした I亙別の出来る特徴は椅子の究れに Pri nce of 

Wal es P l ume  C皇太子の帽子の羽根の前立) の形を用ひに ことで外の1誌ではよ〈似て居る

がシエラトーンは決して之を用ひなかった黙で区別することが出来る。

共 の外侃・形の党れの上部が彫りのないものか叉は智曲した笠木を用ひて居? こがシヱラ ト

ーンは凹凸をつけたり彫刻をつりたり極〈小さい長方形のパネ) J . . . ｾ中央部に附しにことで

ある。

裂張 . fi 事猿は何れも普通に用ひ彫刻は非常に微細で楕洗され、 ペ ニア張り木、総笛等を?

あしらって用ひられマホガニ ーを主材として使用し1: 。

3  アダム・スタイル

CAdam Styl e)  

R.  Ad a m e  J. Ad a m の兄弟

は建築家であって彼等の住宅の局

に家具を設計した。それ等はへツ

プルホワイトや次に述べるシヱ ラ

ト{ ンの様式に似て居ったがより

以上に古いディテール1 ! P埋波の都

市 Pompei i と Her cul aneum か

アダム・ス F イ ノレ

ら護見された古典事術の研究の上

に基礎を置いて、ローマ時代のコ

ムポジシヨン・オーナメントを木

".  5 4  



材の上にl密閉するこ とを制

介し 1: 。彼等の最も多〈月1

ひ1: ￭ￌￍ ｬｩ りは ｬｾ い浮彫であっ

て其の他有典的の構I@:Iや彫

刻も併用しに。彼等は象 ｩＦｾ

紛歯金の飾りを併月! し、卓

子や椅子の! 仰は通常角形か

先きの細〈なつにフリユ ー

チングのある脚を保芹j した ア ダ ム・ スタイノL の卓子

美 しいフ アイヤプレースは彼 等の 最も得意 と した仕事であっ Ｑｾ 。ア

ダム式のデザインの或 るものは楠民政策時代にアメ リカに渡って 今

日コロ= アル ・アダム ( Coloni al A d a m) として知られて照 る綴式

の基礎 を作っ た。

羊頭の彫り 、 ロ ー マ時代の必の形 、 ＴＴ Ｑ ・誠の Ｑￋ Ｊ， ｾｉ ，飾 り 、 懸華飾り 、

ｲｴ 干 ｾｉｉ ， 的 の モ ールデ イ ング 、 微妙なゴマガラ等を多〈用ひ ＱＺ 。

4.  ジエラトーン ( Sherat on)

T homas  Sherat on は指物 t 象i棋の名手といはれ彫刻は僅かしか

用ひなかっ fこが其の彫刻は美しい精雌な使化し1: 模核であ っ f: 。全

開としてへツプルホワイ ト、 アダム、ルイ十六世等の様式に似? こ古

典的直線型のものであって向ー居単純化され物によっては唯一つの シエラト ーy の椅子

繰形すら汗 ｬ ひなかっ ｦ こが象 ｨｾｾ は完全にシックリと目的物に適合させに。叉蹟い面積の鹿 に

も箭色しに水の繰り附けを用ひ 1: 最初のデザイナーである。 f皮のベニアリシグの仕事と機

械的工夫とは特祭すべきものであらう。

椅子の1t れの笠木は極〈僅かな曲線と僅かな jlq凸のある長方形のパネ J しを附し脚はアダ

ム式に似 ｦ こ直線形で挽き物ゴマガラｻｴ＾ ｦｯｔｾ k の形で用ひ 1: が猫脚は用ひなかっ1: 。膝張以外

のものでは裂地の j享穏を好み .1' 1 の和物は殆んど用ひなかった。二ホガェ ーを主材としに。

彼の著書 " The Cabi net makcr  and Uphol 日terer's Dra¥¥' i ng Book" は179 年に護行さ

れ彼の各符: のデザインを強表し1: 。此の警の中のサイドボードやサイドテープルは何時も

隅の Hi 丸一形をI絞って居る。( へツプルホワイトが何時も入丸形を周ひて居るの に反して 〉叉

粁臓形の卓子 ( Ki dny- Shaped Tabl e) の最初のデサ" イナーであっ? こ 。彼は製造家ではな

かっ＿こが彼の虫子む人々には其のデザイン ｾｊ￬ ｪＧ ｩ 布し ＱＺ 。

彼は 18i 世紀に於ける自身の名を様式の上に残し? こ最後のデザイナ ーであっ fこ。

c )  t : クトリア時代 CVi ctori an Era)  

19世紀 の初期に於ては拙劣なア ムピー ルの模倣が企て られにが18世紀のが|旬、1: 仕事に 鞍

6 5  11 



濁 逸の パ ロ ック風 の椅 子

〈時代と しては英闘の家具のデサ・インは漸芸大引潮になっ た

J 8き忘年建築家 C harl es Eastl ake が強行 しに “ H ints on  

H Oll sehol d Tast e の中に殻表 しに種 k の形は イ{ ストレ

ーキ式として知られて居 るが徐 り勝 れ?こ形ではなかっ た。

VI 其の他の欧洲諸固に於けるルネーサンス

ルネ ーサンス の様式はイタ リー に始まって金融洲に舗が

ったが夫 々の闘 k では英. 備 に於ける時代様式. 即チツ ベ

ンデ ール、 シ工 ラ ト{ ン 、ルイ十六世. アムピ ールのまHき

迄 に張主主は しなかっ t: 。

a) ド4 ツ CGer man)

ドイツの初期 ルネ { サンスはイグ リーと フランスの仕事

に引づら れ?こが後には主と

してバロック式によって仕

事を した 。彼等は古典再現

の影響も受け? こが . 英、悌

の様な立仮な時代様式は生

れなかつt: 。

b)  フレミツシ

Ｈ ｆｉ･ｭｩｾｨ＠ )  

フレミ ツシ ・スタイルと

いふ のは ベルギー の一部分

をフラン夕、ー( F! ander ) と

稽へる E から来? こ名であっ

て初期に 於てはイ タリー及

フランス の仕事に影稗され

? こが後には飴科卒商的 に費

って Fl emi sh としての特

徴 念持つ様になった。オー

ク材に誼した形であって英

問のエ リサ' ベザン，ジヤ コ

ピアン に よ〈似? こ様式であ

るが就中 ジヤ コピアンの影

フ レ ミツ シ カッ プ ポ ー ト 英 図の ジヤコピア シに 似 て 居 る

"  5.6  



ホーラ:; J-. の パ ロツ !I ( ジ ャ = ピア y に酉告似〉

響 ｾ多大 に受け た 様で ある 。

c)  * ーランド CHol l and)

ス ペイ y の初 期 凡 ネ ー サ y ス

オラング とネザ 戸ラン ドに於 けるダツチ ・ルネーサンス ( Dutch  Renaissance) は勿論フ

レ ミツシ とフランスの様式の影響を受け にが卒到的に彫刻の少ない傾向 を辿つに。初期の

オ ランダは盛に東洋諸国 と貿 易を矯 し種 々の珍ら しい色彩の木材料を輸入し之を ベニアや

象候の形で家具に臆用し七、之等は Dl l t ch  Marql l et ri e として知られ、 イギ リスの様式

の上 にかな りl住用されに。

d)  スベイン ( Spai n)  

スペ イン. ポルトガルは地理II 上の位置が Mor occo Iこ銭近して居 fこ翁ム ー リツ シ・スタ

イル に負ふ所が多し 、。彼等は家 具製作 に後 り勝れては居らなかっ 7こ放に古いスパエツシの

家具は比較的M; である。彼等が ベルギーとネ ーザ ーランド金支配レE 崩る 1111に之等の閥均

の特徴を取り入れTこので スパ ニツ シ風として知られて居るも の〉 中にはLIJi k フレミツ シや

グ ッチ風の傾向診見る こ とが出来 る。

V Il 7 メリ力に於ける家具

17世紀のはじめ頃から英、併雨閣はアメリ カに殖民政策を執り 、18世紀に 到 つてはオラ

ング に 代って 勢 力ｾｴｊｾ植しに 。 此の ＱＱ 寺代 に於ける家具の勝 れ にも のは大 抵英 、 付 Ｑ ｜ から 移入

et  11' 



コ ロ = ア ルフ ア ーユチユ ワ〔ジ ヤコ ビア y 、7 レ ミツ

シ等 の影 響 を 受 け たも の〉 ダ ツ チ 風 の 影 響 を 受 け た コ ロ エ ア ル ・スグイル

"  .5 6  

しにものか若し〈は英、怖の様式の忠賓なる模倣であっ fこ。聞もな〈其の反動として安っ

ぽいオ ーナメント や無意義な彫刻などを施 し仁 、共の主な る目的は " How good" でな〈

して“ H o w much" といふこ とを理怨としたかの如〈見られる。一方努力をはぷ〈機同製

作法が紹介さ れにことにもよるが彼等の多 〈は正しい デサ' インの第一原則に就いて無智で

あつに。もう一つは此の閣の衆運の目 5 ましい進歩の潟に一時はどんな I ものでも 賀らう と

しに矯でもある 。然 し之等は漸次改革 されて工場 に勝 れた i副楽家を雇ひ はじめて数十年の

聞にすばらしい進歩を遂げた。

各楠民地 は 母園の影響{ f 受付 1:
0

Ne w Engl and と Vi rgi ni a Settl em巴nts とは英図式

に よりチツぺン デー}L- 、 シエラ トー ン、アダム等の系統金作り。 N巴¥v Orl eans は悌閑式

のルイ十六世風、 アム ピ - } しなどの系統を引 きo N 巳w Yor k はオランダ人がグッチ風や

フレミツシj武の系統を門. った。 此の三つの系統から護法ーした のがコロニアル ・フア ニチユ

ワと橋へら れ る ものであ る。

a)  コ同二ア) L . ・ 7 アーニ チユワ Coloni al  F urni ture)  

前述 の 通 り 英 、 Ｑ ｾ 品 、 ｬ 議 ｬ の 三 系統から程遠 した 家具は習慣上米闘が Ｑ 76年に樹立を 宣言 し

1783年に共和制 I立を' 丘地し仁 田迄の家具を指して云ふも ので111来る丈限純化卒商的にして

} 彫刻を少な〈したがお予本の英 、何1¥， I樹等の家具の γ ウトライ ンとフ. ｵ ポ ー シ 寸 ンとは ｉｉｾ ，

ぅk る丈保存 しに。

之等の古い家具は漸次 博物館や倒人のコレクシヨンに集められ腫史の浅いアメリカの好

事家主? 喜ばして居る 。



ミ ッ シ ヨ ン JJ..

h)  アメ リカ式の家具

コロ ニアル ・ソアー = チユワ

の後金 受付 て共和問に 普遍的に

コ ロ = 7  ，1- ・ス ダ イ ル

行き 渡つ fニコ ロエアル ・スタイ

ル ( Colonial sty le) が生れて7! <i1: 。 フランスのア ムピール の鐙化しに形で アムピー ルの

!寛総や賞捌の飾 I) {e怜 て大量生産的の所謂ア メリカ 式の形に艶 つに 。獅子の足、渦各形の

仰が盛に用ひ られマ ホガ ニーのベニアを? よ<mひ? こが デザイン としては勝れにも のではな

かっ1: 。

c)  ミツジョン・スタイル ( Mi ssi on Styl e)  

1!1世紀の終 り頃カ リホル ニアの古いスペインの停導官( ' : ( M i昌sion) にFl i ひら れに不祥月!

な出総式の家具の形が彫刻や街li りのつ いに家具に飽 きに人主主に一組の魅力を輿へf二、 之 に

ヒン トを得て改良 され普及されにものがミッ シヨン ・スタイルの家具であ る。多 〈は オー

ク材を用 ひFE色も 焼 し7こり 黒っぽい色附をし? こりして居る。形のJ 二には古典約要素 を少 し

も持って尉 らぬ。

VIIl 19 世杷末期より 20 世紀初期迄の新傾向

1  H世紀中期より 末期 にかげで諸工業の護連 はすばらしいもので各障の機憾の熔用によ る

建築材料 . 家具材料等の多量生産 と新材料 、新構成法の程遠にカ11ふる に体統的精神 よ り解

JJJ:. され るといふ思想、lが相官 力強い勢力を得て来 仁徳に家具 の方l剖に於ても 今迄の繁焼な 日

11( '  !  1:， ｴ ｦ￯ の 何↑ ｾ ｴ ｻ･ ｬｨ ｩＺ し ＱＱ 月 快 ｾｾ ￭ 採なる新生活械 式 に合ふ嫌に必要を充分の Ａ京 浬の 上に求 めら れ

る機 能 的分子ｽｴ の ま、 を 表現して 室 内の 設 備を＿考へて行 〈とい ふ 傾 向 と、 民族的古 ｊ ｾ 的 の

もの を?近代的立場に よって見直して考へ直して行 〈とい ふ傾向 とが生じて来?こ。

(1 )  英国 tモリスの工事運動)

英閣の新工嬰‘ 運動はウヰ リアム・モリ ス Willi am Morri s によって始 め られに 。彼は体

統的 の考へ方を排し新らしい思想、の下に 自分の家を建て . モ リス工房 を経営して自ら 工場

長として喜 びに充ちに手」二業 による家具や金属中II Lr 、敷物 、壁紙、ステインドグラス等を

ち9 ・円



20世紀初期のイギリ7 . ( モリス〉

フ0 位紀初期 7 ラ Y ス 〈ヌーボー〉

イ牛りはじめ て共の作品や講演によっ

て大衆に新らしし、考へ方を教へTこ。

1888年に展覧舎を催してモ リス工房

の新工事品を護表した。 が勝れに後

稽者ｾ得られす ・Ｎ 又一方他の閑々に

起つにアール・ヌーボーやセセッシ

ヨンも停統を曾Ｎぶ英閣の園民性のｾ

に森易 に此の固に入り難かった。

b )  併蘭西( アー J l ，. ・ヌーボー )

英閣に起つにモリスの工事運動は

却って ベルギ ーに渡ってパンデベル

ド( Henr y Van de Verdc) によって

1894年 ブラッ セルの博覧舎に出品さ

れにアール・ヌーボー ( L' art Nou-

veau) と稿へられる 様式によって櫓

観された。之は古典分子を含まぬパ

ロ ッ ク ( BaroqLl c) と

も隅せらる〉もので

自然物のモチ{ フ木

の根、:幹. 枝. 蔓な

どを種k の形に用ひ

形態を第ーとし構造

を第二義としたもの

であつに。之が悌醐

西に入ってギマー ) L.

( Hector G lI Imarcり

等によって賞際に刷

ひられ1900年の巴里

工事博覧舎の頃が最

高潮に慈しに。之は

家具や建築には充分

過 しに様式ではな かったが金属細工 、壁画飾り . 服飾. 食器等には遁しにものであった。

之も永観性はなかっ Iこが{ 事統的様式から離れると いふことを数へ猫・&. 塊友利に入って

刊( 5' 0
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2011t紀 初 期 の填 園 セ セ ツ シ ヨ y

セセッシヨン迄寝展を矯したとも思はれる 。

c)  濁. 撲 ( セセッシヨン)

偽 ｉ 嫡西 のア ｾ ｽＱＮＭ ・ヌー ボ ー は樹 、 換にも進出してオツト・ヱツクマ

ン( Ot t o Eek mann) ー抵等が稽承し fこがそれ以上にウ

ヰ ーンを中心としに人々や . ダルムスタツト の塾術家

村の人 k に よって提唱されにセセ ッ シヨン (Secessi on)

の上に大 きい影響を興へ7こ。

此のセセ ッシヨンの第ーの ljJ 努者はウヰ ーンのオツ

ト・ワ グナ 戸 ( Ot t o Wagner ) で従来のアカデミツクの

人k に封して革命的主張を稜表し種 k の担緊迫 lこ針抗し

てセセッ シヨン運動を指等しに。彼は “ 賞用でないも

のは美し〈ない従って人間生活に根棋を持つことが創

作の第一候件であ る" との主張を以て建築や家具等の

作品を作つ? こが. 共の初期のも のはヌ ーボ ーの影響を

相首に受げて居る。

ワグナー の 二 人の 高 弟 の 内 ヨ セ フ ・ ホ ツ フ マ ン

(J osef  Hof f man) はウキーンに止まつτ 附の主張含稽

ぎウヰーンセセ ッ シヨンを十旨慈し. ヨセ フ ・オル プ リ

ツ ヒ( J osef Ol bri ch) は後に濁逸に入りダルムスタツ

トの ルドウイツ ヒ公 ( Ernst L udwi g) の庇護の下に

Ki i nster K oloni e { t > 組織して. ベーレンス . フーバー.

ミユ 戸ラー等の事術家と共にセセッ シヨンの指導者と

して努力した。

d)  アメリカ合衆国 ( シカゴ汲の人々 )

2011t 紀 初 期 の 病 治 家 具 の 傾 向

、

18世 紀の イスラム式の コ戸 ラシ ヂス ク

6'1:  11 



20111; 紀初期i ラ イト ( ク- y レー氏 ll$居nu)

11 6 2  

1*. ｾ見境の之等の蓮動と闘係な〈殆んど時を閉じくしてアメリカに於てはり ー リパン

( Lui s Henr y  S川 l i van) が自然主義的建築の運動をシカゴを中心として起し. 共の弟子

ライ ト ( Fr ank Ll oyd ¥Vri ght) に到って共の精洗されに頭脳とデサ. インは各開の建築の

傑 作を 作り彼の熱のあ る 努力と倭れ＿ こ 織 物に ｾｦ する 趣味 と知 識は立 Ｑ 飲な室 内 数飾や家具迄

に及 び. 今迄見 るべき もの〉なかっ? こアメリカに一つの匙路を開拓しに。

以上の如I < 駄米諸問に於て期せするして同一主義の運動が生れ之が表現仮や構造仮や体統

派などの建築に影響されて種 k のデザイン 、構造法が加り チくに来 るべき様式の 何物かを暗

示しつ〉臥' 洲! 大戦の戦禍の中に捲き込まれて数年の聞の沈献を在余儀な〈されに。戦後のJI丈

態並に現在の欣態は本野先生の設明に詳述せられる筈であるから自分は之にて稿を聞き' す

ことにする。( 絡)



過 る 世 紀 問 の

イ宇 野

工 義
ロ

ロ日

千 良

本稿は. 誤まり体へられたる過去三世紀聞の工事史に就いて W. Dexel 氏が Di e F or m 

誌上に 論ぜるも のの意全体へ? こも のである。即日 世紀以来の祉含! ! k 態に依って必然的に

生じ1: 王侯貴族の工事が多〈営時のものとして今日に体へられてゐるのであるが、 Dexel

氏は な しろ半じて残存する蛍時の下手ものに本質的工撃の道 を見、永寺原史の停統によっ

て純梓化されにる一般市民の什器等に就いて過ぐる三世紀聞の工事を論じにも のである。

l原始時代 このか にさまぎま の美 しくて献黙のな い品 k がめつに。数十世紀、数百世紀来

の各文化時代 には それぞれ に完全なる什務とか道具の類があ って、それ等は いづれも目的

に最 もよ〈 適ひそ して材料{ e i E し〈用ひ? こも のであつに。併し各時代には叉精紳とか態度

とか好み とか習俗 とかがあっ て、これらは事物にも働きかげで所謂様式の特性 とい ふや う

なものを翁きしめた。

其の様式の特性が目立ってゐる程事物はより強〈時代 と闘連して ゐるわりであり、 叉目

的や機能により強〈とらはれてゐる程其生命は永続き のするも のである 。傍統と言ふも の

は同 じ稼な生活僚件が支配してゐる限 り、只 目的 にnf・ふものと質際に必要 なもの とのみを

保護し維持するからである。過去の事賓が我 々に此事を教へてゐる。我々は数百年叉は数

千年来同じ様な建築や什誌の形式を引績 引寺つてゐて検てぬ図民を 9:11つてゐる。 言ひ換へ

れl工、彼等の張主主と創造 とが我 k の 目につかなかっ fこのであ る。叉他の園民に於ては、様

式の特性 とか外園の影響 とかが四国の世界と の交通が活動的であっ? こが震により強〈刻印

されてゐる。併しかかる場合に我 k は様式 上に念速の嬰易を見 るのである。それは総て外

から入つにものは必然的にうつり易 い震である。

2  

形の問題はどの時代にも同じ程に理解されそして形の上に現はされて ゐ1: 。プラ トーは

今日の我々と 同じ様な事を考へてゐ? こ。即ち「事物の美しさは材料と目的との完全な和合

を基とするも のである」斯の様な思想は常に存してゐて、躍史的啓象時代 . 模倣時代. 例

へばルネサンスや 19 世紀にも消誠 することが無かつに。然レ一方之と反封に 19 世紀に

は其荒んに形式模倣を激 し〈批難し、形に劃する問題の熱烈 にして断乎 1: る結論を生じに

6 3
11 



もので、我々 は此黙には

感謝 してゐる 次 第で ある

私は 、唯接言的に . ラス

キン. モリス、パン・ ヂ・

ベルデ、アドルフ・ロ{

1. Ｑ Ｘ Ｒ Ｐ Ｂｊ三頃の銅製淵 ｊ［ｪ ｾ Ｈ， ｲ ｩ CT 抹 )

ス等 20 世紀初期に 於り

るウヱ ル クブンド の創始

者ーで ある之等の 人 k とウ

ヱルクブンドの名を翠げ

や う。線、て事物を目 的に

油ひ . 材料 lこ忠賓にそし

11 6 4  

て最高の品枕を保? こせ入力: 使用するものである事を常に心に置いて創造しゃ うとする 要求

は、今 日に於て一般的になっ 1: 。とは言ふもの の共の質際化は仲々に悶難である。我 k の

時代ほど拘汰 きれな ければならぬ過去の遺産を負はきれに時代はなかっ t: からである。我

k は直 ぐ先の過去か ら引続いて建設するのでは な 〈して. 心に悟り鋭〈過去に反聖母して 行

動しなければな らぬ最初の時代である。

]  S-lft 紀 に針 する 健全にして捉 はれることの ない必然的反動は‘ 就中. 建築、家具そして

什探等の新しき形成に筋し、過去の最上にして最も純粋なる事物にも負りぬ程にしっか り

と働きかり、 ＱＹ 世紀をもって全〈繊観してき ｦ こ停統の中絶 ￨ｾ きしめ＿このである。

之はどの様に解律すればよいのであらうか。我々が過去と の;f.' He見ないやうにするなら

ばどうなるであらうか。根本的な新事賓の車純性を棋として創造を矯し、係統無事事し

自分の組先に範を求め十に全世界を探求す る事とを一般の人 k が首然 主信するや うにな つ

になら、どんな事になるのであらうか。今日 の造型界に於 りる健全なる精l神を持ってゐる

人々の要求と 作成とは 、太古の人達の創造が論理的ですぐれ fこものであったのと同様にE

し〈ある のであるが. 何故共人主主は共の根源 を見出す篤に全世界と金事術史とを隈な〈 挫

すのであるか。そして過ぐる 4ilt 紀聞には何ーっと して根源 を見出す事が出来ないのであ

るか。

思ふ iこ、我々は之等の世紀を最悪の心構へで認識 してゐる のではないのかo e言ふのは

見誤・ るやうに教育されて来 fこからで ある。 19世紀の観念訟に針する 闘争とそれに附随する

我 ｫ の形 成 上の 革 新 、即 我 ｫ の要求と ｩｩ 主型とは ｲｾ 白 、 じて失進んで仲ひＧて行 つに の である が 、

悲術及び喜術的事業の隠史的著述は等闘に附され、そして昔の美術品に就いては最も及ば

なかったからである。現下の著述や美術品は共 に多( 19世紀の産物であるが、 19世紀の精

紳を除 りにも忠賓に保守してゐる ものである。美術工事品の隆史的分類は殆ど新意志 と新

進型 とに依つでも 影響さ れ る 事 な し 我 k に19世紀を思はせる綴な物とか 、19世紀の好み



に相営し ｔ こ物、即 善美ｾ萩せ るも の

豪華なもの . 誠多に無いも の等を示

すのでめる。此肢初か ら全< J 係 史的

に/ 1¥現しに世紀 t ; 差れ 、1: 工務の版以よ

は知 ｬ らす Ｙｾ Ｑ らす・の聞に過去の民のお Ｑｩ

ｩｬｩｲ ， ｬ ｾ 誤る機舎を ｷ へｾｊ， < したのでめ

る。

3  

之等の事は我々が美 術品 の如け|民

前 lこはっきりと見る事の /"1¥* る物に

劃した時に自ら明かになるも のであ

る。一般に王侯の美術室で恭礎合作

り古い資蹴の 中で件ー成し1: ' それ らに

謝して . 我 k はH唯佐l高高似な 珍ら しいし、廿

輩品でめるとは思ふけれども t也1主-用に

j遁菌するも の とは ノ少少 しも思へなし、、。之

に封して、教舎の 倉庫の中にある貰

2.  良f品製フj，入、 I'''J さ 37c I II 今日 体iJ f111附 凶 に ill るr. itj:

物には宗祇の飾物とか裕幅な市民の菩: 檎 とか南の i時んで あっ fこ昔 を偲ばせる品 k がめる。

之 等 は全〈投げ遣りにされてはゐる が 、 ｾ Ｎ侯より も 貴 ｉｊｦ Ｑ あ り 精 紳的で金も持ってゐ ＱＺＹ ｦＱパ

ー セン ト の人達の質際の文化的生活形式 の あらはれで ある 。 我々の美術品は 、置土 舎ｾ成す

人 h 仰jへば只の手工業者とか向上された中産階級. 官会りに裕幅 とは云へぬ貴族、智識階級 、

其他の人 k の生活態度から少しの観念を もとり あげて ゐな L' " 従来農民的文化には多少の

本質的顧慮がなされた のであったが 、併し農民文化の分類 も，j nり世紀の精紳のもとになさ

れ、常に華 美で摂津で飾り立てられにものが[会遇さ れ単純で粗朴で美しし、物は無いがしろ

にされて ゐ1: 。

若しも我 k が敢て日常品は殆んと使ひ古されて取換へ られ又は7診を失って了ひ . 然も j泣 ・

後 ｩ こ ＱＹＱＴ 年に底ｾ洗って金属蒐集所に所 謂 「最上 のもの 」として姿封筒 し て了ったと 考へ

るならば. それは美 しく iiili られたものに りが接されてゐ ると 言 ふに同じである。

此所は我々は決定的問題に到達するのである 。人 k が専 に蒐 集 した之等の目を楽しませ

る品 k 、 そして之は組織的に稜達して来七文化的生産品 よりも 見 fこ目に 美 し 〈見ゆ るが 尽

に日用品 と思ひ度〈ないらしい之等の品 k は園家 と流行の温室以外の何虞で崎養されにも

のであっ fこらう。とい ふ韓は . 上流祉舎を除いに 一般大衆は過去の世紀の間体統 と千平俗 と

に結ばれて草純で あ る事 を約束 され法律と 禁1f，1! との厳格な る階級的差別の潟に豪脊やj或，; :，.，{

6 5， _: U  
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4  

こ ｛Ｎ重ｾ ｾの中に、 文句は違ふけ れども 意味の 同じ 次の様な項が屡あ る 「箪純な手工事 品に

は装飾品 に見ら れぬ非常・に形の美しい物がある J 17世紀までの工塞品は幾世紀このかた の

形を共催に体へ来つにものであったが 7世紀になって始めて様子が襲り「流行品」が もて

はやさ れる やう になっ t: 。併し此の「流行品」 には大衆品 k しての様式的特性は未ピ少し

も現はれてはゐなかっ1 : のである。例へば錫 に して見れば 、非常に津山に用ひ られて ゐfこ

のである が日 常の品の外に所謂高貴なる錫製品を作 る研究が盛になって、それの みが興味

の的 になって了った。 そこで 「日常の目的を越へて事術品にまで高められ 、唯眺める矯の

飾り立てられ? こ品になって了 ひ」燭台作り は錫鏡工になって了った。即高貴 な錫製品の み

が顧みられるやうになっに。閉じ様な事は他の工婆に就いても行はれにのであつに。

それでは真面目な考究が集 中されに事物はどの様な見かけになったであらうか。ゴ シッ

クでは既に建築様式が援飾品に 這入りこんで低下せしめそして形の金閥的分解となって了

つに。此様な例は津山にあ るd 併し日用品は賞時既に之等の堕落から離れてゐ て、鴬〈 科

箪純な形式で存してゐ t: 事を我 k は半ふじて思ひ /:Hすのであ る。

イタリ アは嘗時総て の園民の定許ある先駆者であっ t: 。イタ リアのルネッ サンス鐘築の

般格にして新式の組織 . 即透視|白li法や叉は人轄の過酷等は直 に合得する 事iの出来ぬも ので

あつ に。それには誰もが出来ると言ふ諜で無い1慎重な研究が必要であった。併し、接飾文

様 、記念主1: 、立ー花模棟 、アカン サスの葉 . 立像 、迫持揃、将P食{ 象等は簡単で線、て之等の接

筒形式は模範蓄とか規範型とカ>) えは銅版五li t. 旅す る悲術家等 によって仲介されてゐた。望

みさへ すれば一般大衆でも此の世時のモダンな装飾品の形を自分の什i * や家具等に熔刷す

ることが出来t: 。併し此新しき 形式界に 賓際に通 じて其精神的闘係金合得する 事は全 〈少

fl 66 



しの妻術家にしカ-

JiX きれな かっ f: 。

手工業者にはそん

な事は 11 ¥来な〈そ

して此の新しい形

式は間合に這入り

こんで行〈程形に

i仮まった曲解にら

げの極味の低いも

ωになって了 つに

こ〉に ルネツリーン

スに就いて述べTこ 4， -@1匂 加 杯 ( l 7i 止紀末〉

事は他の様式 lニ就いても閉じ樺に廃い範囲に亘って行はれたのである。

5  

此の念速には消化されなかった誼j診界の俄の陥波 と言ふのは所謂高調な るエ警の接頭で

あった。それは19世紀を熱狂せしめ、他の線、ての物を其翁に見失はしめたのである。どん

な帰解も役立たない誠に戟傑すべき生産であつに。非常に値のある仕事と言ふものも一一一

貫際の事術家の手がそれに燭れ? こから共様に言ムのであるが一一屡々只底媛的な誤り解せ

ら れに精造物に過ぎすＮおびた ｖ しき飾ｾ 持つに形も内的の非理論性を隠 す事は出来なか

った。真の喜術家が此の様な仕事に満足してゐ fこと思ふのは間違ひである。それ等は只バ

ンの矯の仕事であっ? こので共嘆きは我 k にもにらされてゐ 1: 。ポーリンゲルが、嘗i時の文

化の雨性ｾ具へ ｦ こる性格と呼んでゐる所のものを反映してゐる之等の産物の責任は Ｎ 事術

家にあるのではな〈して時代の精神にあるのである。之等の事物を責任をもって園案しに

事術家が、総じて共製作に闘興してゐ? こか否かといふ疑問がある。といふのは偉大なる 重芸

術家、例へばクラナツクスの如き人はどれ程数ある 工 場を賓際に経替してゐ? こかを我 k は

Ｙｾ Ｑ つてゐる 。そ して 其の仕事は非常な量に於て矯され、総茜や祭壇を創造する外に各種顕

の給書やペンキ塗の仕事があり . そして箸物の印刷とか製材とか大きな出版事業とか 、あ

らゆるものに携ってゐ fこ。叉パン ・ユークに 就いて我 k の知ってゐる事は 、彼がブルグン

ドの侯傍に劃して 今日の世界的商社の庚告部長と同じ位置を持ってゐ? こと云ふ事である。

彼・は侯憶の経営に入って来fこ線てのものぞ彼の数多き助力を用ひて全〈造型しTこからであ

る。又有名な錫、金、銀器製作工場の仕事は全〈特殊なものではあっTこが我 k から見れば

庚大なる事業 と思はれるも のである。併し手工業者は種本、即ち 「模範型と奥儀の書」か

ら自分がよいと恩ふものや注文者の気に入ると思はれるものをあさり出す事に慣れてゐて
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営時所謂高調なるユ Ｚ 葬 品をかり Ｑｾ しで製作し始め、真賓 の形 式 ｊ 患を失ひ 感覚 に於ては主主 ｫ Ｎ

不精雌にそして依頼的になり途に線、て自己創道的の責任あるところのものを投げ出して了

つ t: 。 そこで完全な努働の分類となっ 1: 。闘案する事. 模型金作る事、 そして賞行する事

は三つの異つに手に委ねられ 1: 。技術に於ては fM康範聞に仕事の分類が行はれ、各 k の特

殊部分は特別の人に依ってよ具 され? こ。そして如何なる 場合にも 委主術と手工業との 一致は問

題にさ れなかっ 1: 。

6  

我 k が今日精神的財産の縞査を と1呼んでゐる多〈 の外国の モデルぞ共催に複寓することは

事術史が有名な錫の終 とか銀の車111 r.  e かを同じや うに 何回とな〈 示 す如< Iこ行はれたも の

で、之等は営時に於て只許されてゐにのみならす習慣として創作の助げとなしてゐ fこと育

識を してゐるが. 手」二業者が絶へす・重芸術家でなげれば底置できなし、 |問題に↑ 絡まされ責務に

構へ殺ね fこ賞時の事情としては嘗然の成行と言つでもよいのであっ f二c 有名な錫容器製作

者、例へばヤ ムェツツエル 、 ヱンデルライン共他の人達の製作品は今日に於て向想像以外

の値を張ってゐるが、我 k はそれをロマンティ ッ クな形態とは思へなしむしろ今日でも

存観 してゐる 重芸術的産業の中でも大企業の結果と思ひ叉共の精神的政感とも名付げるので

ある。

装飾品は見る 1誌のものとしては要求に相舷しいものであるが 、日常の役に立つ ものでは

決して無〈、既・に 一つの雨性的存在で主芸術品とも日用品主もつかぬものであっ 1: 。我 k は

様々の手工業者が此問題をもはや精神的に 屈服せしめ る 事 が 出 来 な し 種 本 を あ さって油

営な飾 りＺＺｴ＾ 見 出す 事のみを篤てゐる者自身すら一つの形を調創的に整 ｾＱＱＩＮ させる事が出来な

〈なつに事佐知ってゐる 。斯んな事では t てもよいものが出来ゃう筈がな L、。而 も向時代

は豪 脊 と多趣味とを以て警 にして美 しきも の と思ってゐ? こ。此の様な19世紀及 び其美術品

及事術史家の誤りを我々がにら 1:." らと 受縫ヤわけは無いし受継ぐ盟由もな L、。 何故ならば

敬神 と体統 U こ劃 する我 k の感受は、 規律 と形式感に出れて統ーさ れそして習 俗に従っ て

真 に使ひ ょ〈飾りにも 走 らする整術品で あ らうとしないで然も自ら 基術品になってゐる作品

に面しに時. 1: ちどこ ろに満足を得るからである。それは理性と目的とを通 じて統御され

? こもので、決して退化しにものではない のであ る。

日常品には驚〈 べ きものが あ り我々は深山に其例を事げるこ とが出来 るのである が、そ

れが決して特殊のものでない事 、稀にあるものでない事、高慣でない事そして却って全〈

一般的であって然もす〈す〈主成長しにものにも似て完全であると 言ふところに所以があ !

るので ある。之等の品 k は築1J : l . したも のではな〈して殺 生 しにも のであり、形成しに ので

はな〈して成長 しにも ので あり、 望ま れて出来 fこのではなく して 自ら生じにものであり .

そして 中にも 模 倣 しにも のではな〈して次から次へと稜展して行つにものであ る。即ち 乙

れこそ体統の精神である。 7ことへ過去に劃する 善意の ロマンティックな陶酔から費生した

場合にせよ、過去の事物: : t > 模倣する事は員の傍統のよ 〈するところではない。 我 k は只我

ｫ の時代に於げる要求を作り出す事が出来るのでＮそれば叉ｪ｝ｾの組織的成 長 を可能ならし

“ 6 8  



めるも のであ る。此場合には岐に機械は敵で無い 。併し機械のみが形を殺風景にするので

もなく、又 手工業のみがそ れに生 命 ｾ｛Ｑｩｬ へるのでもない 。 此も の 〉不思議な生命は、世紀

がぞれに附漂ってゐる事叉一貫しに護展の嵐が足跡、を残して通り過ぎて行 〈事に基 〈ので

ある 。

従来の もの以外であらうとするとこ ろに全精神を た〉八七 今迄の手工事的創造の精帥は

我々の要求を心に置き現代の方法で作り換へ更に准t J ; - せしめて形造ると言ふ事をしな いで

過去の唯一の形を模倣するのと 同様に無償偵でめる。強育の嵐は抑制すべきではない が 、

併し模範的生産物を創造しに精 示 ＱＱＱｾ 革新する事はＮ昔仕事の手並を上げる震に般絡な訓練

を した の 主同じ様に可能であ るべ きである。併し我々が過去の正しき飾り策のない美しき

形を 成 し Ｑ］ 什器を見誤って Ａｬ ｾｾ を し Ｎ 飾 り 策 ｦ こ っふ りで 飴 りに 養ひ 過ぎた生 産 物を範として

奉 ってゐる聞は、 此のｾｦＮは 到 底成功 しないであらう 。

手工業では到底完全を期する事の汁l来な い様々な技術と相鐙ら する和解しゃうとしない素

朴な賓際的の手工装者の制作品は、静かな流れの内 lこいつも鐙らす永遠に繰返してゐる単

純な事賓の彼方 に共生命を果してゐる。習性に 正直で目的を充分に滅? こし、父祖の時代か

ら代 k 譲 り受りられた美 しい形は、其行の出張黙として彼等に役立つのである。乍然、数

百同叉 は数千回 同じ様な仕事を繰返 してゐる 聞 に、 策 には附かないが費化が行亙って改良

がｾさ れて ゐるの で あ る。此 様に長 い 間繰返され に仕 事は 、簡 単 であればある 程手 並は 主主

k ' 慣れて鮮かに そ して途 には最高の E 確さを持つ に工要 品となり. ｾ ， ｉｊ 然と 識別の能力は盆

k 完全に殻達してゆ〈も のである。

恐ら〈過去の単純なる手工業者は今日の光皐機械工 、時計製作工、機織製造工の如〈で

あつにらう 。彼等はドイツ の仕事 に本質的名聾金篤 きしめに彼の精密機械の先導者であっ

t=。併し彼等は名躍 を得る 事 もな し 一度 ち手工事者 t して の名稼あ る名前を貰った事も

なく常に 創造を繰返 し繰返 し、 彼等の心得へて ゐた仕事に強き忍耐と 献 身とを以て蓋した

のであっ? こ。

我々の見解によれば、過ヤる世紀の 日常品から助げ出せるものは救ひ上げるのが差迫つ

r=必然的問題である 。只事物のみ が我々に、全< 1俄品りの姿となつて望な〈も晒されてゐる

過〈仁，る H附毛代 の乎工重墓Eと文化の民の姿をを? 教へ るものでめる。此所に掲けげ't仁こ如き手工霊嬰E品に就

しい、て過〈ぐ，る 1背t甘f

総総、て の釘好- 意dあbる努力にも不拘、我々は過去の賓際の閤民文化に就いては何も知ってゐない

19世紀の誤つ に形式感を蘇生させゃうと本営に努力してゐる一つの闘争があるが、ぞれは

過去の真のカをば少しも 取り上げる事は出来なかっ 1=。併し、一方進歩の震に他方侍統の

ま誌に精神的闘争 をする事は意味ないものである 。 そのわりは、熱望される進歩と言ふもの

は過去の最上の意志が現代に感じて櫨績され? こものであり、そして今日の真の力はうつろ

な昼間にあるのでは無くして . 組、ての時代が共の前の時代 主結ばれてゐ 1: 如〈に過去と結

ぴ付いてゐるからである 。
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基準家具の問題が此の頃各方面で研究され始め? こ事は誠

に悦ば しい事である。本項は共れ等の二三の比較研究をし

て見様と云ふので此の問題に就て諸子の注意を換起する事

が出来れば本項の目的は謹せら れる 詩 である 。元来基準寸

法の問題は 中身簡患に片付げられる問題 ではない のであり

まして、慎重の研究と考 察 ￨ｾ 重 ねに上でないと却 っ て 一

定の規矩の 中に入れ 1: 矯め に悪い結果に 陥 る事がある 事に

注意せねばな らぬ o 始めは各方面の研究費料を充分に集め

に上で相営有力 なる 結論に迄導〈 計撃 を立て? このであつに

げれども今回は夫れ丈の準備が出来 Tよかっ1: から一部の記

述 に止め後日更 に詳細な る.(iJl' 究を途げ度いと思って居る 。

小 椅 子 一 -

a  b  c  d  e の長 さ及 A β の角の大き に就て a  b  A  j j  

の凹ツは最も重大な要素であるから之れに就て色 k の方商

の研究の結果を集めて見る t 次の様になる。

α  b  A  B  

議 用

ｾ＠ 用
44. 0  40. 0 

接 用

正悟 用
41. 3  41 .29  9GO.O 99

0

.7 
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0
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2凶色ｾ＠
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0

- 1 02
0  
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0

) 100
0

- 104
0  

42- 45 35- 40 ( 97
0

)  ( 100
0

)  

(  )  内の角度示してないけれども約その角度を推定したものである。
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之等の結果を比較して見ると相営大き な開きがある。之れは各所で賓験の方法と判断の

決定の相違とから来 たも の と思へる。私は - k質験の方法を詳細に聞いて居ないから此の

各に就て批判を試みる事は出来ないけれ共私の質験の結果かちする と少 〈とも α が4i:! cm.O

以上であっては高過ぎはしないかと思はれる。商工省の調夜に劃 して工事指導所は43cm. O

を提案 した と云ふ事であるが共の方がよさソウ lこ思ふo 40 c m， 41 c mは録制こ低過 ぎはし

まいか と思ふ。勿論 α と b とは互に闘係を持っ て居るから場合に依つて は

B  

103。

A  

90
0  

。

37  

G  

47  Thonet  (Berl i n)  

と云ふ様な特殊のイスもある 。之れは曲木の簡易イスであります。之れを俄りに日本人の

標準にして構造 して見ると
工

b  

36 - 35  

α  

46- 45  

位になる様に思ふ。夫れから之等の寸法の

みに絶割に 準協する事は大なる危険が伴な

とが最も
I V  

ふ事は注意せねばならなし、。

此の四つの場合には I と

E  
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E

H

E
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E
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4 9  
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夫れ故 にi r1純に 寸法のみ に準捜してイス を設計 しt: り批判 して はいり ない事にな る。基準

の寸法の定め方が難か しい のは此の駄 にある。 ドイツのi ¥nl on Strahl と云ふ人が基首長イ

スの寸法に就 て書いて居 るのは

a  b  A  B  

42- - 45 35- - 40 約 ( 96
0

- - 98
0

) 約( 100
0

)

であって之れに劃して此の範圏内に於て色 k に動 〈事 を述べ て居 る。日本の標準は 1cm乃

至 1.5cm 位 a b が短か 〈なればよさソウであ るから大樫上記の 日本 にて研究された標準

寸法 主一致する 語であ る。

コウやって調べて行〈と小椅子丈でも中々大挫であるD

私のやった貰験 に就ては詳し〈帝閣工事の第 7 傘 10 蹴 に記載 しで ありますか ら今蕊に

記す事 を止める。私の賓験は a b  A  B の自由に動 〈接置を造って、ソレ に就て数人の大

韓基準 的 の身腫の持主 に 就 て 詳 細なカケ心地 の 卒 均容を取っ て、 共結巣ｾ綜合 して ー ツ の

園式 を求め る事が出来たのである。

肘掛椅子、安楽椅子

α  b  A  B  

肘 掛 椅 子 1 貌 44. 0 54. 0  

間 工 省

同 2 披 44. 0  45.0  

今 休 息 ( 肘掛? )
35. 0 45.0  75

0
.0 95

0
.0  

川 喜 倒 氏

会休息 ( 安楽椅 子 7) 30.0 45. 0 60
0
.0 112

0
.0 

安当理
( 肘 掛 7  )  33.55 44.47  84

0
.0 1∞0.0 

者世 示 工 房

椅子

( 安柴崎 子 ? ) 28.05 44.47  84
0
.0  χX) O. O  

4ミ休息 ( 肘 掛〉 37.5  43.5 84
0
.0 l∞0.0  

モ ト ノ

令 休 息 ( 安 楽 精 子〉 27. 0  46. 5 75
0
.0  

105

0

.0 I  

此の表 に 於て半休息を肘 カ ケ椅子 Ｎ金休息ｾ 安 楽 椅子 と 見 れ ば大関の掠 Ｎ 準は立 つ ので￡［

るが、商工省の分を除いて後の三者は大韓に齢 り大きな差 を見ない只型示工房の 33.55c m

は少 し〈低過ぎ は しないかと思ふ。

本項の寸法に 闘する 論議を それ丈で打ち切って二、 三の集 まって居 る材料金圃示して絡

り度いと思ふ。

7 6  11 



主越家具部、 F 寸法

α  b  c  d  
f  

E接接用ノl、椅子 41. 0  41. 0  40. 0- 45. 0  44.0 

同 肘掛僑子 3:- .5 50.0- 51. 5  40.0- 4 4.0  50.0 - 51. 5  21. 0  

食堂用 11、椅子 42.5  40.0  38. 0- 47.。 41. 0- 42. 5 

一

安 祭 椅 子 33.5  53. 0- 56. 0 40.0 - 43.。 54.5 21. 0  

N  E  T  

食 堂 用 車 子 I 167.0 - 182 0  91. 0ー 121. 0 72. 7 

三越家具 と内外木材と の寸法は各ーツの場合で中には相首賢い範固に動ける寸法もある

諜です D 椅子の坐高にしても安楽椅子の場合にはスプ リングの工合に依っ て坐高が-)奇襲

らねばならない課であるから坐高はスプリングの或 るーツの場合に相賞するものと解樺 し

なければいけ ない。

本項の記事と闘面寸法表等を彼此参照 して椅子類考案の賓 となる 事が出来? こらば此の項

の目的は達する。

11 -1 6  
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家 旦
施 工. 11と 就 て

小 川 安 一 郎

端 書

私は 1 - 2 年前より木材に闘する造作工事並に家具、装飾等 { f 本業とする舎l祉に職を家

十る事になりまし1: 閥係上、遺作工事に闘しての施工順序並に注意事項 とか家具製作に針

しての一般的注意すべき事どもを書 いて居りましTこが、 此度日本建築協舎で室内接飾放の

蛮刊 に際して家具製作に就て書出 して〈れと の事でし?こか ら. 甚七階越ではありましにが

永き聞の経験から見まして此の位の事でよからうか と思ひまして、 績って見まし1: が参考

にでもなりましにら 幸甚です。

1・ 詳細圃叉は「スケツチ」により見積をなす際は . 下の要項に注意 し見積を容易ならしか

パ きもの主す。

11 8 0  

(  I  )  裂地叉は革共の他必要なる見本添付の有無。

( 2  )  木部が「ベニ ヤ」製なるや 、「ソリッド」なるや 、或は板類のみ「ベ = ャJ製なるやを

明確になし置〈ぺし。

( 3  )  上「ペ= ャ」製は特製品なるや仕入品なるや。

(  4  )  椅子の詰物なるは馬毛「ファ イパー J I シュロ」毛. 「パンプー」等に大別せ られ此

等の中 、何 れを用 ふるや lこより見積偵格に 影響 を及ぼすこと多大なるに付、明記なき

場合は之を確むること。

(  5  )  飾棚、書棚等に使用せらるべき . 硝子板は磨板なるや「マシン及び並板」なる や、

特種品なるや 、舶来品或は和製品な るやを明か にすべし。叉各々の厚 さを明瞭なら し

なペし。

( 6  )  塗接、「ラッカー J Iパェス J i ラック」叉は「ワックス」仕上の何れなる や. 叉研問委主.

なるや 、艶消塗なるやを明確になし置〈 こと 。

(  7 )  納入場所の遠近により荷造方法異なり 、運賃にも 著 し〈 差異あるを以て納入場所

を明記し置〈こ t 。

2. 設計見積を命ぜられにる場合は芸大の要項に注意 して設計を作成し、 決定を待ちて見積

をなし 、敏速に註文者 に固商其の他見本訂，{ f 提出すべきも の とす。

(  1  )  設計をなすに営り註文者の意向を充分承知し、共の室のi スタイル」に適合せしむ

るやう努むべきは勿論. 見積書提出前設計闘 を註文者に差点出し承認を求むるこ と。



(  1  ) 提出したる設計闘が註文者の意に副はぎ る場合は 、直ち に設計替の 上遅滞な 〈約

東の期日迄に 再提出をなし. 再ぴ設計遺直 しをなささ'る やう努むぺき こと 。

(  3  )  裂地等の撰定に蛍りでは先づ壁、窓掛 . 敷物等の色調を取調べ調和 を訣かさ' るや

う叉其の柄模犠も「スタイル」に合致するやう努むべきこと D

(  4  )  木部は「ベエ ヤ」製、となすや、「ベェヤ」製と 「ソリッド」との混用となす や. 或は

全然「 ソリッド」にて製作をなすやにより償格に影響を及ぼすこ と多きを以て、 T象め註

文者の意向ｾ承 りて見 積をな すこと 。

( 1) )  椅 子の詰物は甲乙二様に見債を立て同一型 、同ーの裂地 を使用するも 、読物の極

類 により債格に 値開 き あ るこＡＺ ｾ明か にすること。

( 日) 壁地- 遺作の塗装の色調に適合する 塗色 し 仕上後袋の見本を提出するこ と。

".  詩文決定したるときは直 ちに 詳細園面 に基き現寸闘( 附属金物共) の作成をなし、註文

者叉 は設計者に提出承認を? 受け 、遅滞な〈之を製作者に迭附すべき もの とす 。

.1. 使用木材の乾燥は最も注意すべき重要事なるに拘らす一般に無関心の憾あるに付注意

を要す。

原木より遁寸に挽立てたる物を僅 k 2 - 3 週間天日乾燥をなし、表面の水分が除去せら

れたる程度のものを使用する家具商市場に多し口

比較的信用ある製作業者に於ても、乾燥木材として 6 箇月内外天然乾燥せし ものを板子

に製板 し乾燥材として康 〈取引せられ之を使用 し製作す、我園は探度多きを以て 1 箇年

未満の もの は乾燥材と 稿 するを得ぎるに付、 使用前人工乾燥を加l八、含水 10 % 内外に

乾燥 したるも のを用ふることに留意すべきものと す。

「ベニヤ」奴はJ社品と位外品に匡別され日本柴務、新聞「ベニ ヤ」日本「プライワツド」製

を ｬ 社品 と稽す。祉 外品は大部分 ｬ 耐 水 性乏しきを以てなるべ〈之を駿除し 、 祉品ｾ用」、 ベ

し。但 し粧品と雄も 位外品と競争上不良躍を用ひ賢捌きをなすを以て、特に耐水性の保

護あ る製品を使用 するを要す o

6. 天板及「パネル」板の如き接ぎ合せをなすものに劃 しては「ベニ ヤ」製と「ソリッド」との

匡別な し 材 の 色合並に木理に注意をなすと否とは. 自然製作塗接後製品に明瞭に表は

る〉ものなるを以て材料の使分りに特に注意すべきものとす。

7. 外国製品は接ぎ合せ部分全部太柄式なれども、我閣にありでは短納式にして柄組には

必十 ｪ 屡を用ふるも、冬期に於ては相互心木片を高 熱度に温め Ｕ れば 、躍の 数 カｾ失ムベ

〈柄組部の「ガグ 」付は未乾燥材を用ひ? こるとき生十ると同様の結巣となるを以て、冬期

に於げる製作に付て は此の貼特に注意すべきものとす。

8  抽出の摺木は必十堅木を使用し、向共の上端は丸型に仕上げ、とりを滑かにすべし D

9. 椅子の構成 には次の各項に注意するを要す。

(  1 )  rスプリング」は舶来糾を 以て製作しにるも の し 和製棋を以て製作 したるも の と

81 11 



あれ前者は弾力性に富み永〈使用するも腰折等な〈後者は腰強きも弾カ性乏し{ 使

用中に金〈弾力を失ふるに至るを以て前者を必十用ム ベし。

( 2 )  小椅子、肘掛椅子、 安紫椅子及長椅子 に用ふる「スプリング」の棋の太さ、棋の各

数並に此要教は一般 に明記せざるものなれば下に列記 して監' 皆上施工上の資に供す。

名 務 線 の 太 き 「ラ七ン」の 薮 佼f I l 数量

小 椅 子 E設 11番 7  4- 5  

肘 掛精 子 同
11 /1 

9  

u同クッシ ヨ シj 附のとき

/1 /1 

2 0  

安祭椅子

同 「クッシヨン J なしのとき

8  9  

11 7  4  

7  3  

l司 「モ F レ」
12 7  3  

12 5  3  

li司 庁I
11 7  8  

同 ｻｾ タツ シ ヨ ｹ スアリげ」 100 

長 椅 子
数r; 7 ツシ ヨ Y ｊ ｾ 付の とき 1 1  7  62 

同
「クツシヨ Y J なしのとき

8  36 

11 7  14  

7  9  

同 「モ タ レ」
12 7  9  

12  5  9  

同 肘 11 7  B  

肘掛安祭椅子 敷 11 7  16  

7  3  

同 「モタレ」 12 7  3  

12  5  3  

10. rスプ リン グ」受座 となる「テ ープ( 裂 ) J はrlJ 2 吋乃至 3 吋の 巾を有し、これを「スプリ

ング」に感じて十文字に木枠へ雨端折込釘打とす。 「 スプリング ｊｾｉｾ への ｕｕｬ￪ 訴 は 普通の も

のは耐久性乏しきを以て蝋引叉は油引の撚固き物を用ひ 、各卒端に 奥下りに構成するこ

と、 「スプリン グ、」の覆ひは粗布を以て表面金包み 、敷 、「モタレ」叉は肘等大関の型を構

成するものにして、此の下地の造り方は耐久性に 、重大なる闘係を及ぼす ものな れば製

作中精細な る注意をなすべきものと す。

“ 8 2  

J 1. 椅子に詰込むべきものに馬毛、「フ ァイパ ーJ 1シュロ 」ーも、「パンプ ー」等あり。下級

品に ｾｬｾ り 「 シュロ」毛 、 「パ ンプ ー 」誌 を用 ふるも註文品 に封しては使 胤 せきＧるものとす 。

(  1  )  馬毛には 1 立匁 2 凶以上30困位迄の値聞きあり。常通下敷として 2 回程度の もの

を用ひ上覆に 5 闘乃至 7 隠l程度のものを詰合せをなす。

( 2 )  1ファイパ - J を下敷とし上覆 に馬毛を詰合すも のあり。

(  3 )  rファイバ ー」の みを以て造 るも のあ り。

(  4  )  上記何 れを使用するも相官多量に用ひざるときは裂地又は革の表面に弛みを生じ

型を失ふに至るを以て下張の際詰込を充分ならしむべし。



(  5  )  詰物の }'Pへ脱線を以て幾重にも締}'Pへ. 完成後の型を考慮 し多量に使用すると同

時に使用量不平均とならざる や う留意すべきこと 。

( 6 )  馬毛の上甑粗布を以て充分に締め、張込型及掛心地主? 検術し、上娠後に於ける; 快

思H' 此の工程に於て完全ならしむること 口

f  馬毛は我閣に産するもの僅少にして大部分は外岡より輪入せられ、縄燃に掛られ

たるものを捌き使用するものにして、毛短きは下扱J?? にて死毛多き に付弾力性に乏

し。上板品は毛長〈生毛にして毛太〈弾力性穴 なり。馬毛には白毛. 黒毛の二種あ

りて指 定 なき限り黒毛を用ふ口一般用として Ｓ ｾＡ 凶程度を 普 通品とし て、 Ｗｾ Ｘ 圃

程度を中等品 ＱＲｾＱＳ 凶程度のものを＿上 等 品とす。

ロ 「フ ワイ パー 」は南洋方商より輸入せられ榔子樹の業績を細かに裂き乾燥せしめ馬

毛色同 じ〈 細欣にして輸入せらる 。馬毛の代用品と して油営なれども 永久的ならす。

( 註) 細 l伏となすは森簡を綿 tr る震のみ にあらすして弾力を強むる方法なり。

Ｑ ＲＮ 裂地叉は革の上張をなすには白品 Ｚ￟ｾ 充分敷込む べ し。白綿は下張に於ける型 の 不 況 を

l直し、且柔かなる感じを興ふるものなれば充分に使用すべし。

裂地又は革ｾ夫 ｫ の型に臆じ縫合せ張上をな し 「 パイベン ｊ ｾ 以 て化 粧覆をなすべきも、

化粧鋲は通りよ〈間隔E し〈打付〈べきものとす。

13 安楽椅子、長崎子の「クッシヨン」には羽毛、小型「スプリングJ 1バンヤ」の三種あり 。

袋は織目密なる 厚手の腕布を用ひ、羽毛叉は「パンヤ」は「クッシヨン」一校に付 400 !JJ 前

後を用ふるものとす 。

14. :裂地の中、模際物に あ りでは 蜘戸モタレ」肘の中央に 各模様の中心を剖営つべし。小柄

の模様物を撰」く ときは俄絡を低下せしめ得 ぺ し 大 柄 物 に で も 4 尺巾に封し同つ枝織の

選定に努むぺし。 三つの中〈、含有するも のは二 つ切とならす・不経済に付なる べ 〈避 〈べ

きものとす 。

15. 塗装後逆 目 斑等現 る〉 ことなき ゃ う「ベ ーバ ー」摺を完全なら しめ「ウ ッ ドフ ヒラー」

又は「アンパー J (1トノコ」目11-3主用ひさ「るこ と) を以て 目止後二主: 夜間放置し、然る後

「オイルステイン」又は「ウォーターステイン」にて所定の色付雪地し、乾燥を待ちて「 シ

ケラック」 塗の後共の表面に 「ラッカ ー」叉は「バ ェスJ (1 ラック」塗はなるべ 〈辿ーけるこ

と) 1ワックス」塗を製品の程度 により撤回塗立て、各回「ベ 戸パ ー」摺は勿論研州或は艶

消等註文者の希望に基き施工するも の とす 。此の塗装は家具 t して唯一の化粧に付検伐

は特に厳格になす べ しD

16. 机、卓子其の他純子類は下の要項により :精符? なる 検査を なすべ し。

(  1  )  机、卓子、純子を定盤上に乗せ! 附lの長短 、「ガグツキ」なき ゃO

(  2 )  机、 I E子、抽出の「ガグ」付なきゃ . とり充分なるや 。

( 3 )  拙 fH底板小穴入れの「ガタ 」付なきゃ。

8 3
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そ4 )  閥β 、蝶番釣込、開閉工合良しきゃ。

( 5 )  づ|違戸の建合せ及溝のとり良しきや。

(. 6 )  51違戸関戸の引手取手の取付位置は其の家具釣合に決意するは勿論なれども高さ

の中心を取手の中央位になさしむること e

(  7  )  錠前掛り 工合良き や。鍵は各 k の抽出内側へ紐を付げ釘 11-. e なすこと 。

(  8 )  抽出叉は引戸の面が佐或は粧の面との各出入に注意すること。

(  !l )  各金物の出来袋、所定の色合なるや、鍍金完全なる や。

( .0)  化粧金物共の他金物の取付完全なるや及共の位置指示の通なるや。

¥..11)  机又は主主子の天板枠付「ベ ニヤ」仮落し込なれば桟木の不足なきゃ根と 「ベニ ヤ」板

との取合に扶黙なきゃ。

( . 12)  天板上端羅紗叉は皮張なるときは枠より梢高自 に張 L 共の端は枠と 「ベニヤ」桜

との間へ差込となす、叉は別に羅紗. 皮を張り包み? こる板を枠の中に下より i振込み取

付げること。

( 13)  椅子、腰掛部、枠組の四隅には蛍隅金物叉は竪木営木の上、木捻締となり居る や

に付製作中特に注意を要す。

( 14)  安楽椅子、長椅子の露出する脚部と張包の接合部木捻接合となすゃう製作中特に

注意すベ し。

( 15)  小椅子 J 肘掛椅子の裂地又は革張の張上りは仕入品の如〈太鼓型となきする上端平

になさしむるやう下張中に於て注意すべし。

( 16)  安楽椅子及長椅子の敷は奥下りになすゃう下張工作中注意- すベし。

( . 7)  rモグレ」は中高に張上 C るときは工作し易〈多〈此の型になり勝なるも、使用 11
1

詰 物凹 み 、上 張 に鍛 ｾ生す・るを以て 「 カーブ」を少〈せしむべし。

( 18)  裂地の模様合せ正しきや其の縫合せに粗縫なきゃ。

裂地叉は革の四方等ーに張込なき場合は一方に弛みを生する成れあるに付注意を要す

(. 1!l )  裂地叉は革張の各張際に「パイベン」叉は縁取付通り正しきや、鋲の通り間隔正し

きや、鋲打にあらぎる場合i珪釘打により裂地等街活 し居るや。

Ｈ ｾｏ Ｉ＠ 塗下地の目止完全な るや。

(.. 21)  rラッ カーJ . rパェス」等の塗に斑なき ゃ. rベーパ - J 1 習不足となり 居らぎるや。

Ｈ Ｒｾ Ｉ＠ 隅々塗料行届きおるや . 共の掃除充分なるや。

( 23)  艶消叉は研出に班なきゃ、入隅出隅叉は角に接近する部分は怠り勝なれば特にn

意を要すo

荷 造 及 引 渡

1. ｾ省仰 ｩ 主りの上遠隔 の 地に張迭す べ き物に劃しては隅 ｫｾ 特に注意 の 上包装しＮ机、

ヰL子. 椅子類は何れも木捻止にて荷造箱カ骨に取付げ中釣主なすこと。

2. 馬車積卸し及貨車積卸しに際し注意を怠るときは共の製品に損傷を興ふるを以て特

に注意を要す 0

3.  位 ｫ 荷解きに際し裂地ｾ傷む ること 又は塗接面に戒を生ぜしむることあるに付注意

深 〈荷解 きをなすべし。

4. 荷解 きを了し＿こるときは 裂 地には 「プラツシ ｊｾ 充分掛げ 、 塗接面は「ワックス」にて

清拭をなし、所定の位置に配列の上引渡をなすこと。
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美 樹

カ戸 ベッ トは先 づ其種 別ｾ Ｊの Ｓ 種 に大別する 事が出来 る。

1. フェルト即i鹿毛により製せるも の即支那毛眠の如きもの

2. Pi dder  mi nster のまf Iき Pil e 織に屈せき' るもの

3. 手織に於ける波斯椴遇或は支那椴通 の如き叉機械織に於げる ¥¥i l t on Carpet 叉は

A xmi nst er Car pet の如き総て Pi l e 織に属す るも の

以上の 3 種の内最も多〈用ひられつ〉 あ り叉優良な るものは 此 Pi le 織に属するも のであ

って、 今此稿に於ては此 Pi l e 織 に属する ものに就而越ぺるこ と〉する 。

2  

先づ始めに述ペ る手 織の Pi l e 織は東洋のも のであって、手先を以て原始的に作ら れて

居るがｾに、中には 永 し、 製イ十 日星空を要するも の も あ る が ｉ 日質模犠色彩に於て湖特の趣味性

に富んt:: ものがあり機械織ではと ても味ふ事の出来ない優良なものであ る、中には相官高

ft'{な るも のがあり優良なる特徴を有す るが故に世界的に大 に敵迎されて居るので あ る. 中

には立誠 lこ美術品として存在するものも少〈ないのである、今此 Carpet を産地別に見る

時は芸大の種類を其主な るも のとして拳 げ るこ とが出来る のである。

1. Tur py  Carpet は幾何感的紋様多〈所謂土耳古模様であっ て. 調特の色彩を持って

ゐて厚味もあり中 k 優良なものである、我闘の所謂一帖縦通と構す るも のと同じ織方

の ものである。

2 .  Persi an Carpet は前記土耳古の ものよりも優れ? こ ると も劣る事のない 4 のであっ

て色彩模様共に細符で、資料盟富 である 共模様は前者の幾何皐的であるに封じて納税

的であると云ひ得るものである。

3 .  l nd. an C ar pet  は産出額に於ては前者 よりも多〈印度調特の模様及色彩 公有する

ものである、北方 印度のものは叉波斯の影響 を受げにものが多いのである。

4  支那椴通は テシシ インカー ベツ ? と呼ばれてゐるものであっ て債格の割に良いもの

が多 い、生産地としては山西. 伊梨及満が十i奉天附近、山 東省の清南、北卒など であ る

織方としては比較的阻いも のである が Pile の厚 きが特に深 い 叉意匠配色も支那濁

特 の趣味の有るものであって、模様の紘を切 り込み模様を引立たせ色彩の効果を ー居
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引立せ ているのである。

5 .  日本鍛通は大阪堺鍛遇 、依賀地方に 11 ' . 来る鍋島椴通 . 播州地方に 於り る赤徳縦過な

ど主なも のである 、之等 日本態過は内地に於て相営需用あり年 k :片付Hしつ〉 あり . 製 t日も

良〈なりつ〉あ るのであ るが未1:.' 世界的に進出す るに 至らない のを憾とする。

之等手品椴通は機械織に 比 して形は相蛍自 由の ものを製織し得 るのであっ て、模様も叉

自由に多種多様に製作し得る事は容易であるのである 、今悲にては我堺にて製織されつ〉

ある椴- 品を例に採って手織 Car pet の製作の大li l告を述べる事とする 、即指定 され? こ段数に

依って sect i on paper に意匠闘を作製 し. 一方指定の糸 に闘示の色彩 を夫 れぞれ染色し、

機翠及経糸 を準備し凡織工 i 人営り 2 尺より 3 尺位の 巾を受持ち 、意匠闘 に従って夫れ ぞ

れ色糸を経糸 にからみ付げでは切り順次ー列を終りたる lト: Y.f. !l t糸を通し飯を以て打ち繋へる

斯〈する￬Ｚｾ連続的に進めて行〈ものであって Ｙ Ｉｾｉ ｉｊ 職工 Ｓ 人として Ｑ 日約 Ｔ 寸より Ｑ )-!_ 

似の長さを織] てげ得 るのである 、共 I1J に於 ては現在の とこ ろ 26 i¥. : 3 寸を限度ーとする も、

長さに於ては先づ制限なしと云つでもよいのである。

3  

然して使用さ るる材料に依っ て絹椴遇、絹紡縦遇 、毛糸椴通 . 羊毛椴遇 、阪li 鍛通. サク

サン、人絹、 綿悟過な どと 云ふ のである. 叉共他異つ 1: 材料金使用すれば叉夫れぞれの名

を以て呼ぶ可きである、織ブ5の特類 としては共本数に依って組械の差 を生じ従て品質の喜多

著書も H1来るのである。艮P 45， 55， 60， 65， 80， 100  と本敷金 i 尺について段数に匿別する

のである、緯糸は 1 尺に付 50 段以上百段迄 とする のである . 何本の何段、叉は 60 の J OO

と云ふ のは即経糸 60 本 に緯糸 100 本 と云ふ31であって i 寸に ついては 6 と J O と云

ふ事になる のであ るＮ 此段数の多 き も の 科 ＱｾｾＱ 洛品質共良好なものである。此糸の原料 とし

ては

1  絹糸の原料は純絹糸及絹紡糸の 2 種

2 .  毛糸縦通に使用毛糸は涼洲産の羊毛

3 .  羊毛鍛通に使用原料は j:;i iiH1
産羊毛及支芳，; 羊モ

4 .  牛毛は使用原料は冬期 <11りllXつ t: Lf二毛( 夏閉刈り取つにものはモ足短〈不良のも の

である 〉

5 .  人絹は 人造絹糸

6 .  師rc糸鍛通は原料腕i糸 H 7 希子及脳leつな ぎ糸

フ 綿椴通に使用する原料は Ｍ ｶｴ￫ 合 枇 製 Ｑ Ｐ 蒋乎及三河ｾ 三 ＧＱ ＭＱＧＱ糸太 平 存手

以上の如 きも のであ る。大略之を以て手織に就ては之れに止 め. 次 に機械織の ものに稿を

進める E とす る。
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4  

機械製l ' ilc Car pet には次 の各 種の製織の方法がめるのでめる。

A.  ジヤ カー ド紋織機を 用ひて枝様を出すも の. 此内 には次 の 2 極の別がめるのでめる

Wi l t on Car pet  

Brl l ssels Car pet  

B  ジヤカード 紋織俊を 月1ひ守して J模機{ t ' 出すも の此内にも川市の別がある 即

1  . ' ¥xmi nstcr Car pet  ( 此内 に叉 2 種が ある)

R oyal  Axmi ns ter  C arp巴t

C henill e  A Xlllinster  Car pet  

2 .  T 乱pest ry Car pet  

以上大悼の組織に至つては何れも地主? 組織する! 平地の腕又は肱綿交織織物の上にl ' il e と

なる可き毛糸を機械的に織込むものである。

5  

A  に属する Wi l t on Car pet  はウイルトン市で織出された震に斯〈橋せられ機械製

l' ile C arpet 中最優良なも ので あって 、最繊密な組織を? 有するも のであって細かい模綴も

良 〈現は れ、 高雅盟鹿の感じを有し、各種 Car pet 中最高級のもので耐久力も亦強〈無

地物も 簡素上品な ものである 、債格低廉の篤 9' x  12'  9'  x  9'  9'  X  6' の l 枚敷のものが一般

に椴迎さ れてゐる、そ の織方は地を組織する 経粋の外に Pi l e となる可き毛経糸を模様の

色数? ごげ幾重にも重ねて機上に仕かけ、ジヤ カード 機の作用に依って模様を顕は す可 草色

の毛経糸 r:: けをj自立に 地の上に 1; I上げ しめ 、之に 針金をしてl ' il e { t ' 構成するものであっ

て其針金を抜取る際此尖端に附属したる弟IJ 双の作用によって Pi l e を切断して Cl l t Pi ! e 

としにものである、俗に裏通 し紋抵と呼ぶものである。 Pi l e - t 組織する 毛経糸が模様に

依って表面に 顧れぬ場合は絶、て C 乱rp巴t の裏面を通じて沈んで居 るま誌であって、之は地の

!与さを精 して C arpet のよL営 りを良〈し叉 Pi l 巴 の 脱 毛 を防ぐに効をなしてゐるものであ

る、之に使用 する 糸は毛紳立l [ W;li 糸ス コツチの経糸に羊毛の緋糸である。

A にjるする今一つの Brl l sscl s じl rpet は¥Vil ton 市で II ムギ義 人が始 めて織1 - 1 ¥したもの

で自身. 義の首府 Br u部巴l の名を とって斯 〈帰する のでめ る、 共組織は大鴨 川! i l ton に喜多

しいも のであるが、立毛の端を切開せ十倫奈のま〉織ってあるが矯感じも全〈異り叉模様

に( 交って立毛で見る事の出来ぬ清楚の感じのあるものである然し、多少 Pi l e の抑へ方が

粗いのである、 我園では前者を毛 切紙説、後者を? 倫奈紙挺と僻するのが即夫れである。

B の A xmi nst er Carpet は前記の ジヤカード紋織機を用ひするして模様を織出す Car pet

の極類である事は前述の通りであるが、 元来手織 の Car pet  が 本 膳 で あ っ て 英 閣 の
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l¥xmi nst er で織出し? こ矯斯〈稿するのである 、此内 R oyal A xmi nster  Car pet は北米人

の夜明にな つにも ので先づ掛様営 Secti on p江per に潟 し取 り. 共目の指示する所によっ

て一段会if:1こ異った柿妖に P i! むとな る可 き柿 々の色彩のモ糸を配列し . 之を spool に袋小j

り ＱＺ ものを像め所要の段数即校校乃長短に ｬ 経じ、数十本或は数百本ｾ用意しＮ之を Ｑ ｜Ｑ Ｑ 樽 ｬｪ Ｑ ｩ

を以て機上に 架 り地 となる 織物を組織する際! 順次此異つに綿糸の配列が地に U 字型に織

込まれ桟稼の Pil e ｾｾｎ ｜Ｇ ，する 挫置 となって居るのである、 此 ｃ｡ｲ ｰ 巴 ｴ はじ ｵｬ pi l c でゐ

るが然し ¥¥'ilt on ｣｡ｲｰ･ｴ の織に ｐｩｬ･ の糸う［［ＺＦ泊 ｩ 全開に通って居るのでな〈郊に縞 Ａｕｾ の

l' ile 色糸が地となる織物の表面に一重だり織込まれてゐるのでめる故に校様の色数に i位2

じて( 質絡に差格を? 生す・る司王がないのである 、叉 C henill e : ¥xmi nst er C :trpet はグラスゴ

- i打の「ピ ーテンプトンー| 氏の投 開せる方法であって共製法は先 Cheni i l e 糸即毛虫} 伏の

糸 を遣る こと‘ 然して此製出せる Cheni l l e 糸を以て順字に織込み Pi l e Car pct  を作る 、

此 Cheni l l e 糸を造るには Royal ａｸｭｩｮｳｴ･ｲ の場合 の ｾ ｮ < 先づ闘楽を Secti on paper に

潟 し取り共闘の帰示に よ り 目 lc となる数 々の色毛糸ぞ横縞に割嘗て下織をな し、此下織

布を縦の方向に従って車IH< 数本の小巾に裁切りて C heni l le 糸をi盆るのである . 斯〈して

此糸を地 となる j享地織物の上に累次織込み配列 することによ っ て所期の Pile 模慌を顧問

せしむるものである 、特長は製造の方法が以上の主n<  2 部作業にな り最後の Carpct ｾ製

織する織機の榊i宣が非常に簡撃である f話相官蹟 rtJのもの も容易に製作 され るの であ る、 従

って他の各戸Eの機械織の Car pct は慨して 27" 26" 等の r! J に製織さ れ使用 の場合大小川

裂の寸法に裁断し縫合して使用せらる〉ものであるに反 し、 此 C 礼rpet は大概 91X  91， 91  

x  12' 等 の騎巾縫目 なしの l 枚 織 とし C ent er Car pet として製出せらる〉場合 も多い の

である。

T appstr y  Car pet は橡カ Pi lむ となる毛怪糸を漆染方法を以て型 !ずりをなし . 此擦染モ

糸を，: ，. t 也と左る織物を? 織る際針金を? 用ひ Pi l e を? 治る様 iこ織込みて製するものである‘ 此方

法は 丁度一色の ｗ ｩ ｬ ｴ ｯ ｮ 又は ｬ 色 の ｂＺ ｬｬ ［ Ｎ Ｍ［ ｾｬ ｳ ｃ Ｎｬｲ ｰ ｾ ｴ を織ると同様であるが 、 毛経糸 ｢ ｾ ［Ｚ 祭

染 せられてをる馬 表 も間 翠に多数 D 色杉を? 宵ず る伎議付1 ) Pi l c ｃｴｲｰ ｾ ｴ＠ {t' ;孟り i辱る; 寺乏

があるのである. 然して Cl l t Pi l e したも の を即ち Vel vet  '1、ap巴stry C ar pet  と云ひ .

C lI t  pi l じせぬ ;oop pi l c としたも のを翠に T a pes tr y Carpet  と11乎ぶのである 、之も成

11]  C 礼 rpL't で ある、 此 'j' ，tP山 tr y C  trp己t は製法市革な る僑 iこ竣滅織 C 九rpょt の悦際物

ω中で長も 1質格低廉 なも のであ る、現 今市場 で 「オパ ール」と 憎して費出 され て居 る英問

製 Centヒr C arpet は即北極の噴rl1 1 枚織愉入 C arpet である。

6  

以 1-- の他 Sanapee rll g  C隠する 羊毛製の もの F i ber rug 即 随吻性7 ) 織准を J 、て作ら れ

にも の、叉 Iえag rll g と桶する古裂を洗濯して織つにもの sr ai dcd rug や Gr ass rug 等
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がある、其他室綾髭 . 室 織、叉由 多加l織、倭織 などが ある. 近来内地に於て染 色、機織共

に大 に進歩顕著なるも のがあ って、外国製品にも劣らぬ優良なるも のを大阪佐江織物に於

て織附されて居 るのである. Ｑ ＱＡｾ地物 ＲＷＢ rnの もの模倣物では Wi l t on C arpct の 9 x  ｉ ｾ Ｉ ｾ＠

Ａｉ ｸ り 尺のもの 、 ｃｨ ｣ ｮｩ ｬｾ ｣ /¥xmi nst er  Carpet の 9 x  j  2尺 Hx 9尺 の もの、W i:t on ｾｮｾ ｊ 也

物 1、6x 3} ( 6 x 9尺 9 x  Ｑ Ｒ 尺 Ｒ 目 Ｒ Ｉ ｾ ｸ 色、 Ｕ 尺 Ｙ ｸｾ 尺の も の 、 共 他以 上各 ｃ｡ ｲｰ ･ ｴ の ＲＷＢ

rlJ のもの等が織出さ れて居るのである 、' 27" 巾の模様物は最I j 合せて使用するものであって

室全開 lこ敷詰る場合 、叉は院し、安では 27" 枝隊物t ' 心とし共周聞に' 27" nl 模様ボ ーグー

のものを加l合せて敷〈ものであって 1 枚物と 同様の感 を興へるものである、模様物t ' Ji リ合

す時は正確 ｬ こ 合す要があり従って相首立切を ｾＱＱ す も のである、模様の大 、小に 依って具 る

のであるが長い室税多いのである、 27" ｲ ｴｊ のＡｉＡｾ地物ボ ー ダ ー付のも のは廊下康問等の ｩ 泊っ

た所は無論ボーダーを附で令す ものである。以上で機械織. 手織 Pi l e C arpet に就而共

一般を述べたのであるが、 Car pet の取扱方等について簡寧に述べ る事とす る。

7  

Brusse! s Tapest r y， Car pet 等此種の輪奈般には1ili 叉は: J . え或は靴底、酔: 草の火等に依 る

被害に充分tt 意を要し、叉 Cut Pi l e C ar pet に於ては毛並 に逝って敷物の上にある もの

を動かし . 叉帰除の際にブラ シなど使用 する 事が普通であっ て V acu u m Cr eaner を使川

す るが主主もよいのである。但し地の弱ったものは却って 毛を放ひ切る恐があ るのであるか

ら波意 を要す るのである 、叉虫害 に封しては敷ひ であるも のは共害少いのであ るが、 ;民近

〈に勿毛主? 立て〉置〈 方が良いのであって虫は好んで之れに産卵す る ものであるから之を

撞冷れば効果がめる . 叉 Carp巴t t ' しまい置 〈際には「 ホル マリン」 にて消磁石? なし、錨

カ維などに入れ 主任封して置く事が上 k の方法ではあるが . 大 きなものは賞行困難で あるか

ら泊毒後「パ ラダ イ 、 ク ロー ル 、 ベ ンゾ ー ル」の如き除虫剤ｾｴＧ入 れて 各 きな るべ く冷所に

{量〈 のがよい のでめ る、 Car pet は折盛 んでは折 り目 より 破損し安 いも のでゐるから各い

て1置く方がよいのである。 Car pet には黄麻を使用しであるが潟必、る時は単臭を倣つもの

であるから之が漁防としてはも舷らぬ様にする 誌が最 も大切であ るが、使用中I絞っ l二時には

防備掬] 叉は防臭剤を周ひ 日光 に燥し同時に床をち乾す事がi自首の鹿置でめる e

要 するに室内装飾に 於げ る C arpet 0) 使命は保品ー防普 . 快味の効を? な し、 窓、掛. 壁紙

等 と共に室内の美観 t ' 喝し家具煩の重要な配景 となるも のであっ て、色彩. 枝隊共に充分

考慮して撰揮さる可きものでめる事は論をまたないのでゐる。以 .ヒ述 ぺ来った事は jlをに不

徹底の所が多いが御菟しを願って之を以て本稿 t' 格る事と する。
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窓 掛

角 )毛 篤 彦

家主? 建て室内装飾を する 時 1/ 窓掛はどう したらよか らう ? υ とい ふこと は誰し も考へる

重要なこと の一つ である。

窓の機能としては大事〈て明る〈通風換気のょ いとレ ふこと が吾 k の要求することで は

あ るが一方イライラしに光綿や宰の光は室内の落着を破壊し、夜間に於ては壁画 に闘いに

碕子越しの真黒な 穴は吾 k の気分 自? 不安ならしめるので室内の色調を整へる上からも、光

の分量を 加減する上からも 、亦プ ライヴアシ { の上からも 窓掛の必要が起っ て来る 。ルイ

時代やヂヨルデヤン時代にはタペストリーの壁掛や精子張 りに針して百I なり地厚な織物ビ

ロードの様なものが盛に用ひられ? こが近代になっては官署や相営威厳の必要のある諸含祉

の重要の室 以外は ｦｾＧ ん ｦＮＺ んか〉る手重い織物は用ひられす｜其の上識維 工 業の進歩は薄手

の優秀な織物を産出す る様になって窓掛 も室内の設備 と共に純快なスツ キリしに気分を表

はす桜になっ f: 。

窓、掛は特に光 と 杢気を＿適量に室内に分散しつ〉 、向窓 や繭子の扶黙 を＿ 補ム様 に 工夫ｾ凝

さなげればならぬ。こういふ質用的要求の外に上述の僕に室内の色調金調へる情的要求も

カ11へて来る震に風土とか . 闘民性 とか. 佃人の趣味等が此の窓掛の裂地の中に編み込まれ

て一種の努囲気を作り出 す。例へば英図や北濁逸など比較的冬期の永 い地方では霧や寒さ

を防ぐf誌に毛織物の様な鈍重な裂地を用ひ 、惨事蘭西や伊太利などは其の気候 と園民性の然

らしなる篤か比較的揃酒な織物全用ひる とい ふJ隊に 材料のみならす・色彩形状等も絵程思き

を異にして居 る。

従って吾 k が冬は霧が多〈て夏は合戦で暮せる様なロンドンあたりの真似をしても 、米

園の様に杢気の乾燥して居る虞の民似をしても、我図の気候と園民性 とにどう もぴっ? こり

常て淑まらな い。殊に滋策の多 い日本の夏は肱米共のま〉の住宅では恭 し暑くてにまらな

い矢張り開放的な日本座敷に御t誌をつる しに風怖がi実かしくなってうyi る。それで我閣の気

候では多 色夏とで色 彩や裂地の調子ｾ縫へ度い考へが起っ て 来 る 。

こ〉に窓掛 といふのは: ー

日 除 ( S hade)  

グラスカーテン ( Gl 乱ss Curt ai n or Sash Curt ai n)  

レースカーテン ( Lace Curt ai n)  
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椴 帳

」二 官官

を含む線、帰である 。

( Curt ai n or  Ov er  Drapery)  

( V且 l江nce)

シヱ ー ドは強い光を遮仁室のプライヴアシ ーを保

? こせ、グ ラス カーテ ンやレ ースカーテンは光の分散に

役立ち椴帳は左右の制縁に沿ふて霊: らし外光や燈火に

よる色調を密化せしめ、室内の調和を整へ . 上飾は窓

掛の上部の見苦しいカラクリを隠すと共に上部よりの

徐分の光を調節する 等 夫 k の要素となるもので 、こ れ

を上手に扱ひこなして行かなりれば折角苦心して選定

しに裂地の色調や、也月J frH斑を殺してしまふ。

以下少し < H宅を主としに窓出lil こついて説明ぞ試み

ゃう。 第 1 1; '¥1 

「日除」 日除はシェ ー ドとかシャツ タ- 1 : かL、はれて居るもので、硝子障子に接して

かげ日光の直射を? 防ぎ、夜間熔火力: 徐り外部に漏れ子 、且外部か ら室内を見透かさぬ1誌に

設げられる J 殊 に 控室 の 如きは プ ライヴアシーを要すること〉夏 の 早朝 の 日光を 遮 るｾに

はなげればならぬ設備の 一つであ る，其の他の目的の室では 日除の代用を絞ねる郁子の カ

ーテンや目新らしいケ ース メン トクロスのグ ラスカーテンなどでイベこ用することも 国i 白い。

日本在来の御簾なと.' t' !1医用することも 案外よし、効果を来 すものである 。法飾的効果の鮎

では極〈淡色の更紗横様の裂地などが可いが我図では 一般に用ひられて居なし、。 どんな室

でも日除をつりる時は_Iljiに純白 の ものよりも壁面の色と の調和を考へることが必要で・、更

紗模様などを用ふる 場合 も壁画の色彩基調を含んfご極〈 淡色を選ぶと徐り失敗がない。

普通に用ひられて居 る日除の種類は自働倦上日 除 、( スプリングブ ライ ンド) 絞り上げ日

除 ( フエスツン ブライ ンド ) 横引の日除、等がある 。スプリングブ ライ ンドはプ ラインド

クロスで仕立て上部の棒の中に仕込ん1: スプリングによって捲上げる様になって居る。眼

に餐化を輿へる篤には共の下部 に透し繍を入れた レースプ ラインドを附げ ることがある 。

絞り上げ日除は羽二重、部手のケ{ スメン ト等 にて作り消車と づ|分紐とで上方に引上げ下

げす る様にする 。大開大きな窓とか商庖の飾窓等に mひられるも ので あるが裂地の選俸の

如何に依ては住宅に用 ひても不適蛍の ものでない 。横引の日除 とは縁側などの様に横に庚

レ場所に用ふる引幕様のもので上部の金物にはづ|割パイプ或は特殊の 1 字形のレ ールt ' ffJ

ひて庚 い巾を 一方に引き寄せ ることが出来る 様に する。

以上三種の 日除は何 れ も通風の黙では感心力; 出来な い。此黙 を考慮して南欧諸闘など で

用ひられに板製の鎧戸風の 日除から考案 されに S.T. 式 、 S.S.S 式 、 N. K 式 、 等と いふ

93
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通風式のプラインドが出来 t: 。何れも同じアイデヤの下に考案されにもので其の組合せ方

と開閉の仕方に夫々 の特徴を持っ て居 る。之さ寺:の 日除は普通のプライ ンドクロス叉は共の

他の薄手の裂地主? 巾約 2 寸長 さ約窓巾の針金の枠 に張 つにも のを禅山折.へて之を鎧戸風に

l 寸似の聞を置 いて紐と金物で組合 せ叉は把手の操作によ って枠張布聞の傾斜の度合 を調

節して通風 と日 除の目的を濯 する 様になっ て居る。針金の枠に張る布の良否と一重張. と

二重張 りとによって値段に高下がある。此の通風と日 除の雨方商を解決するといふ意味に

於て我闘在来の簾を何等かの方法を以て感用することも遁営と考へられる。

「ク- ラスカーテンとレースカーテンJ グラスカーテンはケ ースメントカー テ

ン叉は サ ッシカ ーテ ンと稿ぜられ . レースカーテ ンと同様の効果がある。一般に半透明の

裂地一一紗. 相、 ボ イル、細糸 のM. 部手の ケースメ ントクロス 、等 が用ひられ窓陣了に

直接取付げるか叉は最も接して窓枠の懐に取り付げる。開窓の場合には k 下 iこ細い パイプ

で取付け左右に引分 げが出来る様にする。上げ下げ窓の時は上下二枚 に仕立上げ窓の下半

の障子 にはパイフ・で直接取付げ上牟分は窓枠の↑ tl こパイプを取付 けこれにかげる。イ ライ

ラしに蒸着か ね空の強い光主硝子障子のギゴチなし、捜を和げて央れるもので、明るい室で

は何時 も窓一杯に擬げて懸りて置〈ことをお奨め仕度L、。 日除と同様壁画の色彩と調和の

ある極〈淡い色T 薄手もので外の風物がかすかに透し見られる 様 なも のが望ましいの

・レースカーテンも同様の意味で長 さは窓の膳板ー; 杯若 し〈は フレンヂt: けが膳板下に下

る位 lこ止めて、非常に 曇った時を除いては常に窓一杯に菰げて垂れ、透して眺めるレース

の模様の美 しき の効果と持味を殺して了はぬ様に考へ度し 、。之等のレ ースは長い反物にな

ったのを切断 して仕立て上げるも の とペーヤレースと 云って一組に なって一枚として嘗繰

っ仁枝稼を織り出しにものとがある。向此の他に 無地のレ ース ネッ トや亀甲紗などに ネッ

トレー スの手法で好みの刺繍を施しt: 高級品を用ふることがある。

ひ

一

用

カ

に

ス

慾

ラ

げ

グ

下

の

げ

組

L
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-
枚
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2

γ

2

る

テ

第
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之等の裂地主? 選ぶ ときに営つて

は壁の色目段帳の色と の調和を考

へることを忘れてはならぬ。色彩

を第一{ 削牛とし l支い。純白は絵り

トゲ トゲしいか らク リー ム淡茶青

磁の淡色等は大抵の場 合無難であ

カ ー 予 >

る。若 しi椴帳が厚手の裂地主? 用ひ

である時は網目のレ ース密閉ひ、

縦 子やタフ エ タのカー テンで ビ ロ

ードか鍛子の精子張の時はグラス

カー テン には海手の絹とか 、ボイ

ル、紗の様なも のを組合せる と調

子のよ レ効果を得る E が問来る。

もともと室の色調と光線を革nげ

る目的で あ るから裂地の! 字路 と色

調 に充分考慮を挽ひ北向の室とか

森 に面した室にはオレンヂ、エロ

{ 、ア プ リコツト、 クリーム等の

温色を選ぴ、南向 、西向等の室に

第 5 闘 低・ぃ窓の カーテ y

9fi 4 闘 ＧｉｾＢ 、 カ ーテ ｹ

はグリーン

ブ リユー系

統の寒色の

淡 い調子{ e

ｾぷこ主は

目と心を柴

ませる上に

も必要なこ

とで あ る。

同椋の意味

で夏とさ与と

のカーテン

の色 と地質

ｾ考へる ｅ

が出来る。
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i fi6 岡 Il ilfr 切 d ー テ γ の i 例

レースカーテン

とグラスカーテ

ンとは同ーの目

的である矯に其

の内の一方を略

すことがある此

の場合には色調

も少し強めても

業支へがない。

「鍛帳」鍛擬

はグラスカーテ

ンやレ{ スカー

テンの内側にかげるも ので室内色調含整八る最も重要なもの であると 同時に窓の額縁の強

い線を和げるものであるから他の裂地より色調の撃かな地厚のものを選ぶことが多い。パ

ンクエツ トホール やレセプシヨンル ーム の様な相蛍大き ¥:!t上重味を要する室にはピロード

とか厚手の鍛子とかを用ふる方がよい。

普通住宅の窓掛としては近来もっと軒快なクレトン、チツシユ、ポプ リン. 薄手の椴子

などを自由に選課して用ふ。プライヴアシ{ や重味を要する窓掛には装地をつけ? こり芯を

入れて仕立ることもある。

裂地は窓掛地として定まつ 1: 裂地 lこ拘束される必要はないから色彩の豊かな婦人服地や

浴衣地 、銘仙などの内から壁画家具敷物に調和するものを自在に選揮t ; ，- c'趣味ある窓掛を

カーテ 1 ＢＧＺｾＧ ＱＺ＠

作 ることがにんfごん普及 されて来て型 にはまつに窮屈な椴恨の裂地は飽 ずられに傾向があ

る。ぞれにげ各家庭の趣味が室内核飾の方商 iこ向って来? こものと考へ品る o 巾は二枚合

せて窓巾の五割増し位に仕立上げる。

「上飾」 上飾は椴帳の内側上部に窓巾 一杯 iこかげ窓掛の接飾憤値の宇b s むるも ので

あるが窓の形欣 によっては略して差 交へなし 、。賞用方面の目的は丈高い窓の上部の強い光

を調節し窓掛上部の取付やブラインドの俸などの不簡裁を隠す穏であるから窓の形紙によ

って長さを加減し釣合を考へる必要がある。上飾の長さはカーテンの丈の七分のーがよい

と云ふ人もあるが こうした規模に捉はれす・に格好と釣合を考へ、丈の{ まい幅旗の窓では五

寸~八寸位. 高い窓ではー尺~一・五尺位、が普通に釣合の取れる寸法であ る。
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「間仕切カーテン」 間仕切 カー テンは扉の ない連続 したこつの室叉は室 とアルコ ー

プとの境に用ひられるもので二つの室の使用法によってビロ { ドの様な厚手の重味のある

裂地をグ、ブルに仕立て〉用ひ、透しでも差支へのない場合は紗. 示品、 レース等の ものを用

ふること によって雨室の気分を よくするも のである 。

以上述ぺ? こ内で間仕 切カー テン以外の窓燐の組合せは 白山で あっ て別に定まった約束は

ないが色々の場合を想像して二三の組合せの例を記して見ゃう。

1. 上飾、鍛 帳、 レー ス カ { テン 、プラインド併用するもの

2. 上飾、 レースカーテン ( 叉はグラ スカー テン ) 、ブ ラインド の1j十川

3  椴 帳、グラスカーテンを用ひブラインド{ t >UI 告することあり

4.  レースカーテン ( 又はグラス カー テン) とブラインドのみ の もの

5.  グラス カーテンのみの時

6. ブラインド のみの11寺

之等極々の組合せばあるが夫々室の性質に陛じて収拾組合せを工夫すればよし、 。

我園の夏は随分機祭が多 〈て蒸 し暑 い。 障子を外して御簾を つ る し軒先の忍草の業 先き

にそ よぐ涼風そ楽しむ様 に窓掛も 夏の猿とし て上飾のみ を捜 し椴帳を外してレ ースカーテ

ン又はグラスカ ーテン を涼しい色彩の ものに取替へるのも一つの方法であるし、椴l隈{ t >ボ

イルとかジ ョー ゼツ トの様な涼しい 、裂地に取り 替へることも 一つの方法で ある。

此の場合は何れにしても上街li は色調の閥係.1 - . 捜して置いに方が効果的であると思ふ。又

ベ ランダ ーやサンルームのカー テンはギンガムか策の きいに浴衣地のものに取替へて見 度

ぃ。 1:1除としては慌を上手に 熔用 すれば通風も出来 て申分ない。

要する に出来る 丈rμ 、範問で材料全選んで寒暑 に感じ趣味に熔じて作る E が好ましい。

然らば其の選揮の棋準{ t >何に 需めるかといふ と之も一概には断定出来ぬが 、官会 り成 〈ない

宝では色彩の複雑化石? 避け る篤に グラス カー テン 、日 除は壁況の色調に合せて淡いも のを

選ぴ 、 鍛阪は壁紙が無 地で あれば縮か模様ｻｴ＾ ｾ珪ぴ、 棋犠のめ る 壁紙の時は無地の裂 地を用

ひ. 色調{ t > 敷物若 し〈は柿子張に合せて作る時は単調にな らぬ程度に蟹化もあ り調和のあ

る 室の 色ヨ 却を 作り ｉ Ｍ ｉｾ すことが什 Ｑ ＧＪ る。Ｈ終Ｉ
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室 内 照 明 器
且

武 田 十 子 男

ＡＡｈ 明片品具の中には外燈 ｪ 照明器具、 際告 用 ｊＡ ｾｻ 明器具 主 宰 多種額あるがＮ本文にては主として

室内構成の一部を受持つ室内 j照明器具の意匠に就て述べる。

今日の燦然 fこる多様の j照明総共が生れる前、人類文化の興亡と共に永い間歩んできたそ

の蟹越に就てまつ知る必要がある。

恩 他 央

防 fえ

μ 9 8  

1痩 四

九、『分綬

吟 ｦｾ

屋 内 ; x "  

ｾ＠ 置 再ラ 手 幌 市 南



?  

J  

J  

F 報

(  1  )  日 本 前民の闘に依

て日本ｽＡｻｾ明総兵の蟹 ｩ 涯の

概16告を了解し得ら れる コ

( 2 ) 西 洋

ギ リシヤローマ の時代佐

代表するものをｾ， Ｚｉｉ る にはボ

ンベイの蛮掘物が最も過賞

で大鰐クラシックの趣を見

るのに面白 い ものがめる。

首時の燃料は重に泊で正岡

( ;f ) はその最も簡単なもの

である、中に燈心を入れて

先の尖った部の孔に火を瓢

じて室内を! 照明しに. そ の形は色々に工夫 され梢複雑なも のが( ロ) であっ て、 ( ハ) は之さS;

の総具ｾ去の上にのせたものである。蓋 に 今一つ床 上に 直接置 ｜Ｑｾ め に Ｈ 二 Ｉ の如〈高いの

がある。

今一つは鈎子様に霊安置し? こ もので( ホ ) はその最も簡単なもので. ( へ) は共の:J( 口を多〈

有するもの〉例である。

之等が蛍時の j照明法の原J!iJ であって、之を色々に肱

mしてゐる 。要するに j照明法としては極めて貧弱なも

のであ るが、之は日光の豊富な土地で あるから夜の生

活には重きを置かなかっ? こものと思はれる。然し今日

所謂シャンデリヤとスタンドに相官する方法が嘗時己

に用ひられてゐたことが明瞭である。

次 に宗教時代 ( 即 ち H ピザンチシ 1/ から {Jf 太利支主主

復興以前迄 ( 4 ili:紀- 12i佐紀) ) の著しい鑓化は蝋燭

の際刷であって、持hは制〈小部分に周ひられ、 ls めに

蝋燭立ての考次ーが生れた、 ;{i 闘 ( A )は 日ーマネスク式

のロ ー ソク 立 で之から久しい聞この形式が用 ひ られル

ネサンスを経て近 l止にヨそってそる。宗教侍代の米民所

" 開ゴシック時代に入って天 Jj : より釣ってそれに多〈の

ローソクを J付ける事 b; .1. '奈された。之に大型二つ J ) ! 1

態ドある一次 ｂ 圃 ［ こ示す如し地目 ｾｊＩ 乗った Ｚ 邦去 を

ー担として夫れを多〈の鋪 r つないで重力をーケ所に

集める もの ーは C 閣の如〈中心になる 一組 わら多〈

～ ｾ百 ｬ 獅 附 ローマ ネ ス タ 式 併 院 へ IL ｾ＠ ' 7 

ルド燭議

9 9  11 



の校を 出して その先に蝋

出濁をつりる ものである。

B 凶 中世ドイツ蛾燭照明具

燭主義の方は「ゴシック」

時代に入ってから多〈の

枝を有する ものそ用ひて

ゐる 。 D 闘はその形態

を示せるもので 、下部の

支へを種々考案ーしてゐる

が大開の原則は之の外に

出ない。

.  .  

芸大にルネサンス に入って依然燭妥とシャンデ リヤと を附ひてゐるが. 形式の取扱方が非

常に合理的になって来てゐ るo シャンデ リヤ の好例はイタ リーピサ' の寺院にある所謂 ガレ

リヲのランプ E 固で 、之は燃料として油と蝋燭とを混用してゐる。その形開ーを見るに中

間に 4 人の子供が上下の部分を支へて共聞に交叉しTこ餓併が迷ってゐる。その子供の支へ

るブJ e 銭帯の引き合ふブj とが工合よ〈卒均し感費があって全慢に無理な所が少しもな L、。

此頃迄宗教が大勢力 を占めて ゐfこ矯めと、イタリー が日光の豊富な閣であると云ふ易lーか

ら. 之等の j照明持具の大規模の ものは

皆寺院に用ひられ荘厳神秘の感を超す

じ防iJ '1' Ｑ 止ドイツか民内機ｾＮｭ明 ｮ D 凶l 制 ＱＺ 凶ゴー ト 式 ー ヒま ｅ 効 ￰ ｾＺ

11 1 0 0  



様に i孟られて ゐるにめに賞利的 、:享

楽的の分子は甚?ご少ない。

次に 17，8 世紀に入ってフ ランス

の文化が大事な勢力 をIS め、ル " 1  

4 枇式( バロック入J l . イ 15 世式 ( ロ

ココ ) 、ルイ 16 世式、ナポレオン帝

政時代の「ア ンピー ル」式等が生れ

1: 。殊 にルイ 15 世を中心として フ

ラン スが民主計社交 の中心となり、 盛

に徽祭主? 藁しにから その結果として

室内の照明も著し〈程遠 しに 。

燭葺は多〈 の枝を有 して 室の一隅

に置く隊に霊安置され. シヤ シデ リャ

は多数の蝋燭を支へ非常 に華 美なも

のが設計 され? こ。其の他に壁商に取

り付げるプラケッ トが集刊されT二、

F 聞はシ ャ ンデリヤ の最も簡単なる

F 園

E 回l 伊 大和l彼 興期照明具

もの を示す owア ンピ ール11 の時代

に入勺てから再び 11 ギ リシヤJ J J ロ

ーマ11 の復興が行はれ、 H ギリシ

ヤ11 i萎術の真似を行った結果ボン

ベイの泊 ランプと同様なものさへ

ー丙ぴ生れて ゐ る G 聞はその例で

ある 。

H 聞は スタンドで此の彫刻の鴨

姿 はギ リシヤの置物総番等 にある

関委 と全然一致する。

此の以後 四 世紀の末葉迄は著

しい現象は な〈 、形式は混i屯とし

て過ぎに 。 その聞に石油 ランプが

生れ . 19  i ! t紀の中葉 に英園に工喪

主? 中心として起つ? こ革命が偽園パ

リの 11アールヌーボー μ を生み喚

-10 I  11 



調閣の新工事を生ん Tご。夫れと同時

に瓦斯般及電燈が室内の照明に大革

命を甜らした、瓦斯は上方に向って

燃える貼が蝋燭及油と似てゐるので

照明法に及す影響は大き〈はなかっ

1: が. 電気に歪つては方向が全然自

rAl でE つ火を黙す' ると云ふ手1肢が無

期となっ? こので照明法に大事警化を興

。 協i へること h なつに。

品

品
次に近代J! H明器具形態の傾向に就て述 べん。

照明器具の形態はその照明方法に依て. 大きな型化を興へる。

現代のl照明方法として三通りの種類を重量げることが11-¥* る。

(  1  ) 直 後 照 明

( 2  )  間接照明

(  3  )  宇間接照明

(  1  )  直接J!H明は溌光開 より穫する光を j照明商 に直接投射せしめる方法であって. この

J I 闘

方法は設備費が少 な〈簡皐で能率のよいj照明方法であるが、 電球が鍔出されてゐる上に光

源商積が，J、であるから. グレー ア( 幻惑) を感じE つ強い陰影石? 生す・る不利がある。

(  2 )  間接照明は、天井叉は壁の一部分に間際を作 k その中の電球の反射による光に

よって照明面をｊＡｦｾらす方法である。この照明方法は設備費が大であるが、グレーアが少な

〈陰影 も柔である。げれども 、光線が直接目 に入らない矯め に何 とな〈物足ら ない感があ

る。 殊 tご銭徴性が強い場合には物慢の形欣を正確に認識することが困難な場合がある。 1

闘の主f I ( 部厚の周囲の壁の上部に〈ぼみを浩 9. その中に電燈とリフレクターを配置して

カーブの天井から反射させるものであっ て、同様の装置を天井の一部に作って 2 闘の如〈

構成する場 合もある。

叉同様の猿置をプラケット型に壁から浩り /"1'. して所 k に黙在させる事もあ る ( 3 圃) そ

の他種k の方法が考案されて現今感ん lこ用ひられて ゐる。

人工天窓JI夜明は天井に穴を あげ て電煙金入れそ の下に天井 と同じ卒商に 白い硝子を符め

込んで室内を! 照明す るも のであ るが、この方法では椅子の濯搾に注怠 金要する、普通の三

リ碕子で は電涯の所在が明る〈見え乳色硝子では暗い。最もよい のは . 乳色スキガケ硝子

であるが、こ の硝子を用ひても電燈の配置をの他の設計がよろしきを得なりれば所期の明

るさを? 得られないから 設計には注意を要する口

11 102 



〆

一 園

照明法の新傾向の一つに所謂建

筆fr . 盟盟主隅せられるのは上詑の

天窓照明 の外、室内に光渠 を作っ

たりしてあかりを建築物に一関 t

して作りつけにしたもの等を云ム

のである。叉 チュー プ ランプを利

戸、] /

マ

三 副

が、その使用法を? 誤 る主

却って煩雑なも の となり

易い。

(  3 )  牛間緩J ! tt 明とは

二 回

用せるものも盛んに使はれてゐる

ので一部は直接光. 一部は鵡散光によってj照明するものである。

次 にj照明器具の形態意匠の研究に就て、工華指導所が護表されてゐるも の 〉棚田告を参考

主して設明すれば

照明器具の良品要素として

( 1 ) 機 能 一 一 合 目 的

( 2) 材
料一一泊 材

( 3) 構
浩一一丈 夫

( 4) 形
態一一車 純

( 5) 生
産 一一厳 f質

( 1) と ( 2) とを合せたも

をそツ トーとし形態は衣の如〈分類 してゐる c

材料として

電 球 真空電球、瓦斯入電球、 内耐艶消電球 . さを光電球、 義光色電球、カナリヤ

道球. 蛍; 型電球等

ソケット テ コライトソケット . 金属製 、陶器製等

コ ー ド 木綿製、上被製 . 瓦斯糸製、絹糸製等

支 柱 金属 、木 材、ガ ラス、陶器 、石材等

脚 葺 ライ トロイド 、ベー クライト等

笠 紙、ガラス、 裂地 . ロヂヤ ア リン、セ ル ロイト¥ ロー ド、セロ ン. 余l必等

ｾ場げＮそ の 他寸法の規格、規範原 型 の製作階梯等の研究の結 巣 を発表されてゐる 。

近来世相の反響之して日本趣味を加味し1:)!(t 明器具等 も市場に表れ、そ の材料にも日本

l主l有の竹、日本紙等を利用せるものが多〈見受けられる 0 ・要するに近代照明総兵の有 ずべ

103
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き重大なる要素 として、 非常 に愉快 なる光棋 をあ? こへると同時に、能率よき形態 を有して

ゐることである 、意|売としても近代的なものであり 現代の室内に調和 をもつにも のでな〈

てはならない。所調近代の機能主義建築に於ては特に新鮮な感覚を有して. それを十分 に

殻揮出米得る総具がお望ましい。之に は一定の定まつに様式は な し 一定の形態がな < 1:も

よい ので ある 。

建築物の完全な 一分子、即 ち自己存在 を主張 しない胤明器具. 従って自己を不純なもの

によ って装飾 しな い純粋・なる形態 し適材によって製作され? こものが近代室内工事の動向

に t って必専なも のではなから うか。 ( 絡)
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] 績散光 をう まく剥) I J せる総

兵 の 例

4 チュープテ y プの 例

2 グロープを耳，umしたoWU

5 チュー プ ラン プ を3利用 した ^ !J. "/ ドの 例

3 反 射 シ ェ ー ド の 例

6 ス 9 ンド の 一 例
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8  Ａ ｩ ｾ 間接照明の 新 しき例

7 建 築化照明の 一 例

9 チュ ープフ ンプを大規模 I' C 用ひた例
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2 階 平 面 園

2 階建、線地下室附

府 高 38 尺 7 寸 5 分

着手昭和8年6 月11 目、竣工9 月l 月311ヨ

石本喜久治

株 式 合 計 大 林 組

(， . . .  1  

x  

( . ・ _.. J

磁

樽多株式夜引所

位 置 稲 岡 市天 紳 町

建 坪 280，125 坪

延 坪 733，513 坪

構 誌 を 銭 筋 コ y ク リー トj生

ヲ十

殺

さ

期

計

階

商

工

設

施 ヱ
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株 式 曾 粧 大 株 組

計

工
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1 階 卒 面 圃

博 多 株 式 取 引 所
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外 観

大阪毎日新聞滞:州通信線局

ｾＭｬｴ＠ 苦| 工 築 士 中 尾 保

加 工 株式合枇繭邑公司

|  現 場 主 任 山 本 光 男

様 式 満 洲 イ Y ? ' ー ナ シ ョ ナ ノι

1 階 卒 面 園

キ

2  ｾ 皆平面圏

s

h

w

 

L  

11 108 大 阪 毎 日 新 聞 満 洲 遁 信 摺 局

阪 計 中 尾 保

施 工 株式曾祉福昌公司



臆 接 室

編 時 室

事 務 室

大 阪 毎 日 新 聞 満 別 | 遁 信 線 眉

費量 計 中 尾 保

. 施 工 株式曾舷絹畠公司 109 11 



外 翻

11110 株 式 曾 社 三 和 銀 行 掘 江 支 庖

株式曾祉三和銀行堀江支庖

位 置 大 阪市西 区 北 堀江 l 番丁 16 番

建 坪 103 坪 6 8

延 坪 320 坪 17

構 造 耐 震耐火銭筋コンクロ ート 建

階 数 地 下 1 層 、地 上 3 階 、及 塔屍

高 さ 軒 高 51 尺 7 寸

工 程 起 工 昭和 9 年 l 月 9 日

竣 工 同 年 12 月 15 日

様 式 近世復興式

設 計 三 和 銀行建 築 係

施 工 合名曾最上藤木工務庖

客 溜

営 業 室

殻 計 三 和 銀 行 建 築 係

施 工 藤 木 工 務 底



看 護 婦の寝 室 黛居間

外 扱

ｎ ｖ ，Ｍ ｜ ｲＩ 巳 ｏ ＢＢｾ ｏ ｎ 1. 0 0 M  

一
収 処 1 0 1 1 1 1 1

( イギリス) 看 護 婦 の 家

30人の看護婦長、 126 人 の 看 護 婦

を収容する事が出来、4 人 の 高 級 師

長のためには各居室、括主主主 lk. び二人

に一 つの浴室の設備がある 。 二階に

は婦長の共用の箪 が あり 、他 の普通

の続 長の ために は居間余終皇室 に小 さ

い化粧室がついてゐる 。 四 階以，トーの

各階には30の看紛終室と 6 の浴室 、

6 の W .C. 押 入、女中主主毎があり 、

一 階おき に交互 に シヤ y 7'E巨と洗濯

等: がある。

( Archit ect ur al  Re¥' i ew ;t志より

本多正道〉

各 階 卒 面 園

建鏡窓 Staul ey 瓦all ，E 剖 ton 及 Robert oon

』

-

l

 

l

 



外 観

此のl ! t 麟合は外壁として骨粗の聞に標準型のパ

ネルをはめ込む仕掛であって 、パネルは雨商アス

フアルト ・マスティックを塗 って防水した 1 吋厚

の・腹背コルク板である。此〈する事によって損じ

1: パネ J しを容易にとりかへ 、叉はキ透明 の窓ガラ

スの同型パネ} L - 1 : 取換へる事も出来る 。

内部壁は水平に賓はぎをしに板で保 II止されて居

ト外部は木を編んで保護 されてゐる。

/ u ¥麟は冬期以外は主として園ひの中の砂場で過

すが 、内部には媛房 . t臭気の設備がある。又動物

は此の小屋が出来て以来茜ピ不気戚fごと云ふ事で

ある。

( Archi tectl l r: :d l{ eYI cw 誌よ り 本多正道〉

平 面 図

11 1  12 ( イギリス) Hhi spsnade の 眼 麟 舎

ｰ｡［Ｍｾ で “庁，ＮＢ ・Ｂ Ｎ

建築家 Lubert ki n 及 Tect on



第 1 園

第 2 圃

( ドイヴ ) I労 働 の 家」懸 賞 嘗 選 園 案

第 1圏 察築家 W. Krat z 

第 2 圏 漣 築 家 M. Mi l l er 及 K. Schul l er 

I  i 3 11 
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( アメリ力 ) 1934 年度の Century of Progress に於ける諸建築

1. Ford の陳列場建築

外 観

平 面 圃

乗物歴史陳列 室

断面圃

建築家 Al bert Kahn 



1934年に再ぴ開催せられに Cent ury of  Progress に於ては 、

大部分の建築は先年の挨 り換へであったが、 For d の陳列場建

築を始め 、アメ リカ ・コ ロェカル風 、和関風、アイルランド風、

古代スペ イン風 、スイス風、イタ リー風等の各位宅群や . その

他の多数の建物が新しく迫力Hせられ1: 。

1934年度の Cent ury of Progress の震に新築せられ仁建物

の中最大のものである。

、や

z p : 商聞に於て、左端が博物館. その隣の闘形の部分が乗物の

蜂史の陳列場、右の長方形の部分が製品展覧場である 。製品展

覧場は長さ 564 択、幅 1 2 択、天井高40吠 あ れ 20乃至30の自

動車合祉が共同して 出品して居る。此部分の構造は断面聞に見

られる如し極めて純粋であり簡単である D

B仇e伽伽 s拙出ω叫 仰I“ 仇川io

製品陳列室断面国

一@伽帥…tμ， 刷m川
!  

岳劃l「

E  

( 7 メリカ ) 1934 年度の Century of Progress に於ける諸建築

1  Ford の陳列場建築

建築家 Al bert Kabn 
I  15 "  
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主主iili に住宅の工事期間として 3 箇

月要す るものを 2 週 間 l亡縮 小せ ん と

した所にとの建築設計の苦心があ る

空気調整装置、給水排水管及階段

を中央郊に集中し、 そ の周閣に各種

の部屋 が取ら れて居 る。墓所 は全然

沼化 で あ る。

床の構造は餓 t反 に ゴ ム ・F イ ノι 敷

叉 は コ ' /! t V ート打、力を受持つ[ : 1 ]

仕 切 は l つ もな〈 、会 々居住者 の必

要に感 じて移動 し得る経快なものの

み で ある 。

凡そ生 物の形は世タト骨格か ら盟内

骨旅へと進化して来たのが自然界の

現象であるが 、 ζ れは 又 その反測を

行った駄にこの建築の面白 味が あ る

ge!，rgl} ｾｲ･､ 玄 ･｣ｫ 及
Lel and At wood 

建築家

116 ( アメリ力 ) 1934 年度分の Century of Progress の諸建築

2. Crystal  House 

11 



3.  Hi .r am Wal ker のカフエー

メ y デノレゾー ンが嘗 て よ 〈ゃっ た設計に似 た外 線 が 特 徴であ る。

4. Swi f t 曾社出品の劇場

正面に 、海 を隔 ててコ '/ ? リ ート打放 しの音楽堂が あり 、聴衆席に I:l:

1，7∞ 名の座席 、聴 衆 席 の 溺 側 に は 夫々 60::> 人牧容のレス トラ y の 設 備

があ る。

聴衆 席 主 音 楽 堂 とを海水を以て分離し た との試みは 、 Gustaye L yon  

の、反 響 鐙 と し ての71< の音響率的効果を 貨験する上に頗る興味あ るもの

である 。

( Ar chi t ectural  F oru m 誌 よ P 新 名 種 夫〉

( アメリカ ) 1934 年度の Century of Progress の諸建築

3. Hi ram Wal ker の力 7 I . ー

4. Swi “ 曾社出品の串j場

建築家五色150蹴22及 117 11 
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第 5 圏

第 6 園

( アメリ力 ) 1934 年度の Century of Progress の諸建築

11 I  I  8  5. Armour 曾社出品の建物

6. 大陸バン製造曾社出品の建物

建築家 Graham， A nderson， 

Probst 及 Whi t e

建築京 Edward H.  Bennett 



2 階 卒 面 圃

地 階 平 面 圃

( アメリカ 〉モ ダ ン 美 術 館

中 庭

外 観

建築家 Morri s 及 。'Conner
1  1 9  11 



議 j寅 場

中 2階ギャラリー

日 120 ( アメリ力 ) モ タ. ンー美 術 館

カンチレバ ーとして突出され

? ニギャラリ ー、 多彩色の壁 . 採

光の調節接置、 こうした ものが

Hart f ord の市民の賞讃する所

となり、 1934年度の建築競技賞

牌を授奥せられに建築でめる。

( Architect ural  For m言主より

種名新夫〉

建 築 家 並{orri s 及 。' Conner -



平面園

サ ー ビス ・ステーシ ヨ y の設計のねらひ盛のー

っ として一見して詑 に もあれはどと の合艦のだと

すく・認め得るやうな特 色 をつける事である 。

凶 l亡示す如くとのサ ービス・ステ ーシヨ y の特色

の一つはその携であり 、他 は 間口のけJ 60' 、高 14'

の大きな入 口であって 、之 が 此 の 令 枇 の も の L 特

色を な してゐる 。 入 口 の 折 昼 戸 のimきはおそら く

欧洲で最大のものであらう 。建 物 は 鍛 骨 煉χ 造擬

石 仕 上、陳列室内肢にゴムを張って自 動車に よっ

て 按 ぜ られる事 を防いても あ る。

( Ar chi t ectural  R 町 l ew 誌より 本多1 E i l l )

ｾｾ ｾ＠

( イギリス) 自動車のサービス・ステーシヨン 1

正 面

陳t 列ム室

建築家 Cameron Ki rby 
121 11 



正 面

14 
(OII. O U N D  f L OO _  P l A， N  

卒 面 圃

11 122 ( イギリス) 自動車のサービス・ステーシヨン 2

建築家 Cameron Ki rby 



アル アオ ール、 ヴ イ '" の オクトー プル綜 合 事校 はノj 、製

校 程度 の 男 子部 、女 子 部 並 び に幼 稚 閣 の 三 つ を包 括 して

建 築 さ れ て ゐ る。 l 階 は察 内運動 場 及 其他 か ら成 p 、Z士

* は 2、3 階 に配 置さ れ てゐ る。 各 教 家の大さ は 8 皿 X

6.5 皿 即 ち 52ロ固 に して、 l肱容生 徒 数42名が橡定され 、

2 名 l 組 の机 、椅 子 が整備 され て ゐ るo ii文案の長さ 一杯

の慾 が 闘 い て ゐ て充分 な 採 光 を要 求 し てゐ る、 叉各教主

の 仕切 壁 は 二重 になっ てゐて 防 普 に 苦心 して ゐ る。男 子

部 及 女 子部 の 封格 的 な 雨端 の 闘 い 部 分には

第 1 ｾ皆洗 面所

との洗面 )'frに は常 気 装 置 に よ る 手拭 設 が設 備 され て

ゐ るが恐 らく 7 テン スに 於 け る 挙校 建 築では 最 初 に

採 用さ れ た もの で あ ら う。

第 2 階 映 笛撮影室

第 3 階 国書面教室

が失 商々E置 されてゐる 。

(T人Archit ec te 誌 よ り 中西六郎〉

2 階 卒 商 圏

1 階 卒 面 圃

3 階 卒 面 国

( フランス〉アルフォール・ヴイルのオウトーブル錦合畢枝

全 豪

建築家 Ga. utier 
123 11 



小 事 絞 正 面 圃

幼 稚 園 の 運 動 場

幼稚園の屋上日光浴場

11 124 ( フランス) アルフォール・ヴイルのオクトーブル綜合串校 建築寡 Gautier 



ポアント・ア・ビー

トルの病院重量養育

院の廻廊のある中

央庭

ボルト・ルイの鮮魚、肉類の市場

1928年 9 月12 日ラ ・グア ドウループに襲来しに大津波 と旋風とは数

時 間の内に北 アフ リカに 於げるフランス植民 地 の ＱｈｾＱ 散の 公私 の建物を

破壊一掃してしまっ 1: 。随って 、建築的な工業 主熟練工 とを有 しない

不便な営地方に可双的迅速にE つ経済的に 、熱帯地方の気候風土に 11間

態し1: 数多 の建築色再築する こと が必要と なり 、その復興建築のにめ

に植民省のアリ ・テユール建築技師が任命され、稀な例にしか属しな

いやうな 、成範聞な雑多な建築事務に努力を強要されにのである 。I補

予 ｾＶ 年の精附 ｊ の結果は一一

政鹿、議事堂、窓兵著作入郵便局( 5) ，税務署 ( 3) 、病院及養育院

( 5) 、外科歯堂 、施療所( 4 ) 、裁判所( 4) 、早校 ( 2句、綜合謬校 ( 11) 、

匡投所( 1句、華北舎堂( 7) 、主任司祭の家( 10) 、治安裁判所( 的、列] 難記

念碑( 3) ，商業舎議所、市場( 9)等を完成せしめてゐる。

( 1ノArchi tecte 誌より 中西六郎〉

( フランス〉ラ・タアドウループに於ける建築群の一例 建築家 Al i . Tur
125 JJ 



色

ポアン卜・7 ・ピート) t . . . の栽判所の中庭

モルン・7 ・ローの教曾堂、正面詳細圃

11 126 Cフランス〉ラ・ダアドウルーブルに於ける建築群の一例 建築家 Al i.Tur 



巴里 「ジヤイヨー宮殿」の試案

1937年巴恩 に開催さ れ る漁定にな っ

てゐる博覧舎の計壷がT象台されて以来

フランスでは種 k な理由の下に 、様 々

な試案が提出されてゐる。 悲 に建築家

ベ レー兄弟による試案を紺介すること

にしゃう。これ によるとシ ヤイヨーの

丘地 の傾斜は現在よりもー居巧み に利

用し1878年に建築された現存のトロカ

デロ宮殿を新しいシヤイヨ ー宮殿で置

換へ面目 一新を企て 〉ゐる。シヤイョ

{ 宮殿は 中央 に高 23 m の柱廊があ り

共上部に高 7
m

の建築を冠せてゐる。

この柱 腕がセーヌ河岸やシャン・ドゥ ・

' 7  }L- スからの眺めの中心を形成 して ゐ

ることになる 。桂廊の雨端は大きな建

築からなってゐて、内部は 7.5
m

x 7. 5
m

の係聞を車位として 、 7.5 田 x7. 5 m、

7.5 m X  15 皿 、 15
m

x 15"' 等の床厨積 含

有する敢多の室の織成からなってゐる

これら の室は夫 k 連絡せしめて現在の

トロカ デ ロ宮殿同様に、風俗易保及び石

ff で再生され? 二割照彫刻の博物館に充

営すると同時に、現在巴里に散在する

種々の博物備をも此鹿に一極めにする

ことを企 て〉ゐる 。近代彫刻の作品か

ら或 るもの は桂廊に、叉は中庭に配列

し、緒簡は桂) 郊の上部の室( 天窓から

採光しにもの) に陳列すること〉する。

以上の建物に隣って劇場が出来ること

によりシヤイョー宮殿は完成する、斯

〈て シヤ イヨー宮殿は巴黒人の智的並

びに重芸術的生活の中心を形成すること

が計聾されてゐるのである。

( L'  Ar chit ccle 設、より 中西六郎J

2 圏 直E 置 圃

1 国 レイ・ヌアール遁の新建築の-j9IJ

第 1 圃 レイ・又アール遁の新建築の一例

( フランス) 第 2圃 巴里 「シヤイヨ一宮殿」の試案

建築家 Perret 兄弟

建築家 Perret 兄弟

1 2 7  11 



現 在 の

取鎮へたl ! i ! ! 置 園

11 128 ( フランス) 巴里「シヤイヨーの宮殿」の試案 建築家 Perret 兄弟



「

闘 犬 阪 市 長 の 長 逝 を 悼 む

一都市公園にも斯かる功績を残された一

椎原 丘
ハ市

都市研究の槽威で a) 1) . 其単な験者的な一代

の名市長 と訴は れ仁、l制一氏は過去21年の久し

い問 、助役として、叉市長 として裕始一貫大阪

市政 に 議 体せら れに こと は周知の こと で、270

高の市民が吾等の市長 として誇 k 敬慕してゐ

?このであっ 1: 。氏は卒索極めて健康な方であっ

fこが . 突如病魔の健すとこ ろ となり 、途 に刻1擦

の効宰し し 去 る1 月初日享年 63 才を以て長

逝せ られに。ま ことに閑家のTこめ惜 しむ べ きで

ある。

闘氏が大阪市にEをされ1: 業績は大大阪の今日

の賑盛 を築い Tこ隆昌史そ の もので. 治j に大阪の

偉大な 恩人として. 市民は永久にその功績を憶

ひ感謝すべきであらう ロ氏は特 に都市の綾地問

題に就ても. 多大の興趣 を有? これ‘ 理解あ る篤

政者として大阪市の公園其他浩園の方面にEをされに業績は貨に齢 〈ない。

故 大阪市 長闘 一 博士

私は親 し〈隣市長の下にあって. 大阪市の公園課に職を奉す・ること十五年、その間緑地

問題に理解ある闘さん ( 以下閥 さんと呼ばして頂 り が都市の公園及び緑地問題に到 して

少なからぎる博識と 幾多の先髄 として提唱せられに各種の事質を回想 して、今更のやうに

遁国界に残され? 二 、偉大 なる功績の数 々そ思ひ出して感激の涙に咽ぴ、此の機舎に 闘 さん

が御寝起で吾々が手を下して生れた数 k の中で、 その主なるも の を御紹介しゃう。

×  ×  ×  

煙 る都の大阪 を浮化して、 緑 の都市に しTこいと の念願は、 270 禽市民の等 しく叫ぶ聾で

あり . i語政者と しての闘 さん が. 先費者 となって日 夜努力せ られにことである 。かの大 阪

都市協舎が年々 盛大 にやってゐる 大大阪緑化運動 も. 煤煙防止舎も 闘 さんの御護案で生れ

1: もので、何れも 著 し〈そ の効果を霧げてゐる。 殊 に煤煙防止の如きは、府営局と連絡をT

12 9  11 



11 I、3 0

とって 、防止規則を殻令し. 機闘及び煙突の改良や火夫の検定などを厳密にして若々その

理想の蜜現1.こ努めてゐる。 芸大の数字 を見てもそ の効果の偉大であることが覗へゃう 。

大正12年度 石茨使用量 2，101，433噸 卒均哩営

f 奮市 479噸

煤煙降下量 23，272噸 l 新市 2251煩

昭和 8 年度 石炭使用量 2，566，800噸

煤煩降下量

[ 宮市 228噸

13，081噸 t  ;新市 169噸

即ち石茨の使用榊加の比 2 割 8 分に劃 して、降下量はこれに反して 4 筈1J 3 分の減少を見

ぜて居る。しかもこれを奮市内のみに就て見 るならば i 卒方哩に 479 噸降下しにものが

228 噸 に減少 しで居るのである。叉昭和 2 年 に生れに全国都市問題合議 も闘 さん の肝入 1)

で産聾 を翠げたも ので 、 しかも 間合議の第一回がそ の年の 5 月に大阪で開催せられ. そ の

議題に 「自 由空地と公園」が提案討議 されに時に ふ 闘 さんは 自ら立って、 「都市緑地政

策」 を力説せられて、 緑地の保存、増設の念務を読寺、止まるを知らさ' る自然への破壊者

に注意 を喚起せしめにも のである 、 その時の演説 と営時「大大阪」誌上に載せら れに論文:

は質に敬服す べ きも のであつに。拙著「現代庭園岡設」に賜はつ? 二次の序文の一節は賞に

蛍時の閥さんの主張を明かに し、野!iいにも の としてゐ る。

×  ×  ×  

「徳川時代政治家は都市建設の技術に於て現代人よりも優つTこ考へを持って居 t: 。明治文

明は殊に都市建設に無頓活であり 、無理解であっ た。 H 悶|主lは紳が造 り. 都合は入力; 遺 る / 1

k云ふ諺があるが、明治市民の浩つ に都市に 欠陥の多き事は世界の文明の何所に見出し得

るであらうかJ e云は れて居る。誠に適切な る意見である。見よ、大正12年突如として帝

都 を襲ふ 1=大震災に際 し、 徳川時代の祭政者が遁ち れに数々の災害上の火除地が、明治時

代の人 k に依って既に失はれて居?こ〉めに災禍を大き〈し、ヨドひ残きれてゐ t=上野公園や

芝公聞や二重橋前の腐場などが如何に災禍を少なくせしめ? こかは、 t並人が現賓に見せしめ

られ七こ左である o しかるに大大阪の現欣は . 近代都市としての内容を備へ来つ〉 ある反。

面 、自然は遠慮、な〈どしどし破壊せられて行き つ〉あることは疑へない事賞である。僅か此

底30年前には道頓掘の堤坊に柳の並木が植えられてゐて. その下で風流な遊び も出来T二、

叉城東練兵場の林ではドング リｾ 袷ふ て 紫し〈遊ぶことも出来 Ｑ］ の であるがＮ今は そ れ 等

は紅授の巷や射ｾ場にそ れ ぞ れ化してしまってゐてその面影き八留めてゐないではなし ゅ、

×  X  ×  

今や 市民は自然へ の 復腕 ｾ ［ｫ め 、 育室や空気や Ｗｫ や維や土 に劃する憧 憶 となって来た の

である。か、る市民の要撃を満 さんが震に聞 きんは線地として の市民農園や公園の増設及

蝋犬に常に留意せられて 、これが賞現に努力せられてゐ仁 のであっ仁 。その現はれと して



大正15年金閣に魁けて市民農闘を住吉区の湯里町と東淀川区の山口町に創設し1: 。更に最

近 に至つて はこれを城北公闘の一部に新設して 、市民の懸倒的徽迎を受げて橡想外の好成

績を牧め てゐる。そうして之が靖設の機運が市民からもかもされて居る o 叉闘さんもこの

焼況を見られて非常に喜ばれ「春には南の方にも 一つやるかな J e 私に云って〈れ fこのは

つい昨年の幕のことであっ 1: 。その後も，折にふれては闘さんは、市の周園部の農耕地力:

極端に建築用地となりつ、ある現況を憂へられ. これが針策として市民農闘を廃 k に設置

することを主張せられて居に。金〈此の市民農困は車に線地として市民の保健、衛生上に

役立つのみな広令、市民が農業的努働を行 ふ事 lこ依って、結健なる思想の耐養 ともなれ

且叉非常時尺際しては市民の食料問題の解決の一助ともなるも ので、今や我邦に於ても識

者の聞にその効果の大なるも のを認められ、 谷大都市に於て着 k その賓現を みつ、 あ るの

である 3

X  ×  ×  

もっとも、こ の市民奏聞に 類似し? こものは、欧洲に於ては早くより其の出現を見‘ 就中

調ｾに於て最も高度に張主主を遂げ ｦ こものであってＮ調逸では新かる施設のものを小合園Ｎ
ヲ ? - < :" ::I P ニュー E ー トガ ルテ シ ク ライガ ル予; . . 1) ウエルク ライガ ル テシ プロ フト メ シ トガー ｽ ｾ ;.，. 

小合衆落地、借地園. 小園、 恒 続 小 閑 等 の 名 稽 を 以 て 呼 ん で 居 れ 英 闘 で は 小 菜 園

と呼んでゐて、そ の効果の大なるを指摘して居るものであるが. これを我が邦に適した方

法に依って、全聞に率先して行ひ. これを成功せしめに闘さんの功績は大なるものがある

叉公園に於てト大正天皇御大暗記念事業に際して七つの小公園を新設せられたのも. か

の闘東大震災の直後に元刑務所跡を避難公闘として、 扇町公園を 12，000坪に棋大しにのも

幅島火葬場の跡を公聞にし1: のも、寝屋川製立地の一部に終恭島街園を設け t: の色、大正

14年中ノ島公舎堂前の大阪ホテルが慢げ t: 時に. 再建築を許さす・して公園にし7このも、凡

て闘さんの御費起に依るものである 。或は叉彼の三菱倉庫の大爆褒に際して、三菱 より大

阪市に百禽閣の寄附があって、各融災者の見舞金に使ひ、向剰険金が生じ1: 時にも閥さん

は西九僚公園の新設と九僚公閣の鏑張に使はれ? このである。全〈闘さんは機舎のあるごと

に巧みにつかんで、公園の新設及び按大に努力して下さつにのであっTこo ごく最近に於て

は、昭和 8 年失業救済事業主? 公園にふり嘗てられ、工事費のみに 40高間金投じて天王寺公

園の大改造、城北公園、大阪城公園. 回謹. 股ケ池公国等の 5 公園が新設及揖張せられTこ

のである。之も閥さんの褒案であって. 自分等 をして驚喜せしめてくれにものである。向

昭和 3 年には第二次都市計劃が立案せられるや、多年の宿願であっTこ公園の鎖張; 噌設及び

墓地公園がカHへられた。即ち公園では服部公園の最大 33i .600 坪を筆頭とし46個所線、面積

J  / 07，900 坪の外公園道 13 棋が決定され? こ。之れは大大阪の百年計の基礎となるも のでや

〉理想的のものである 、内大阪城公園外5公園は既に完成し向昭和 9 年度から 400寓凶を投

じて 7 ヶ年の議定で長居公園外 7 公闘が事業に着手する事になってゐる 。今や その一部が

質施の曙光ｾ見つ〉ある際、その完成を見す ・ 逝かれにことは甚 ｴＺ 遺憾である 。

1，31 11 
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最後に特筆す べ きことは、 何 んと云つでも大阪市の昭和御大蹴記念事業 に、大阪城公園

の建設を選んで天守閣を復興させ1: 聞きんの功績である。寛文17年以来 200 幾年かを華壁

のみで過ごし1: 錦妓に春が魁って大大阪の大空高〈千古に輝〈新天守閣の偉容を仰ぎしと

寺、誰もが惜しみなく 異 口同音 に叫ぶのは「好い記念事業である」と云ふ讃辞であらう。

そうして此事業は私に終生忘る〉事の出来ない思ひ出を遺つTこ。其は. 此の輝かしい記念

事業が竣成して、 盛大な竣工式 と祝宴が域内に て張られ 、主賓が既に 退席せ ちれて後に は

市の 幹 部の みが ー 圏をな し て Ｎそここ 〉 に 盛 んに蹴 ｾ ｩＮ Ｇ ｾ 霧げてゐ ＱＺ 時、闘さんは親し〈自

分を招ねかれて 「皆 さん今日 の殊勤者に乾査 を奉げ て下さい J 1: : 叫ぱはれて証を手に取 ら

れた。何ん主云ふ閥さ んは部下思ひの人情味の深い人で はな からう か。私は生れてこれ程

惜しく感じに事はない D 私は大阪城の天守閣の偉容のや うな聞きんの都市公園 にEをされ 1:

偉大な足跡を御紹介し. その 功績 を偲ぴつ入 謹んで哀悼の意を表するので ある。

近き将来に於て、 闘さんの蒔かれにこれ等の種子は健やかに育って大阪市に綴濃き公園

網が久速 に張 られるであら う。術此の種子を健全に育て』、閥さんが意闘せられて居1: 理

想、の都市を一日も早〈賞現させることが、吾々に残されに大なる仕事であると痛感し. 吾

k は粉骨砕身以て大阪市の震に努力する 決心である。( 昭和10年2月1日〕

本 誌 執 筆 者 紹 介
( 掲載順〉

: ( :  ト ノ セ イ ゴ 東京帝大建築撃科卒業 、京都高等工遺書撃校教授

向 井 寛 一 良E 京都高等工善事事校教授

一

角 尾 篤 査 京都高等工豊富豪校卒業、三越大阪支応笈飾部長

伴 野

一
千 良 早稲田大事建築事科卒業、村野建築事務所勤務

JIl 
女-ー・】.

一 良R 京都高等工善事事校zr 業 、内外木材工君主株式曾F土技師長

河t 山 美 樹 京都高等ヱ毒事懇校卒業、高島屋装飾部長

武 田 十 子 男 京都高等工委事校 l問案科教室

ホm 原 兵 市 大阪市技師 、土木部公関課長

11'!_ 田 茂 早稲岡大撃建築事科卒業、本合災害妥員

矢 田 鍛 諦 東京帝 大建築製科卒業 、 本合災害ｾ員

浦 f古1 史 東京高等工業拳校卒業、本合災安委員
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賓 塚 大 劇 場 火 災 被 害 朕 況 j視 察 記

昭和 10 年 1 J:J 2! 'i 日午前 7 時 50 分、阪急; 賀塚新温泉内大歌劇場舞憂裏東北隅の大道

具係休憩室よ り穫 し? こる火災は忽ち舞 肇 より観覧席に延焼し 60 蓬徐の消防ポンプ共他の

大活動も建物 の高居な りし篤し この地が上水道の設備 な し 僅 か に 阪 急:腕1係の建物tこ使

J - ! J せる私設水道のみなりし事、叉同劇場主要の武庫川も冬枯れにて 水 少 な し 用 水 路 を せ き

留めて漸 ＼ Ｗ｝Ｈｾ得 、 或は同劇場向ひ側の動物園のプール共他より水を得る等のＷ｝Ｈ利甚 ｲＺＺ 悪

しかりし翁 . 消防意の如〈 ならす¥ 午 前 8 時 10 分 には舞華・上鎖骨 トラス は、銭骨銭筋 コ

ンクリｻトの外塁走ｾ残して焼り落ち益 ｫ 火勢を強めて内部一商は全〈火 の海 となり、内部

よ り盛に火を吹き 、さしも 豪華を誇 りし同劇場 も無残な る姿を残すのみとなり午前 9 時 30

分漸〈にして鎮火せり。

本劇場は大正 12 年 l 月 23 日首時パ ラダイスと栴せし歌劇場が同様火災の? こめ焼失 せ

る後新築せるものにして本邦有数の大劇場なれ今その概要を示せば次の t n し。

1 階 鍛

観 覧 席

舞 蔓

2.  各階面積

地 府

中 2 階

中 3 ｾ持

崩 1-. ｾ符

災害湿度委員

1 一 般 被 害 欣 究

3 階 建

l 階建( 地階付〉

休 憩 室

柴 崎

390.5 :f- F  

270.15 .TF  

221. 55 刻、

15. 33 坪

世

間

階

階

勺

〆

勺

i
u

E量 k 第 2 階 ( 7)<; 縛〉

以 上 延 坪

3 定 員

2，238.49 珂i

黒

矢

茂

戒

史

田

田

浦

鍬

fAj  

5 階 建

3 険 建

75698 主干

243. 65 .ii F  

233. 53 .TF  

6.75 .同=

階 1，620ノ、 2  階 936 J、 3  階 832 人B

4. 階 高

集 度 パ ラ ペ ット 1O. 45 m  舞 霊 屋 線 棟 :22.5 m 

署 員 覧 席 パ ラ ベ ット最高 20. 8  I D 
7)<; 縛芸書屋最 高 24.2 m 

級 覧 席 尾 根 棟 25. 9 m 換 気 港 最 高 26. 3m 

i陸宮? 針 最 高 33.4 m 

5.  各階路室! ! I ! 置

A.  観 覧 席 の 部

地 階 緩房機闘室

133 川
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芦 四喧 2 叫 ，岬
耐 倒

舞

川 会 134

6. 

階 署捜f主席 、休R ! t隼・

廊 下 、貿 応、

rl' 2  [管 休自主家 、投光' 全

fE気宅 、廊 下 、資 応

ｾ＠ ｾ藍

2  階 事: n主席、休恕街

廊 下 、預 備 安

中 3 階 休憩案 、廊

変 筒、) g( 術家

3  階 著書 ｔ 主席 、 休 ｍｴ ｾ 長

J詫

浜ｾ F  、漁村H案 、待 選

鈴 ; 夜 、物 ・131

7]( 棉$ .患トー賀 ｾ Ｒ 階

B  柴 原 の 部

地 階 大 道具 、 ォー ケ

2  

3  

ス トテ、楽手律 、電気宗

手伝孫 、鈴雇用促所 、

同浴家 、同洗面if!r 、 年年

HH吏ffr

階 舞 選 、豊平準fポ

家 、事 務室 、 コー ラ スヨ三

段 硯室 、小使室 、従事号室

階 完!Htn室、教師主

投光室、需主主主隼

階 イヒ絞袋 、懸接笠

宮最側I主主

グ十に 1¥i j菊 槻 、 プ P ツ ヂ

投 光 悌二子

防 火:設に消火設備i

防火設備としては署員覧席と舞姦と

の君主界に防火扉ある事及び舞議開口

に石綿級 布製 の 防火幕あり 、 防火ｾ

は或程度効力 を霊童探せる もの λ 如 〈

なるも 、級 布 製 の防 :k幕 は号 |下 ろす

術もなく 、従 っ て 何 等の効 果 な い

ζ の舞 翠関口 より炎が叡覧 方 面へ

奔出せ るも のなり 、然れども乙 の防

火 幕は多少焦げたる所ありしも鏡跡

に Ｍ ｾＱＩ 残 ｦｦ せり 。

7.  竣工期日 大 正 12 年 10 月苛

工

大正 13 年 7 月 19 日竣工



2， 構造反仕上概要

A.  舞事 、及奈落

. トラス. 鍛 骨 造 、屋根. リ プラスコン

グリート 1til. 4  寄託塚劇場外御 大正11
3 年 7 月竣工

壁 樟 鍛 筋 コ ン ク リ ー ト 治

舞蓄基床 銀筋コンクリ ート 造床板仕上

廻 舞 基 木 造

網 場 木 造

防 火 砕 織心石綿織布製

外部出入口 スティールシャツター

B 観 客 席

卒 場 木 造 床

大 天 井 木 骨 造 、石崎にアラパスチン及

/ へ、 / ぜ E 起 :. j. . - ，_ ' "' - r .  

金粉仕上 潟県:5 ｾ警塚劇高島内部大正 Ｑ Ｓ 年 Ｗ 月 竣工

ト ヲ ス 鎖 骨 迭

屋 根 リプラス コンクリート法

ギャラリー 鎖骨トラス、木製下地、ラスモ ル タ)J..，

蝿 客 出 入 口 木 扉

廊 下 3

5コンクリート下地木治床

床 階 段 }

窓、 スチ戸) J . . ，サッシユ

壁 コンクリート下地、 外部自 セメント入「スタツコ」内部アラパスチン及金粉仕上

C  紫屋、事務室部分

床 コンクリート下地盤敷叉は木造床 、劇場部 との境界壁、鍛筋 コンクリート治漆

喰仕上、防火扉使用

柱 、梁、床版、主要壁樟

織骨・又は鎖筋コンクリート遣にして、鍛'円部は凡てト ラス、ギャラリートラス. i ' 除き

ゴングリー ト被盟主? 施す。

3， 延 焼 獄 態

地階奈落より護火せる炎は騨 窒 機 械 室 等 の 可 燃 性 油 類 問 後 して; 朝七助長し廻舞萎

を燃境して舞蓋面に炎上し、夫;J、道具書割に類践し宛然躍中の火p 如き猛炎1イじし縦令防

火幕の完全閉鎖せりとするも前述の織布防火幕なれば火炎の吸引性により引機られ途に観

ＱＮ ｾＵ＠ ，. 
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客席に 奔什1ぜる火炎は卒場床椅子ギャラリ ーj末崎子等の可燃性物を類焼し天井を焼絡し火

炎は憧 と共 に各廊 下に遊出し特に共上昇性は 3 階ギャラリーより同前面廊下に集中せるを

認 められる 。

東北よ りの徴風濯度の風はあり しも 、建物の性質」さi"f妥廻 は 外 部 に 開 口 少 な し 叉 観 客

席は外廻 りに 歩廊を廻らし内部は「シ ャツ ト」を? なす潟、火勢は舞査の屋根を突抜げ上昇

し 、各 歩Ａ郎の床板は殆んど延焼されぞ る も階段室は火炎ｾ誘導せ る 形跡少なし火元に近

きもの並に Ｓ 階階段を除き踏板蹴上板 の残 存せるもの多〈煙及熱風は凡ゆる間隙より誰 ｾｈ

せしも 、火炎の下全這へる傾向少なし卒携のギャラリ ー下には椅子その他の可燃物残存

し. 2 階 3 階ギャラリーは殆んど焼かれたるも「ラス モルタル」 の被覆の震「ギャラリ ー

トラス」は多少提曲せるのみの如 し、( 天井は木製なれば燃焼しラスモルタルは殆んど象IJ 決

せ り〉火勢は舞事より客席に主主: 出せる後に舞肇トラスーの崩落ゐりしものと認めら れ. 猫火

炎は91l f ，裏 口より 前面ギャラ リー の上部 に最 もつよ〈吹付け しものの如1< 客席 トラスは一文

字上の も のは無被害金 思 はせ る ものであり 、 中央部より前商Ａ廊下に及び費 ｬ 診甚 ｲｾＧ し〈亦歩

廊も 下階 より 上階に及び 、爾側 より 前面に被害甚大にして三階ギャラリ ー前面の歩廊辰も

著 し〈 コンクリ ート の蜜質を認め得らる。

客席屋根トラスは轄落せるものなさも費形により E 、屋上ラスコンクリ ー ト及び塔の薫

l墜に より屋根に大亀裂を生じ舞韮屋様 トラスは全部崩落し伶献に蟹形叉は切断し柱と のよ! 元

付は ')1 ちぎられ、 妻側のコンクリ ー ト俊及鎮筋コンクリー i キl二は内部に傾斜皆曲し:被裂は

制落 す、 火炎は屋根商に放 同 せるｾ凶周壁商は 上 部の窓共 他 の開円を除 き 絵り火炎及主主主「

活出せ ぎり しものの如〈下屠の開 口は燦蒸の形跡i少はし。

隣緩繁斥ーは摩IJ 海部との境界 . 鍛筋コンクリ ー ト壁にして且餓扉 なりし矯墜に沿へる !廊 下

は煙の矯儒蒸せられし形跡、みるも火炎による被害はEat-られす・。

4 被 害 詳 細

A 外 観

入口1道路方面 よ りの外観は潟県 6 の虫n<  

その道路に商せ る妻軍基周園の鎖筋コンクリ

ート壁憶が多少の傾斜あるを 見る 、而して

この部分の上部にあり し通風塔 並に 序: 綴は

墜落し、観覧席ffi 棋の通風塔は f頃斜せり。

耳ｾ ｩｉ［ 6  焼失舞選主主鎖骨 ＡＩｩ ｾｊ あ コ シクロ ー ト 盤位の傾斜

武庫川方面よりの外観は潟真 フの責n <向

って右側階段室並 に各階廊下の外壁はその

まま形態を行ーするも . 火 災 と消防の翁 3 階

廊下の窓ガラスは殆ど全部破損 し、又屋根

11 13 6  



妻にある 鎧 戸よりは盛に黒煙の噴出せし形

跡i あり 。

3 階及び中 3 階 床の部分にある汚染は消

防の* の穆み出し fこるものなり。

耳 ｩｾ 7  武庫 川方 面 よ りの外観

残存せる観覧席上部の屋棋は潟真8 の如

〈防水府( 天然スレートマルソイド仕上 ) に

大亀裂 を生じ . 下のコンクリートに迄及ぼ

し所 k にコンクリート 墜落の筒所あ り、共

彼自主瓢より様. 1; ( 1こる黒煙と 炎 とを噴出 しfこ

る形湖、著し、通 風土答は約 l Oつ傾斜せり、 第真

8 左方には墜落せる 灘忌: 屋桜のめりしなり

隣段箆」土各階廊下のガラス破損及び妻伸、の鎧戸

B  舞畳及 び襲 屋の部

舞事袋東北隅空〉大道具係休憩室 より出火

しfこると、この附近に世かれにる物品 が皆

燃え易事物 η みなりし榊 ｩ 係 上舞ｾ Ｎ ｾ 附近 の 火

勢 力; 最 も強かりしも の と考へる。

而も 23，1) m の舞事tffi 根棟上には 、長 係

6 m短祁 4 mの楕凶形にして高さ 2，.'i m の

大通風; 塔あり火勢をして盆強大ならしめに

よ り黒恨の 吹 き出で し形 跡

るものならん。この部分の尾根は l Oc m間 :i;iA 8 残存せ る叡覧席上部尾根

隔に約 2 c m のハイリブを有す る リプ ラスに約 l Oc m 厚のコンクリ ート を打もその上 lこ防

水府含有する fこめ約 300kg/ m"位 の荷重金推定さる。而してこの屋根は鎖骨のトラスにし

て天井もなかりしも のな ト 元来鋼織 の融黙は約 1500

0

C にして非常に高けれども 500つC

位の熟にて軟化飴欣となるものにして舞葺裏の火力のにめこのトラスは飴献 になり 、上 部

の犀線材の重量が大なりし事も手体ひ て、照保全部が墜落し? こるならん 3 このトラスを支へ

fこる外壁は厚き約 20c m の餓筋コンクリート迭にして 3，5 m 乃至 5. 5m 間隔に配置され

fこる、 54. cmx Oc m のコンク リートに被覆されに鎖骨柱及び 、中央部に て 42c m 雨端部

にて 68c mの同様コンクリートにて被援されにる鎖骨梁によっ て支へられて居りコンク リ

ート中 の骨・材は熱によって膨張するに劃してセメント モル タルは始は膨張するも 650"C 仰

にて却って牧縮し 700つC 以上にて再び膨張する 1::' より、悲に必然的に亀裂を生するも の

なるも 、今回 の火災の場合には之にがl ふるに屋根ト ラスの陵落しTこる時の態力の震に四方

の鍛筋 コンクリート壁簡が各 k 内部に少し宛引かれ? こるも のにして . 寝耳 9 乃至 1 5 に見

る古n< 梁及び柱の所々に小さき象I j 落があれ各所 lミ亀裂 を生じ? こるものなり 。潟県 9 は舞

事正面より舞事・後方の按鰭及び昆: 線 トラスの飴J伏にな りて殴蒋せるを示すものにして、、，住

1 3 7  11 



寝具 9 . 1舞選五百よ P後方壁世盟主望む

耳話集 10 舞蓋東側壁鐙

トラ z

11 1 3 8  

の鎖骨に射する被覆不充分なりし: m. 鎖骨-

面の露出せる事並に後方防火扉が半開 にな

りて止まりにるを見るぺし。

潟民 1 0 は舞蓋東側の銭筋コンクリート

壁憶を望み しも のにして東北隅出火鈷附近

の屋根トラスの支駈が一部盛存せるため.

鎖骨・トラスが壁に斜めに引 j替り? こる所なり

こ の錨 ｉｉｾ ・トラス の陸梁は ＱＵＰ ｭｭ x  1 5 0 mm 

x 1 5 mm のアングル 2 牧にして . 横のつ

なぎは 2 0 0 mmx  l OOm mのI 型鋼にして何

れも 全 〈飴欣に曲り〈ねりたるものなり 。

潟真 1 1 は雛蔀; 裏西北問の壁間及び! 被:み

せる鎖什トラスの惨i伏を示すものなるも、

西側壁憾の住の上部 、鎖骨接合部に於いて

コンクリート刺孫せるを見る。

寓毘 1 2 は舞芸裏西側の壁慌を史むもの

にして、舞事中 、廻 り舞事; の部分のみ木造

なりし錆農法ちて. 他の鎖筋コンクリート

部分は残存し. これ等の;とに 屋根スラプの

墜落せる欣態を見るぺし。

:aa  12 舞選裏凶{ l I U壁鐙

喜善良 1 3 はま軍高

下地下室奈落より

憧り訴も? こる舞草・

裏を望み? こるもの

なり手前ーに見ゆる

煉瓦績は廻り舞革・

の足場なり 、こ の

' 煉瓦積も後方の分

Ｍ Ｒ ・ ケ所は但ｊｪｾ止 Ａ せり

潟真 1 4 は盛 有

、観覧席屋根上より

ー孝章葺装束側壁慢の

上部を望み? こ るも

のにして、左方錨



潟県 13 地 下 家 よ り舞豪哀 を眺 乙

f T J i A?っ;

f 岬? f; ・斗 イ

L -Ｍ ｾ＠

f  j 誌と 1!i;iJi 15 銚 骨1滋筋コ ンtI Y ー ト の 柱

の ｾ 裂

一、 ，-

骨t l とトラスと の コンネクシヨン

の部分の プレート並にアングルが

引ちぎられにるを見るべし。

潟県 15 は西側壁面の鎖骨桂の

0  

コンクリート被覆部が鎖骨' 紘端に

2室長 14 観覧席局 上 よ り舞 墓裂を 望 む 活ふて長 き大亀裂 をなせるを示す

この部分の桂並に壁慢は矢張り内側に向って控曲せる闘係上、際費者側のコンクリ{ トカ; 膨

れ/ t 1 し? こるものと考へらる。

潟民 1 6 は舞芸至上に墜落せる 屋根のメタルラスコンクリ { ト の残骸と鎖骨の被害詳細な

り。潟覧 1 7 は同様尾根銭骨トラス及び繋ぎ材の轡曲を示すものにして前面に蛇の如〈脅

ｉｬｾ せるは ＲＰＰｭｭ x  l OOm m の i 型鋼な り. f句集屋の各室役光室等は銭筋 コン クリー F壁

開ゐる 等 の闘1系にて被害僅少なり。

C. 観覧席の部

観胃席上部の大天井の、鏡板は石綿製の

金剛 I疫を用ひ、持- 縁は鍛筋を以て補強せる

石膏とし「アラパスチン」及ひ'金粉仕上の華

盟なるものなりしも 大 天井全部最IJ fι 撰失

せる観覧椅子の餓枠の残骸の上 に無銭に横

はりたり . 観覧席上部の屋根 トラスは多少

の脅拘を受 t1 tこる 程度にて堕落には至ら さ'

りしも延撰更に長時間に渉れる時は或 は屋

根全部が墜落せるにあらぎるやと考らる。 軍，ｾ亀 Ｑ Ｖ
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1i iA 17  舞蓬上の鎖骨の墜i等被害

ｾＮ＠ 18 級T主席全長

叉主軍事裏にて猛威を振ひ f二る火炎は皇軍事

主観覧席との境界の鍛筋 コンクリー ト壁 慌

によって観腎周u二部の屋根に謝する戚 }J を

失ふて、. l ! P - にその関口部より下を這ふて観

覧席を焼き 7こるものな ト 而j も各階観覧席

床は木造床なりし?こめ、王室に於て更に火力

を槍大して椅子に延焼せるものと考らる 。

観覧席椅子の被害は I 階にては 2 階ギャラ

リーにて復へる部分即ち、そ蹴以後の街子

は消防手により引倒されて 、 そのま，. Iこ残

存せり 2 階及び 3 階ギャラリ{ の椅 子は全

部健夫して織の枠を捜す のみ なり . 叉 2 階

及び 3 階ギャラ リー の天井は木骨にメタル

ラスモル タル天井なりし も、第 1 階に耐す

る天井は無被害なるに反し、 2 階ギャ ラ リ

ーの耐する天井はメタルラス . モル タ)1- 共

に全部全IJ 落し 、木H 5天井下地のみを銭せり

之は 1 階後方には火炎至ちぎりしも 2 階ギ

ャラリーにはその後方の廊下側より 火炎{ f

吹 き込まれ、その木造床を燃して火勢は ド

ラフトの嗣係上官余 りこ の天井には烈し〈首

らさ' りしを示すものならん。

潟真 1 8 は観覧席の全景なり、 i 階後方

の椅子の残存欣態 2. 3 階ギャラリ ーに そ

の天井の墜予寄せる欺態を見るベ し。

第異 1 9 は舞華宴 より観覧席を望むも の

にして、 舞事関口上部の上塗漆喰の一部下1)

落せり。

宣言iA 19 舞裏表よ り観覧席を望む ｾ真 ＲＰ は Ｓ 階ギャラ リー の最高 部より

観覧席屋 根 トラス並に舞葺商を望む もの にして、翻覧席犀 j恨トラスの轡曲日) ¥況並に天井部

にありし、ドラフト筒の終に 段落せんとする赦態を示す。

D  廊下、陪段室の部

廊下階高は第 l 階 、中 2 階 、第 2 階共に 3，6 4 m、中 3 階 3.8m 第 3 階、 3. 2m 後方廊下.

巾 最小 部 3.G4m 最大部 5m 長 さ 3 3 m 左右廊下 . 巾最小部 2. 43m 最大部 3. 2m
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階段室 8m x 7m 幅員 内法 3.4m 町l り場

rll 3. 64m 壁腫 厚 さ 18cm 乃互 30cm の

餓筋 コンクリート 迭にして外部は白セ メン

ト入リ 「スタツ コ」内部は、 第 i 階は下部

壁紙、上部及び各階は 「アラバス チ ン」仕

上、廊下及び階段室床は鍛筋 コンク リート

床上に締ぱし棋太に木造床板張りなり。

第 l 階廊下の被害は潟員 2 1 に示 す如〈

床は木浩部及び之 に敷 き1: る敷物迄何等の

被害なし、叉壁開五柱 に劃する 壁紙は 、消

防による水の汚黙を受〈る 他被害なし 、向

第 i 階廊下の天井は仕上の漆喰が大きく条IJ

洛せるを見る o ｾ民 ＲＱ の天井に見ゆる汚

訟は治防の水が上の廊下より法出せるもの

なり。

Ei l  20 Ｓ 附 ギ ア ラ リ ー よ り 残存 ト ラスｾｦ［Ｚ Ｑ Ｑ こ舞裏面を

=====望む

沼尻 2 2 は中 2 階廊下の被害i伏況 にして

この階は 2 附ギャラリ ーに過す・るトンネ ル

口より火炎を多少受付 、階段安方面よりは

黒煙を多 〈受りしもの〉如し。

従って観覧席入口 の戸は殆 と焼かれ 、 そ

のトンネ} J . ，内側の壁は焦げ 1: る欺況 d) 9， 

然れども廊下の紅 lこ取付り 1: る休憩用椅子

は何等の被害なくして後存 し、 柱面接飾j 月

の鏡は金色 lこ費色して残存せり 、床は無被

害なるも天井は上塗が煙の? こめ煤け? こる部

分 t 年IJ 孫せる部分 とあり 、寓虞 2 3 は観覧

席入 門の詳細 な れ 入 n の壁簡は 焦げ 1: る

L 額維には被害な し そ の上部の傾斜 天

:@; 鍵 21 1 階廊下の?状態

井は; 熊げ1: るを見るぺ しo E iI， 22 中 2 階廊下の被害

潟真 2 4 は第 2 階廊下の被害 を示 す、この階に至 りでは被害更 に 甚 し し 階 段 側 よ り 上

昇せる火炎並に 黒煙 と観覧席入口より逆流せる夫とによ り、木造床板は根太を焦して焼失

し、 観費席入口 のE春、並 1: 額縁は樟 t1落 ち或は焦げ? こる妖態 を示 し、更に壁仕上の漆喰及

びア ラパスチンは、 天井部分の大部 分は象IJ 落 し、 梁の部分には熱の?こめ亀裂 を生じ、終に

剥落せ I d: するも のもあり、倫外側粧の仕上は大き〈剥落せる 箇所あり。
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ー‘ d 府 ι 、

..‘ a画色 .  t'  

i 覆 f

.l 1i r  

，_・・・

望書轟 23 中 2 附IRl; ド御覧席入口出分

鳶員 25 中3階 州; ド木品i <l< の伶:;t;:

潟県 2 5 は中 3 階廊下の木遣j択の被害を

示す、之は一部に燃え移り? こ るを消防予が

破壊せりと 思は る〉黙なるも. 額縁の木部

の黒焦並に壁樟仕上の焦げ或は年IJ 落せる を

見る。

主導. 2 6 は中 3 階西側廊下 よ り3 階ギャ

ラリ ー観覧席を望み にるもの な れ 天井部

分の仕上は全部制落、床の木部大部分焦げ

にるを見るべし。

潟県 2 7 は中 3 階より第 3 階 lこ至る階段

の被害欣況なり 、階段床にも木造の献とげ

踏面をつりにる話、火炎 l立之を?主主: 五、て上昇

し、物凄き欽況を呈せるも の 、 如 し 階 段

の周壁の黒 k と:焦げ fこる欣態を見 - oベし。

ｾ真 ＲＸ は第 Ｓ 階廊下の被害なれ之の

廓下に至りては火炎は更 lこ猛烈 t なり、観

覧席を燃え量ましたる勢を以て入口より出づ

る焔と、中 S 階階段 より上昇せる焔とによ

り、可燃埠物の すべてを廃寺 量産 したる が如

き感めり、即ち木造! 未の大部分士 人 n 扉及

び額徐等全部を焼事 、鎖的コン クリート蟹

慣に劃する 表1断仕上材は殆ど全部象IJ 孫し て

コンク リート の生地を表はし、コンク リー

トは水分を失ひ て多少脆婦となれ1 ) . こ の

階の外部に商せる窓のガラス 、全部破損サ

り、以上の主n¥廊下及び階段室は上昇す る

に従ひて被害程度を増大 せるを見る べ しO .

5. 結 論

今阿の火災が早朝にして訓練せちれ? ごろ礎業員の少なかりし事は消火力の減少となりし

憾を思はしむるも、観客の皆無なりしは避難其他の事項よりする被害を絶無ならしめ、劇

場火災に例を見る戟↑ 栗すべき死傷者数を出さす、僅々 16 人の食傷者に止まりし事は不幸

中の幸 と云ひ得べし。

凡そ 摩 ｉ Ａ 援の針 ｩ 裏なるも ｏＩｾ 立大 ｊ ｪ 世具、害容Ａ等の可燃 競鞠 の ｪ｟，，ｾ 燃 Ｎｴき ｎ ， ｴ ｈ 二 鐘 れ ｦ ニ
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ると推す べ き筒所なれば誌に火を設すれば

il ミに漉中の新の如〈火勢頓に紘烈とな るは

論を伐にす火を事前に防ぎ得十大事. となり

し場合は少な〈共 ｊ 坊主閣を極度に目 ｌｾ 少 す ベ

〈然も鮮華 の捌係 ｊ 二 こ〉に区 ｪ Ａｾｊｾ 設〈るこ

とは不可能なればf I . : 火は 少なくとも客席叉

は隣緩の各室に及ぼきする、悲舞誌のみを犠

牲: 1 : すペ〈、従って一文字日 の防火非は極

力完全なるべきを痛感せれ現今のか〉る

建物に於ては此黙完全に留意せられたるこ

とを隣認するも亦他山の一石として再確認

を要するも の無しと云はれき' るべし。

j - • 

‘ 一一-
、 司

_- 宵t  

コンクリート壁及び鎖扉の館所は完全に

防火力を環揮し . 楽屋部分及外謹には殆ん

ど被害を及 1まさ Y りしは又共防火力 の戚 大

きを思はしむるに充分 なる べ し。
- ー 湾 側 ，ｾ＠ -

鋭部露出の矯 トラスの損害は逃大なりし

も. 前年より の規定 によりこ の憂も頗る減

少せられTこるものと考ふ「ギャラリートラ

ス」は「ラス モル タル」 を以って被覆せら

れし僑 3 惜は屋根 トラスと同様の火炎に犯

されしも の〉 如 きも附 1: 1つ鐙JIヲ僅少なる1! k

態にあり。

コン クリート I自i仕上の漆喰叉は ラスモ ル

ータル訟の如きは共膨脹亀裂の矯火炎を受げ

し箇所は殆んど 制投せ るも亦頗る防慎力め

ることを立設し主主 に鋭部を 多少にY"J らす・か

〉る材料にて被揮することは亦頗る必須の 匹 h

ｦ 削牛＿こるを思はしむるものなり 。 Ｚￆｾ 23 

-.  .  
時切・-・・

笥

..，_. 

劇場の火災としては殆ど舞事 方市 に危険性を有し Ｎ 舞益 ｾタト の古 ｾｉ と 完全 ＱＺＺＺ 遮断 し得れば

Ｈ舞 ｾ方 ｬ 商 共物 �［ 開口を多〈要さ ｙ る閥係上この黙相営容易なる べ し 〕 こ〉の火災は 焼廃現

象に止まり共泊・火叉易 k 1こるものなるべし。向我々委員が火災の笠日現場を l硯察するに際

し. 竹中工務 'li" 鷲尾九郎氏、井上氏、及現場員諸兄より多大の御使宜 主? 輿へられし事及

び向康I j 場各種資料を御提供下 されし 、鷲尾九郎氏. 並 に大阪府建築制! 西島勇氏 に深甚の謝

立を表する 次第なり。 (10 年 l 月 31 日〉
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建 築 材 キヰ

0 大阪窯業株式曾社

日本に於ける煉] ( . 製 造の先 艇 は、恐 ら < I司紅の

有する 誇 りの 一つであ らう 。薮 し同証tは 、其の前

身 を硫酸瓶製 造合紅と稀 L 、元 大 阪府 凶 成 郡川南

村 大 字 湊患に工場 と本証t を有 し ‘ 名 の如 < '61時漸

〈興隆せ る 硫酸 製造 工 業 に 封 して 、之 が主主総なる

陶 製瓶 を製造したのに始まる 、tt に今よ り50徐年

前の明治 15年 l 月12 日が 、其 の合IJ立 日で あ る。而

して其の 常時硫 酸瓶を 傍製する に官PJ 、之が下税

務 に 用 ひ た、 バ :/ ] ( . を捕な仁も 赤 煉λ; と して工 業

イじ され たのが、大阪窯業株式合祉 の産 まれるー純

機 であった 。話・時に於ける我 が留の工業は 、漸〈

新 興 の岐に主主み 、単に 司、パン 光 、 として{ 徐り 顧

みられなかったも の が、I噺ヨた それ自強として の需

要請Z起り 、極 めて有望なる を達 観 せ る 硫 酸瓶製 造

曾祉 の1' - 事者 は、;専ら赤煉 】じの製主主へ業務を車事換

せ んと とを闘り 、明治21年 1 月、有限責任大阪 築

業 含量士、 と改 稿 し、 更に硫酸瓶製造含量L-:i i' 時 の資

本金 10，C∞ 闘を 50，α P 閲 ( 梯込 40，O')() 闘) に裕

加 し 、 ｾＧｩ｜Ｎ 時他に比 類 なき最新なる設備 Ｎｬｬ ｄ ち、ホ Ｗ

"7 :/ 式 煉 J(. 僕成輪王震然 、を築造 して念 々亦 妹 J (. 土

製 造 に掛 ったのであった 。赴が 、間最上が如今の大

を成す第 二 の出 玉 造型 Ｑ ｾ ｩ で あ っ た 。 而 し て爾後 Ｗ 年明

治 ＲＷ 年に 、 商 法ＭＹｬＡＭの ｾｊｪｦｦｩ さ れるに 方 り 、 是に 司 書

嫁して向 61" 1 月11 日資本 合 40. 0∞ 回1 ( 前祉 の扮 込

資 本領の まl . . ) の、 大 阪窯業株式 合最上 、として 設

立主主記を 了した 。吉正し現 在の 同枇 で ある 。斯 〈て

大 阪築業株 式 合説 は. 完〈 其 の形式 と、煉 j じ工業

への基 本的な る素地が成った。 .

爾来 、50除 年Il1J ( 有限責任大阪窯業株式 合肩上と

改 務 以来 、47年 間) 最初 10，O')() 闘の資本合は 、 i待

費 9 回を重ねて、 15，0∞，000 聞に 達 し、時峨可な

らざるに鑑 みて 、現 在 1，I OJ ，∞o、閲即ち 、受 百章生

倍 の膨 脹 を 遂 げ、英の製品量 に於ても 、明治22年

を l∞ とせば、今 日まで最高貨 に 2，713，8 最 低で

す ら、 975.4 と成る 。製 品 の種類に於て も、機械

製赤煉 花、 ホ ロータ イル( 空洞煉 J L入車霊 泣煉充、

耐酸 煉宝石、耐火煉瓦、断熱煉 充、鋪 道 燦 託、 アス

フアル ト惨 透煉 ](. . 長銑筋煉Iじ、 表 税特 積 煉 J(. . イじ
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陳
夢。

場 記

粧煉 託 、貼 付 煉κ 、内部品li付朋 ダイノl 、時j tli!' ? イ

ノl 、 ク リ y カー タイノl 、 テラ コツ夕、 モザイ ツク

グイ ノι 、 マジ ヨ リカF イノι 、敷 正、 i土び、其 の他

の多額 多 様 に 渉つて ゐる。而 して、 同長tは、 凡て

に於 て、大 規模な 設 備 と、 膨大なる 生 産 量 を有 し

て、各 種の煉 J (. に製造 主 力を注 いでゐるが 、 その

中にでも 、 時 代 の 趨勢と 、 殺 が 建 築 界 の 進展 に ｦ ｾ

ひ. 内外製 F イノι に就 いて は、殊に 目徒まし い後

民を遂 げてゐ る。

m< 、最古の誇 りを有する歴史と 、常 1<こ1拐事f な

る製 品 を有せ る岡市i の50年 Illj に震 し来れ る膨 脹霊長

良 の迂 徐I:J: 到底 > j折の稿 に. 地 く し得べ くも な い

が、就 中、大 I E5 年 、明 治詰Ij l 宮御主主聖子工事} 目赤煉

] ( . を始め最 近日iHili せる 丹苅1 トンネル j羽煉 j 五千移:百

部位l を納入し 、大 正 10年 10丹、娘 道50" lo祝 典 を 修

行さ れ るに 方 p 、同枇 が、帝 国 々有 鍬滋 へ納 入 し

た る煉] [ . !士、殆 ん ど令凶 各地にl J l . . び 、其 の 数 凡受

信 部箇 に達 して 、凶有機 訟の進展に 貢献せ るを認

めら れ て、 時の繊道大臣元 図書量閣 F よ り表 彰 され

更 に昭和 5 年 3 月、帝都復興事業完成記念祭 を修

行 され た るに方 り、曾 っ て同肩上が ; f [ 京市 l1t..び復興

局へ 、 復 興工 事 に納 入 したる鋪泣 煉J じ、 貨 に、

2J ，OJ J ，OQO 筒 に 達 L 、其の 他 、強筋 線 J (. . 等 の特

殊 煉 J(. を納 入せ るこ と、 瓦'紅l に主主して 、殺が凶 の

歴史を 飾 る復興事業に京|依せ るこ と、泌 に多 大 な

る ものがあ る。

同 点 上に就 いて は 、 斯 ー の ｾ ｉｉ < に 50除!r1ょの君主総 を有

せる だけに 、そ れ だ け多 〈の記す ベ 告 ものが あ る

同rl 現 在の欣泌 を: 、下 に記せば

・資 本金 1，1∞ ，0∞ 囚11 ( 全紙梯込 済〉

・製温品 目 ＷｩｊｾＡ 東 ｝ ＨＮ 、 空洞 燥 ｪ 己 、 銭筋 煉 ｪ 五 、 Ａￎ ｬｬ ｩｩ 立

煉 J(. 、敷 J じ、 ア ス7 アルト煉 J(. 、関i熱燥 j し、耐 火

線】L 、耐巨費煉](. ; 化粧 貼 付機 J(. ， ? イ ノι 、 テラ コ

ツ夕、 モザ イツ! 1 ? イル 。

- 役 員 取締役従長 、磯 野良吉、専務 取 締 役

谷 口 徳 政、取締役 白血者fsi 文 、取締役 山 図書草

取 締 役 高 野 新 治郎、 監 査 役 中 辰之 助、成 盗

役 浅田21'談

・管 業所 本 庖 大 阪市北区堂島2底油 3 丁目

山政lfr 東 京市事11岡区前1' 1*町 l 丁目



- 工 場 ま た屋 根 防 水 の 主 主 ｊｾ に 於ても特 筆大書すべ き Ｑ ＱＺ

岸和l 図工場 大 阪 府 岸 平 日 開 市 F野 町 明治市l' 広 遺 徳 記 念 館 JJZぴ，[ ' l . 賜記念自治官官停止 施 工

只以工場大阪府泉市郡 ｊｾ 塚 町 したとと である o :t見 くも明治大子育の御休業 士記 念

向日間I 工 場 京 都 府 乙 訓 郡久世村( 省線向日日1)" Lポ る 建築 に一里占の徴溢があってもおそれ多 いの

郎前) :  Ｑ よ 誌に許 す るま でも ないととで ある が 、 向車 ｴ がｾ

4 以 工 場 愛知ｾ係 幡 豆郡 Ｔ［Ｎｪｴｻｒ ｉＩＢ ば れ て 主 要 ＱｾｾＩ 分 である 主量 級工事 主 承 っ た ととに 見

東 京 工 場 埼 京 l除| ヒ足立郡草加問j ても如何に同副: の技術が卓絶せ るか を透す るもの

・1誕工数 各 工 場 を通 じ て 約 I，O:X:) 人 i であら う。

Ｎ ＡＮｦ ｾｪｬ 霊能力Ｈ年ＮＩ I曾今 凶 の 大 l.t l 7]1:)! ;.r.こ於て 建 築 材 料 が扮低金 告 け

ｾ ｨ ， 煉 ｪ じＨ機械製〕 、 ｾ対 日 ｩ ｊ ［ 煉 ｊ 五 、 銀筋煉 ｪ じ 、 Ｑ {む 高箇 。従って到ると ζ ろ恭利 を食るの 益事 主1111脅 し折 柄 、

日占付煉 Jい テ 7 コツ夕 、2 千; 勾筒

F イノι 、 モザイ ツタ タイ ノレ 、 l 千m箇

剣 道 煉J い 其 の{也、特 種煉 Jじ、 l 千 5 百 71f. 箇

O マルヱス工業株式曾社

大阪市東区正:j !l'1! fi 暗5 丁目 10番地

f包括本局 5010 ・5011 ・5012番

工 場 大 阪市大 正 庖 大IE! irJ 9 丁目 60番 地

( 包括棋 川 3195番〉

支 l苫 門 司市東 本 町 1 丁 目

( 電話 378 ・690 ・1560番)

出E民所 東京市紳閲 溢小川 RI)" 1 丁目 8 番地

O:l 話 紳 回 ( 25) 1386番〉

同 氏 ぬ 市 京 橋 町 14番 地

( 1正話 6691被二〉

同"l の 1 J j ; なる管業課日は住 用 根 、地 下 室 の 防水

工 事 及 び耐 俊 、耐 1由、i j . j アルカ リ性コ ンパ ウ Y ド

1懲片j 工 事ノJ 責 任 筋 工 、並 びに床板特許 キ ングゾ ロ

ッ夕、壁 ド 地 特 許 サ トウー餓紛等の 製 造 販 資 z 行

」、ものであ っ て、 J主他 に佐久1i 1l パプ コ工業妹式合

， ｾｬ 乞はじ め米凶 バラ フヰン カ ンハ Ｎ ｾ一 、 米凶タ ー

マ ックカ y パ = 一等の zi - 代日!庖主総賛して 、近代

主tt 築の主夜間l分を 傍 成 する工事の責任縮工 を一手

にやっ てゐ るが 、同従と して は 創 業 日向浅 きにも

拘 11 らず 優秀点逸せる製品と 、車/ 1 1 心周到なる技術

と相 l於っ て一路 JTi界の飽% となり 、Il!E Iζ 此 種 の 施

じに蛍つては絶望す に他 の必随を許さ ず、日 本 の 権

威と して自他共 に 任 じ てゐ る。殊 に 近 来 人 絹 な ら

び に各種繊維工業の室長主主は、各 地 に 工 場 建 設 の機

運 を促進せ しめ た 折柄 、 ζ れ 俸の建 築の 屋根 地下

室防水工事法び ｭｾ 工事には殆 ん ど同 位の 施工 を

見ざる こ とな〈 、殆 ん ど淘白のかたちにて帝人 胸

係 の 諸 工 場 に 於て悶祉の 施 工 が永 久 の 誇 りを語っ

てゐ るζ とは世自止に周知 の ことであ る。

同属土が在庫品令部 主直 接 市例 に よっ て 提 供 し、 P主

ひは 一般被告: 者 に無料にて頒布 して1止の視聴 企あ

つめ た こ とは終世人の記憶に新たなると とる であ

る。

今左に同Itt が施工し たる1 l t なる 一端 を拙 記して

見 ょう。

帝図人虫垂絹糸株式合 .il l 農園工場 、同B青島工 場、

問 三原 工 場 、倉 政 紡 級 株 式含iii:l: 、 日本化製製 糸

株 式 合肩上、旭 ペ y ベノルグ絹 糸株式合最上、 日本毛

織 株式合 紙 、大 日 本 紡 紋 株式 合社 、 日清 レイ ヨ

y 株式合最上 、錦 撃 人 絹 株 式 合且t 、朝鮮窒 素 肥料

株 式 合通J: 、 日本笠 紫l肥料株式 曾，Ji.上、昭 和 肥 料 株

式 合肩上、大 阪 溢 幣 局、日 本 染料工場 、 日本 レイ

ヨ y 宇 治 工 場、大日本会詳細博多工 場 、 旭硝 子 工

場 、大政省東京印刷局 、東 京陸軍 大 事校 、東 京

帝大 、 東京美術ＮＡ�ｾ校 、 東 京中央官芯局 、 山 陽ホ

テル、東京 中 央 市 場 、東 京 海 1' . ピノレディング 、

東京令官17. 東 京 千 代 悶 生 命 ピノι ヂ イン グ、東 京

日本勧業銀行、 東京 時 事新報 枇 、東 京 株式取引

所 ビルデ イ y グ、京都ホ テル 、御 大 組博覧合、

都ホテノι 、京 都安悶 ピル デイ Y グ、大 阪 府 厳令、

大阪市各小製校、大 阪 三越 、大 阪 大 丸 、大阪ピ

ルヂイ グ、大 阪 朝 日 合 館 、 日本銀行、三量産銀行、

費者該大歌劇 場 、三量産合師 、東 洋 紡 紙、大阪合 同

紡 航、鍬 f/j 各 工 場、 f l 本 毛 糸紡 、兵 庫 腕 総 合、

同県長立病院 、辰馬 ii i鑑 、j広島市総合、: f:t霊阪 府.

令 、稲 附 市 総 合 、九州 'i l1:*t 銭道曾点1 : 、 日本 足袋

株 式 舎最上、明 治製申書株式: 舎I辻、八 幡 製必見rr工場 、

熊本 市 臨.合、 鹿児 ぬ 隊 総 合、佐 賀紡主流、選湾 総

督府総合 、 長崎 ｾｊｪ 絞 、 里 ｔ 問答 Ｑ 由関西工場 、 阪神

電銭前 ｬＧ 戸地 ｆ 線 、 悶 三 宮ビ ル デ イ ン グ、 央 署司 ｾｊ ｪ

絞 、明 IE紡 縦、:民他

t  4 6  11 



時 報

都市計査法中改正

〔参照〕

1 堺都市計壷地場遁加型更ノ件

内務 省告 示 第六百七披

大i E 8 年 4 月 5 日公布 法律 第36披 都市古|筆

法 抄重量

第 13線第 1 ｾ 英

昭 和二年十 月二十七 日内閣認可桝都市計 費地 域

遁 加望号更ノ 件 昭和九 年十こ 月 十こ 日内 閣 J 認 可

ヲ受ケ 昭 和十年一 月六日ヨリ 之 7 施行又 其 f 闘

保図面戸大阪府民軍及堺市役所 = 倣へ 置 キ縦 覧 =

供 ス

昭和九年卜二月 十七日

内著者大臣 後 藤 文 夫

都市言|衝ト シテ内閣 ノ訟 可 7 受 ケタ ル土 地

図l1J1J整理ハ 認可後 l 年内 = 其 ノ施行 = 若手・

"' )1.者 ナ キ場 合p 於テ ノ、公共関位 ヲシテ都

市 計禽事 業 トシテ之ヲ 腕行セ シム

市街地建築物怯施行令 中政正

1 昭和9 年法律第時e援捻行期日ノ件

1 堺都市計壷街路中堅更ノ件
昭 和九 年十二 月立十三百 勅令第 三百三十九盟主

内務省告示第六百六就 昭 和え長手法律第 四す六 敏 司、 昭和十年二月 一 日 ヨ

大 正十五年三月 二十九日 内閣認可例都市計釜翁 j リ之 ヲ施 行 夫

路 中左 ノ油製更 シ昭和1L
1
1
0十二 月十 日内閣ノ 認

f古I法律第四 十六放 ノ、次 ノ立日夕 デア凡 。

可ヲ 符 タ リ其ノ関係岡国 ノ、大阪府総 及堺市役 所 : 昭 和九 年 四 月六日 .法 律第四十六総

ユ 備 Ｂ， Ｎ ｾキ縦覧］供 ス :  市 街地盤築物法 取左ノ油改正 ス

昭和九年十二月 十 七 日 :  第七銭中 「道 路験勉.n f 誕生路額 J=- 改 ム

内通事大 医 後 藤 文 夫 :  第八線 建築 物/、 具ノ東地力・命 令 ノ定 ムルffr =-

t 糊 111T ll?t ｾ＠ Ｚｦｬｉｬ Ｑ ＧｩＡＺ￯ｉＡ ｗ［ ｬｮｪＯｾ Ａｴ ｾＱ＠ 鮎|腕 区間 ノ主 ナ l空 ｆ 級 同日 月 ｼ 存 続 街路名手再建Ｚ￯ｬＡ ｗ［ 問Ｏ起Ａｴ ｾＱ ｾ聖 更区間 ノ ｊ が )1. 経 過地 恥『 員

川1 3  i  1  I二安君主母線 1:  烏岡T !| ?安寺寺町町大犬手: 'F I滋寺田] 大字下石津| 151111 23米 乃 奈

I  ' 1  11J. 瀦寺 町 大字 下 首 主 宰下 Im ' V I'I J /¥.  ' 1- l'  -tl 7"' 1  1"111)  2ス6米

ｾ＠ 1  3  I  2 1雌 岬鳳線 | 市中石村大字市 | 刺I石 村大学市 | I I米

2
1  3 1 2 1 大潰 側

| 大綱 2 了 | メ削 2 丁 11氷;

別 紙 園面表示 ノjffi( 闘商 省略〉

1 大阪都市計壷美翻地直指定ノ 件

内務 省 告示第 六百十披

ｩ 次リ道 路 感 地 ］ 接スル ニ非 ザ レパ之 ヲ主 ｬｩ ｾ ス

ル コ トヲ得 ズ.1旦シ特 別 ノ:事由 アノL 場合= 於テ

行政 官隊 ノ計:i'if '7 ｾ 是 ケ ￰Ｇ ＩｉＮトキノ、此 ノ限］泊

“ ' 46 

大阪 都 市 計 登美 ｅ 現 地区 指定 Ｏ ｦＧｴＭ 昭 和 ｬ 九 ｾ ｉ ｾ 十 二 月

七日内閣ノ 認 可7' 1号d' 9 J t ノ地 底 ヲ表 示シタル

|副首 ノ、 大 阪府雄次大阪市役所 =供へ位キ縦覧 =

供 ス

昭和九 年十 二 月十八同

内務大臣 後 藤 文 夫

法 律第541}，主

都市計重量法中左 ノ遇 改i Eス

第 13後 第 l 項 =- tr. ノt旦書チカ日 7

包 V 災害其 ノ他特 別 ノ事情 ニ凶 H特 = 念 施 7

婆ス凡場合 二於 テノ、 認可後 l 年 内 ト錐 モ之 7

施 行 セ シムルコ ト チ Ｑｾ

ラ 7:

第 九 依 建 築 物 ノ、持 築 線' 3 9突出 シテ之ヲ 建 築

スノレコ ト;q 手ァ-:1[1. ! /建築 物 ノ地盤面 f=- イドル

部分ノ、 i胎ノ 限 = 在 テズ

第十線 中「市街 ノ強 裁上 J '7.r市 街 ノ計貧 土 J - 改

ム

第二十 三線 本 法適用 ノ猛 域ノ、主務大 臣 / 指 定

スＩｾ 市 街 地ト ス

特 別ノ必要ア ル場合 = 於テハ主著書大 医 円前頭

/ 市街地ノ 外 = 豆 り本法油川11/ 区域 7 指定ス

ル コト ;J Ｑ Ｎ ｾ ｾ＠



附 . j! 1] 、 金

ヌj ，; 法施行 I J1J J 日ハ勅令ヲ以テ之 7 定十 f  

従 前 ノ 第 二十三号依ノ幾定= 基. 寸指定了セテレ タ |

ノL 広域 ノ、間後ノ 改 正規 定 = 依 リ 指 定 t 予 レタ t

ｾ ，モ Ｏ ト看倣ス ，

1 市街地建築物法施行令中改正Eノ件

昭和ネ年十二月 三十二日勅令第三. 百四 十 紛

市 街地建築物法施行令中 ir. ノ. j ffi 改 JE.' "

第 こ十依申「市 区 町 村 _. 7' f 市 町村 J =- 改ム

第 二十 八 後 ノニ :lj!j'リ ノレ

附
見1]

本 令 ノ、 HH平Iト九年 法 符第四ト六骨主総千f ノ臼ヨ リ之 i:

チ施行ス ー l  

，大 同 年 勅令 第五 百 四 十 披 叫 ア 腹 1七ス !: 

1 市街地建築物法施行規則中改正ノ件 ;ｾ＠

昭和九年: 十二 川二十 六 日 内 務 省 令 第三 十 八 披 ;  

市 街 地 建 往 物ー法施 行規則 中左ノ 遇 改正ス i: 

第 一僚や 第 こ捗第 三被 第十七 披及第十 八 城 7 左 !。

ノ虫日 夕改ム

二 地 階 トノ、其ノ ，床商売h' 面下 = 准ノL 階 7 謂 h

7;包シ天秀高ノ三分ノ ニー以 上 ガ地 経 商 上 = ‘

;{f.J' 階ノ、之 グ 第一階ト看倣ス

三巌 階トノ 、厳 根豪 ］ 設 ケ ｆ ノ ｌ 階ＷＧ ｾ 目 Ｗ 但 νＮ

地 方長 ' ir其 ノ橋治 、用 途 、床 面積其ノ他ノ

!I主況普 油階 ト大差ナシト認、ム ル モノヲ除 ク

十 七 防火戸ノ、可1草fl 防 火 戸 及 乙 額防火戸ノ 二種 ;

トス

巾額防 火 戸 トノ、 tr. ノ各競ノ ー = 該?首ス ノL モ

ノ ;J r. 1'1 7  

イ、:注t! 拠= シテ鍛板ノ 厚 一、 五ミ リ メー卜

" 以七ノモノ

ロ、 銭'白.rコ '/ ? リー トJ i生叉ノ、銭筋「コミ/

タリ ート J 迩ユ シテ厚 三、五セン チ メート

ノi 以上ノモノ

ノ、 、厚十王セシチメー トノι 以上ノ土議扉

=、 其 ノ他 地 方長 官 前各 統 =-111¥ズト説、ムノι

モノ

乙積防火戸トノ 、ｴｲＮノ 各競ノ ー ］診ｾＧｦｦｬ ・ ス ノι モ

/  '7 ｾｦ Ａｊ＠ 7  

イ 、 Ｎ［［ｾＺ 災 ］シテ Ｇ ＧＧ､Ｇｾ 板 ノ厚一 、 五「ミリメート

ノ， J 未 満 ノモ /

ロ、 込t'i H コ '/ ? Ｙ ート 」造叉ノ 、 ｾＱ 絞 ｩ rコ ン :

クリ ート J 盆 = シテ厚 三、配セ y チ メー ト :

ノL 末満 ノモノ

ノ、 、 木 造 叉 Ｂ ｟Ｂ ｑ 詑必 戸 シ テ局外幌市下 ノ ｩＺ Ｎ ｾ 分

ヲ厚三セ y チ メーード匹以上ノ F' モ') 1.. 'dl ノ'l' J

漆日食叉 ノ、通常 ナ ル 厚 / 石料;楳 ノ類ヲ以テ

被援シ (1 ft.. モ ノ

=、 共/ 他地方長官前各競 =-Ij l! ズト認ムル

モノ

十八 削 除

「第 二 章 建 築 物 ノ 突 出 部p r 第 二 常 建 築 物

ノ感地 lft_ 高 J =- ij'(ム

第 四 後 建築 物 ノ簸地ノ、長二 メートノι 以令卜.道路

政 地 = 接 セ シ ムペ シ

地方長咋ノ、ゴ ー 地 ｉ ｦｕｾｾ 建 築 物 ノ ｭ 主主其 ノ他

ノ)1長況= 依リ必要ア リト認、ムノL トキノ、前項ノ

規定 ］ 拘 ラ ズ別段ノ定ヲｾ ス コ トヲ得

第 五 保 有1] 除

第二十 四 後 申但書 ヲ 削 ノι

第 二十 五 依 階段 ノ;構匙 ρ 左 ノ 規 定 = 依 ノL ペシ

ｭ ｾ〆 事ラ 特 殊ノ用主主 ］Ｍ i :比スノL モノ ハ 此 ノ限 =

;{J: ラズ

一 、階 段及百TI 場 ノ病ノ、内法七十五セ Y チメー

トノL 以 上 ト鴛スコト

二 、蹴 t 二 十三 セ Y チメー トノL 以 下 路 市 十 五

セ Y チ メート ル以 上ト銭ス コ ト

但 シ多人 童生ノ 使用 = 供 スル モノ ノ、蹴 上 十 八

セ Y チメー トノι 以 下 踏l百二十六セン チメー

トル以 上 ト鴛ス コ ト

三 、高四、 ヲ主 メート ノι ヲ超ユ ル モノ = 在 リテ

ノ、 高 四、五メート ノL 以 内毎 = 抑揚 7 設 クノι

コト

階段 ノ用 主主叉 ，、構 造 = 依 P 危険ナロ ト認、 ムノι

トキ ノ、地方 長 官 ノ、l坊主買ノ規定= 拘 テズ必要ナ

ル命令 Ｗ 君主シ又ノ、底分 ヲ鴛スコ ト ＷＱｾｊｉ

第四 十 一 俊 / 二 市街地王国宝物法施行令第三後

第 二 被 ロ又 y 、= ノ物品ノ陳列揚又 ノ、厳 置 場 =

劉シ テノ、 地方長官其ノ配置 、 権 法 Ｒ 士宮州 ｕｾ 付

防火上必要ナ ノι 措 置 ヲ命ズノι コト 71与

第四十三依 ノ二 7 第四十三俊ノ 三 トシ第四十三

保ノ 次 = 左 ノー僚 7 力n 7

第四十三保ノ 二 地 方 長1υ 、建築物ノ 一般 構 造

設 備 = 関 シ土地ノ !Iど況= 依リ本節= 定 ムル モ

ノノ外必要 ナノι 規 定 7 設クノι コ ト7' 1午

附 見1]

本令ノ、昭和九年法律 第四十 六 娩施 行 ノ日 ヨ リ之

ヲ施行ス
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大阪府令

1 市荷地建築物法施行細則中改正ノ件

大阪府令第七十九 披

大1 E 九年十二 月大阪府令第九十四披市街地建築

物法施行制貝1) 中左ノ泊改疋ス

昭和九年十二 月二十八日

大 阪 府 知 事 l係 忍

第二後中「第九放 J 71第十鋭 J =

第三僚中「第三絞J 71第四被J =

第十六後第一環中「第三披 J 71第五披 J =改 ム

附 員1)

本令ノ、公布ノ日 ヨリ 之チ施行ス

建築装飾協曾の創立

家具並に袋内仕 上君主飾工 事の進歩軍基逮と併せて業

者 の地伎の向上を目的として H建築袋飾協合W が

今度大阪で創立された。そ して其設立総合を去 る

1 月25日建築倶楽部で他された。

建 築 界 に 蛍然設立されぺ〈して出来てゐなかった

との図般が而かも高速なる理想を掲げて生誕した

ととは業界の然観爾すべきととであって同協舎の

聡然たる努力奮闘を爽ふ 。

附にその設立趣意舎は ｾ､ ぬの ｩｦｦｩ である 。
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設 立 趣 意 書

家具並に室内仕上装飾工事の 出来祭え 如何が建

築物金鍾の出来祭えに影響する底頗る甚大であ

るととは今日何人も疑はない所でありまして税

近 官 隙、建 築 事 務 所、請負業者或は一般施主に

ｊｾ て特に此駄に留意せられ 、 工場を有せざる中

間商人を排し専ら生産業者により 縮工せしめ ん

とする傾向著しき に歪りました ととは 、新業に

久し〈干す闘を綴けて参りました吾等建築装飾業

者 が漸〈 安 ん じて品 'flの 向上と 償給 の低 下 に遁

皇室し ￮ｾｊ ｬ Ｚ る所 以でありまし て ｩｦｴｬκ 欣快に存ずる次

第 で あ り ま す

ノr oT更に仔細に之を j硯ま ずに等し〈木工業者と

511ひ装飾業者主務し まして も其生r . r 設備、規模、

技 術 経 験、信用等に 自ら 発 異あるのみな らず家

具 の如 きは { 買絡によっ て品等を加 減し得る の性

質も少くないのであ りますから問ー のれ文と錐

も生産者の信用 如何によ って は必ずしも問似怖

の製品 を製作し得るも のではありません

.!l n品質の糊塗或は一時的資倒の切下 げ を行ふ所

の不正の業者が徒らに競手市場に i政庖致しま し

て、施 主 に 不 測の紛失を苦言 むら しめた り建 築 事

務 所、iiil i 負業 者奇宇のf言引1を傷ける紡果と もなっ

て居リ ま ず ζ とは吾等 の ｾ 々 見開し 来つ ＿ と ｦ 斤で

あ ります

著者宇は斯くの ftn き耐合的不公E を排除して1 E1ii

なる競雪の下に主主ん でj折業の 向上を昔，- ;る のfEI; 務

で あるととを荊 ￭ｾ するとと己に久しく 、 今般下

名簿略々問ーの均h 1 ' 立にあるもの相寄り協議を }T(

ねました結果王室に「建築装飾協合」の設立を見

るに 至り ま したの は素より 社合的必要から生じ

た? 首然の締結 l亡外 ならない のであります

本協舎は専ら公正なる競争によって斯業の誕生歩

張主Eに夜 L 併せて業者 の地位を向 上せしめんと

す る以外に何等他意あるも のではありませ ん、

合員も 亦本協舎によって自 由を来線されるもの

で はありませんが常に本協合 々員 であ り優良川

生産者ーである ζ とを名塁手と致しまして右の目的

主E成を 期するも のであります 、ノ戸 m・こ の司王たる

や ｬ 摂る雛 Ｔｾ であ りまし て一朝に成果を期待 ｌ ｾＺｽ

るものでは無く 、又業者のみ の努 jJ によっ て法

成 し符るものでも ありません 、貨に大方部資の

深 き 御E型j弊と御指導に侠 っとと l煩る大なるもの

あるに恕ヨヲj 致 しま して、ま互に本合設立の ;@;id: を

明かにすると共に今後一暦の御援助を希」、次第

で あります

昭和十年 一 月二十五貝

協 合 員 ( A HC I回〉

大 阪 大 丸 家 具 袋 飾 部

ｲ［ｾ土建築工君主株式合副

大阪 三 越家具毅飾 ｩＧ ｾｩＩ

内 外 木 材 工 重 量 株 式 合 計

日本築様製造株式 合市! 大阪支庖

合 資 合 最 上 大 阪 清 水 製 作 所

大 阪 府i ぬ) 4 ¥' 技術部



新 刊 紹 介

新築請貫工事の経営

芝 田 知 重 著

近時建築材料の進歩、建築工事設工法の機

械化と 共 に、 建築企業の最も合理的なる科

接的経営法の採用を急: 務とした 。即ち 一般

控室毒事の範時にあり 、 しかも 、封稽 { t ' 近代

的j紅児?こる建築 lこま0・〈 建築経営製の明快な

る再倹討を必要とするのである 、こ の時に

営 り本著の殻刑{ t ' 見たのは正に適切 にして

営然である。著者は多年請負工事経俸に従

事 され、更に最近米国各建築請負舎祉の機

織を初「究し師朝されTこる経験者であって 、

現代日本の建築工事請負法に新 しき 一石を

投じ、 もって之がより 進歩を望むベ〈 物さ

i' 11こるも のである。従って本書の内容のい

た るか? に就いて 、最も進歩 したる 経営法を

仔す と信ぜられる米間建築部j 負合j祉の経営

法に範を取られ . 多 〈の脳表 {t'月j ひ出!日心の

Ｑ 主意 と 多大なる針力とを ｾｦ ｬｊ ｩ け極めて要領よ

〈平易に i記述されて居る。

例へば請負合枇の経営と組織 に附しては .

ニユ 戸ヨ ー ク、スタ ー レツト合j，u: 組織1.ミを

始め八つの合祉の組織統計表 を示され 、ス

最も 重要なる問題? 二る工程表の作成に 闘 し

ては. 一般的記述と共に 、ニュ ーヨーク 、

トムソン含祉の新築工事l必|而作成及下請負

契約工程表外六表を示されて 、我 k の大 い

に準ぶべき射を暗示され て居 られるなどは

その一例で ある。本書は訂J負工事合j性並び

lこ一般建築事務所 、建築専攻撃生の必読の

ー蓄 と信す・るのである。

本書の内容を示せば

1，緒論

2、請負合祉の経営と組織

3、工事請負の形式

4，現場の組織と管正ill

5、工程表の作成

6，工事施行計輩 主管理

7 .  トムソ ン ・スタ ーレツ ト舎枇現場員

，心得吉

8. アパ サー合枇現場員心得主主

人建築工事災害防止準則

( 附) 園表 36枚

費行 所 丸 善 吉:: J占

( 定 { 1 1 2図80銭)

和 洋 建 築 構 造

村 山 弘 著

本警は者: 者多年の研究 と経験の成果にして

共の記述は康範 にわたり綱大もら さす極め

て要領良〈説者をして一説理解金可能なら

しめるに充分なるも のである。最近決定の

万j 語の使 )11. メ ー トル法の保 )IJ 、岡解の多

きこ と、最新構造法の記i ! ( . ' ( などはそ の一献

して感ぜら れる 貼でめる D 特に建築毅・1 LI:

の問題t: る詰込主義の弊創世け 、i fl リ々 の LI

的で」とか「何 k の辺，! 由で」 とか 、 その附

i去の機能を? 理解させ 、共の材料及び締法形

態の必然性の理解につとめられたる弘、更

に最後 には一般榊迭のハンドブック (1'.) なる

丁寧なる紫51をか 〉げら れたることなど汗

者の苦心が うか Y はれる。 一般和洋村lift 思

普の多数ある 中で. 特に建築験生諸君 、えj};

築工事関係者、更に建築愛好家のj主右の訟ー

として御す〉めしたい良吉でめる。

工成合出版部護行

定 悦 2凶80銭

( 以 上 和 田記)
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曾

常 務 曾 〈第一凶〕

時 昭和 10年1月7 日午後6時 10分一 同8時

[11 建築倶築部別ｾ

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

盗事 阿部監事 話住 谷 ｾ ｾ ｊ ト

常 務 伊 藤 主 記 j也問主記

北垣主記 中告書主認

保田主詑 ｩｍＷｾ 主計

谷 主 計 1司問綱輯

事rr 名編腕 ぬ聞網緋

三浦編糾

議事 l 月例舎( 新年宴合〉に闘する f'l ‘
可 決

常務合定例舎合日 に附する 1'1二

毎月第 1 ，及第 3 月曜日と決定

建築倶楽部併合に闘する 1'1' 未決定

常設委員合委員選定 に闘する件 未決定

昭 和 9 年度常務合より 51総司書演に闘するイ牛

都市武装促主主及災害調査委員舎に闘する件

決 定

合員詮衡

報告 12月分合計報t!i-

新大阪ホ テル見事開催に闘する f'ド

日本建築士舎建議小事校々会主主他諸建築災

Ｚ［Ａ［Ｎ防止 Ｂｃ 闘す る ｦｾＺ

，吊ｾ 、
務 曾 ( 第二凶〉

時
l 月21日午後 5 時30分一 向 8 時

E庁 建築 倶楽部別室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長 武 田副合長
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墜 事 阿 部 監 事 ｾ谷 監事

常 務 伊 藤 主 記 池田主犯

北垣主記 中津主記

清水主計 谷 主 計

新名鏑斡 島聞編斡

三浦繍斡

議 王跨

l 、 2 月例舎 に闘する件… ... ・H ・.. 講演開他に決定

2 、昭和 10年度常設委員合委員決定の件… ' "

・・・下表の泡決定

3，常設委員合初合開 催日 1反共他決定の件… 日 目.. .

報

… 2 月 2 日開催

久 昭 和 10年度建築材料陳列場幹事決定の件・… .. 

・・・・・・・・下表の泊

5、同「建築 と枇合」編lji 年部員及「建築署生研究」編総

委員決定の件・ ・・・'"・・ ・・…・… … ・・・ ・・ ・・下表の主E

6、特設委員合設否に関す る件・・ … ・・・・・・・・・未決定

7、炭告係事務員採用に闘する件… ・・・・ ・…・可 決

8、建築倶楽部併合に闘する件 ..，・ H ・. ... . . . 未決定

九 昭和 9 年度決算報告の件目・・田・ ・・ ・・… ・・・・・ ・承 ta 

附 抱 念 事 業 決 算 報 告

関西風水害調査費清算報告

同 講演舎費決算報告

10、昭和 9 年度収支不足金前後民自置に闘す る件- …

… … 承 認

11 、IlJl!?JJ易剰官会金民主理に闘する 件 ・・・・… … ffi. lre 

12、 日刊天気闘脇談に闘する件・ ・・・・・…' " 否 決

13、合員詮衡

報 告

l 、新大阪 ホテル建築見挙報告

2 、 1 月例合〈新年宴合〉準備報告「

建 築材料陳列語幹事氏名

( 五十音順敬稽略〉

4骨〉長宗太郎 前i 英 之 助 阿部最高則

北垣熊之介 徳 政 金 吾 '1' 凶 六 良1¥

渡部 圭吾

常限委員曾委員氏名

( 五十音順敬梅田持〉

1  都市計童委員曾

加 藤 普 吉 ヰZ多村義雄 国t義 :式

椎原 兵 市 鳥井 信 徳 政 4i:!'T，" 

繭知: J ! ' j 夫 事高富 1E治 山下閣太郎

吉田 信i武

2 法制委員曾

石川 究三 白石登喜男 玉置豊次郎

湾 問 敏 雄 坪 井 誠 一 内 蔵 克一

三浦 2主 宮脇 H古美 山口 久五郎

矢 崎 高儀

3 教化香員曾

伊 東 恒 治 古字 国 3主 泊. 井勇三郎

篠原 太 郎 鈴木忠五郎 高 木 太1'r



永 深 殺- Ｇｉ Ｇ ｾ Ｇ ｙＮ 順次郎 自(!'l'I- 武 ! 官 後 光 三 震 天 王 寺院 上納長2町20 ( 建築設計良

期 口 甚 吉

4  材 料 委 員 曾

1':D  

特別 賞助員

自li 炎 之 助 楠淑 徹 作 間 日 出 生 問 中 敬 三 君 西宮市千成町30( 東 洋 υ h ウム〉

境 i E一 高 橋 祭 治 市 岡 奥 三 吉 善 運 賃 助 員

高 松 平 太 郎 松ク、保倣三

古本政次郎

5  災 害 強 度 委 員 曾

累日 1 I炎 佐 野 俊 三

鳥 井 拾 歳 波 江 悌夫

松 井 清 之 助

だ苅: 去子{

6  設 備 委 員 曾

小 笠 原 鈎

米 海 周 次

酋 村 公 彦

村 田 小-

7  住 宅 委 員 曾

=白li 1i句史

語'1
1谷 光 彦

竹 内 成 夫

tF，:j 信

小 川 陽 吉 小 川 安 一 郎

U' j!HI 上一 良1¥ 木 村 究 ー

松 本 儀 八 榊 Il ! 新卒

村里子 滋苔

道問者ま治 虫1¥ Ｚ 今 ｾｉＺ 存 ー 君 Jl I JX 市下谷広商 黒門 町新 19( 自f.!})

武田十子男草寺 京都市左京区一耳 ｾ Ｔ ｪＺ 花ノ木町 ＱＳ (  

京都高等工重喜怒校〕

谷 隆夫 ・問中 功 君 71正天千 代 図iffi25前 昌 公 司 泰 天出張

中島 智v.: ｾ＠ 所 ( 株式合 瓦上前昌公司工事部)

矢Fl I ｾｊＺＮｾ政

志 岐 善 吉

問 中 直 道E

JSチ1: 敏 克

中関応義三君主 明 石 市 太寺4 ノ3096( 合主主令市上建材

肩上大阪 出強所長〕

吉原治三郎君 京 都 市 新 門 前 西 之 町

官 ｾｪ を 定 理 君 北 匿 手Hf. 寺 町 4 / 40都よる アパ ー ト

ぐ土木建築資料 ｾｩ 問量 士 大阪支局

逗 曾 者

曾 員

岡 本新 次 郎 。脅木 茂 君 開 1有: 久男 新 型在波 f官事Ij ;f空

中西 六 郎 : 地 方 曾 員

三木 来 三 岩 佐 掬 太 郎 君 '1' 川 照表

普 通 貨 助 員

『建 築 と 社 曾J編務 部 員 氏 名 約問 i原三君 星生 選科t ;g・ 岩 本 博 行 君

( 五十音・順敬稿係〕

Ｉ，ｪｐ ｈ ｾ 僻 Ｑｾｉ ￍｩ ) HIll r. 在三 "1' 西 六 郎

l付E主 3.己ー 本 多 正道 吉 田 信主主

和l 悶 ヌJhh，k  

「建 築主事前 究J 編 紙 委 員 氏 名

( ヨf 十音順敬務Wd - )

{JI "jj[ t1! i台 新 名 和 夫 武 岡 沢一

i誕i本 m弓 棚僑 B出匂ii: l!宮、.  主民 静 雄

藤 井 厚ニ 吉 (11 信 武 桜 ILJ 空手.雄

森川 ｾ＠

曾 貝 動 育事

入 舎 者

曾 員

{ 実悶 祭ー京 兵庫 ｩ 孫 川溢郡 長尾 村 Ｇｾ Ｇｉ LJ ( 令 名 舎

杭 竹中工務応〕

プミ村 務 方 君 7';' 王 寺 匹勝 山 iII! 2 ノ4 q友口方〈大

阪 府阪 管絡 課〉

問中 直 進 君 ) [ 成隠市中部町3ノ215 ( 大阪府ー岱

総目黒〉

松 村 建 材E窓 口聖子叉! YJ君 木 烏徳 太 郎 衆

住 所 移 轄

舎 員

l)¥[ilI ｾ［ＱＺ鍬君京都 市上京区寺田 ｔ ｩｦｦｩ 今出 川 上ノ ιＵ

丁目 西?l1機 木 町413

音 防 二君 住 吉 区 回 途 本国T 5 ノ 76山路 祥二元f

伊 藤 光 君 住 吉 底 天 王 す ー 町2693苗代アパート

京 川 n治 君 市'11戸市林田区長岡 田Tl ノ4 9

主主 Il! 久君 神 戸 市 灘 区 灘 北 沼4 ノ 112

高橋 誠霊長君 岐阜県草不破郡垂井町 日 比野 順 吉 方

= 宅 貞 厳 君 京 都 府 絞 部 町 郡 是 製 紙 株 式 合 員t 内

和 維 君 新 京 j Ujil事地太卒街 11絞楽斧寮 2 倦

7 競

合 京 君 兵 庫l採印南郡阿掬F吉村南池

正 一 君 ｾｉ ｉｉ 戸市兵 庫区淡 町 Ｔ ノ Ｑ Ｑ Ｖ

高fl 本 干'f 君 兵 庫県長武w郡滋i 1f ffi 伊勢諦悶 553

特別賛助員

'::'; 川 線三 民1¥君 東 京 市 議 谷 区 代 々 木 t J H誌560

普通貨助員

小 松 岡 良1¥君 大阪府 中河内郡純手 村 阿 保 132 14:  

.1. 51 11 



"I'方

fi-i 
/11: -吉宏 紳戸市葺合政釘・崎高等小事校内

Ｑｘ ｾ ｾｩ＠ -":i'君 戸畑市明石町 l 丁目鴻池組九州支

応内

T普 藤 敏 夫 君 住吉区天王寺町 3287生光闘方

i也岡 本 吉君 大阪府三ぬ都鳥飼村大林組出張所

角 !lU' 孝君堺市甲斐町] ，1(，4 了 12

問 中 数 雄 君 姫 路市 八代 183

佐 野 公 夫 君 イ 1: 古匹回 溢西之町3 ノ7

川 村 茂 一 君 兵庫彩、資塚柴田I 隠武庫川 通 13

利f保 俊 一 君 京 区 堺 筋 淡 路 町 2 ノ 10永田商庭内

松 11I 愛 三 君 兵庫l騒加古郡高砂町銑紡工場竹中

工務応現場

松 本 軍呑君 大阪府北河内君s三郷村高瀬字大枝

16 1  

改 名

曾 員 岸 11士年( 醤名卒〉

曾 員 名 鵠 〈 昭 和 十 年 度斤l ) 正 誤

26頁 闘藤武の行中( f 'J 双子f 二五三〉は〈電南三九

七二〕の設及一六七八〈72三七九 )1士一八六

八( 電岸和 国二三七九〉の訣

32頁 鈴 木 瀬 市 の 行 中 掬市は孫市の談

38}'( ，t，村秀男 の行 中 秀男 は英男の諜

10 8l ' l 繭井 満 の行中 組太はイ白太 の￬ＧＳ ｾ

終身賛助員久保田種吉氏

終身 fH!/) 員効七空宇久保問符吉氏昭和 9 年 12月2 2 日

泌を以て逝かる廷に哀悼に椴へ ずま互 に照宵と略1 M

を掲げ主主みて弔意を表す。

グ、保田氏は明治 9 年 9 月21 日生る

土木建築言背負業を替み大正 6 年 3 月本協令指IJ 並:以

来 終 身 賛JJ) ) 員として 入合あり

明治3 9年 4 月! 日 明治3 7，8年戦役の功 によ り叙

勅七空宇背色桐楽T;1: ;1t I'こ金 参 百 関 下

賜〈賞勅局〉

大 I El 3&cpl l 月 大 阪市主主化委員 現在

大i E14年 4 月 大阪市背年聯合間王里司I-'i

6

選 11";; イモ

現在

大 正 14年 11 月 大阪府税制調査委員喝託 大阪府7

大 I E15&]o 7 月 大阪府道路調査委員甥託 同

大 I EI 5年 9 月 大阪土木建築業組合長? 首選

大 I E Ｑ Ｕ Ｑ， Ｑ ｾ Ｑ Ｐ 月 北椛三 島君11人令長常選 1fi 任現 段

昭和 2 年 6 月 南大江教育合評議員営選

昭和 2 年 9 月 大阪府聯合脊年同If I l l 事? 者選大阪

府知事

昭和 2 句，9 月

昭和 3 年 1 月

昭和 3 年 7 月

大阪府合議員常選

問

大阪府管年訓練所委員合委員燭託

脊年令官官建築資行委員喝託 大阪

府聯合育年間長

少 年保護区委 員喝託

大阪府 知事よ P 表彰を受〈

文部大臣よ P 表彰を受〈

大阪市立東第 l 青年訓練所後後合

伊1

昭和 4 年 6 月

昭和 5 年 2 月

昭和 5 年 11月

昭和 5&cpl 1f j

本

別

際

事

知

特

に

知

府

殉

く

年

府

阪

御

受
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彰
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る
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阪

り
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選

商
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大
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合
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下
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長

時

制
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十代

長
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謎
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現
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上
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皐
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選
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育
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市

江
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編 輯 後 記

ム前役員の名編輯の跡を製っ てテー プを切

ったが、きてー… ・その責任の重大きをつく

づく痛感する、 合員諸賢の充分なる御指導

を廷に願っておく 。

ム室内蛙飾の特軒続は昨年度出す言十聾であ

ったが昨秋風水害特特統計十1しに篤に本年

に持越しf二次第であ る。

ム執筆者は主として本野シユーレの人 k に

御願しに、質際の設計製作に豊かな経験を

持 fこる〉人々の言葉を味ってい? こにきにし 、

ム新らしい室内装飾の篤員は この脱に載 し

た外にｾ 新大阪ホテル、のものがめったが

次鋭でその特輯をする震に割愛することに

しに. この勲設計者長谷部竹腰建築事務所

に到して特に御諒解を得?こし、 D

ム本競の箆 lこ家具装飾園案の募集をや る計

霊を持ってゐ Tこが機が熟さなかっ t: 鴛に同

来なかっ t: のは碕念である 。

建 築 と 社 禽

第 18 瞬$ 2 猿

毎月 1図 1日渡行 定 慣 1加 .50閲( 郵総 2 銭〉

竺竪竺型(同 24 銭〉

昭和 10年 1 月25 日印 刷 昭 和 10&jo 2 月 1 日重量行

重量行・続勝

印 刷 人 鷹 取 陽

西宮市今害事町脅門字安著者605番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内濃路町 1丁目 7番 地

重 量 行 所 紋 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局( 23) 45即 替( 6)

鋸替口座央阪39.975番

特約販貰鹿 柳 k 堂 書 底

大 限 市 西 区 京 町 姻 羽 子 板 橋 西

電 話 土 佐 沼 2440番

鋸替口座ｾ阪囚 ＸＴ ｬＱｦ

本書事に縄eせるものは、一切とれを無断にてl  禁 輔 載

鱒較し叉は単行本K 上梓その他の複担行震を

なすととを禁ず.

ム本誌の編輯方針に就いて編輯の主催で協

舎の先輩並に雑誌に閥心を持Tこる' >人 k と

懇談合を催 して意見を伺っ た、 種 k の意見

があ った が要するに結論は ( 1) 協合創立の

精神強調作) 在来の編朝方針の充質 ( 3) 読 者

居の鎖大等 の三黙にE請する様に思ふ . これ

等 の主旨は充分各競に 探 って合員多数の号 ｉｾ

墜に 副ひt: い。

ム なほ合員諸賢の編制に闘 する御意見をき

かして頂げ れば幸ひであ る。

ム 出版に闘する事業を色 々計裂 してゐる.

協舎でなければ出版出来ないもの、 f少¥e  

も建築界に貢献出来るものを目棋と して刊

行したいと思ふ、みなさまの御助力を願ふ

ム別項舎告の遇 こんど協舎の成告制度全改

革した. 大方各位の御援助によって改革の

意義を徹底させTこL、D

( 問問孝男 〕

鹿 告 掲 載 料 金

ー，
渇 I 1 頁 I 1 図 15.00 

事事 遁 I t 頁 I 1 図 I 8.∞ 

一 一一
普 渇 I 1 頁 I 1 図 I 45.00 

〈酋附貧1:1:) 1  1  1  

一一 一 一
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日本建築協曾

創立満十五年 記 念 出 版

本舎創立浦十五年記念出版の第二次として「大阪市地質調脊間

表」を瑳刊しにものであるつ

本書は本舎常設の災害強度委員舎が数年 に亘って苦心調査蒐集

しに費料を輯録して一本に纏めにもので 、他に同種の刊行物な

く拘に斯界に於げる驚異的出版である。この出版に際 して本舎

としては凡ゆる黙に於て多大の犠牲を桃つにもの であるが. し

かも向上梓しにる所以のものは、土木建築関係者が計蓋に営 h

常に必要訣〈べからぎるものであれ叉容易に所要のものを調

奈し得ると云ふ賓に簡便にして . 斯界にとり稗益齢からぎるも

の と信 じfこから である。

t止の土木建築に関係ある諸賢へこ の様威める賀典を御薦めする

弐第である 。
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